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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私は商いを得意とする伯はく爵しやく家けに生まれた。

　名前はユリアス・ノッガー、高等学園に通う十七歳さい。

　お父様もお母様もお兄様も頭がよく策略家で商売事をするのが得意だったため、我わが家やはお金持ちの伯爵家であった。

　そんな家族に囲まれる私もお金かね儲もうけが大好き、損することが大だい嫌きらいの商しよう魂こんたくましい令れい嬢じように育つのは当たり前のこと。

　食品の開発、出版物の選せん抜ばつ、手持ちの店の買いつけなどは任せてもらえるまでになっている。

　新たにやりたいこともたくさんある。

　そのために必要なことなら何でもやるつもりだ。

　話は変わるが、私には婚こん約やく者しやがいる。

　侯こう爵しやく家けの長男でラモール・キュリオンという。

　キラキラしいサラサラの金きん髪ぱつを肩かたまでのばした女性のような髪かみ型がたに琥こ珀はく色の瞳ひとみは優やさしそうに見えなくもない。

　その見た目に反して気き性しようの荒あらさが玉に瑕きずの、顔はいいが頭の足りない男だ。

　身分が上の侯爵家からの申し出に逆らえるわけもなく決まった婚約であった。

　しかしキュリオン侯爵家は身分が上でも貧びん乏ぼう。

　金かね遣づかいが荒いのは周囲から見ても明らかな上、趣しゆ味みの悪い調度品を買かい漁あさっているらしい。

　何な故ぜ知っているかと聞かれたら、商売においては噂うわさ話ばなしも金に繫つながるからだとしか言いようがない。

　誰だれもが羨うらやむ見た目以外に魅み力りよくがない男。

　まあ、頭の悪い旦だん那な様さまでも人が好む見た目と侯爵というネームバリューを使って私が操あやつればいいか？　と、思ったのもある。

　結けつ婚こんはビジネスで恋れん愛あいなんてお金のかかることに興味がなかったっていうのも理由の一つだった。

　そんな私の浅はかな考えが変わったのは高等学園二年になったころ…………。

　どうしてこうなったかな？
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　高等学園に通い出して二年に上がった時に転校生が来た。

　庶しよ民みん上がりの伯はく爵しやく令れい嬢じよう。

　バナッシュ伯爵の隠かくし子ごらしい。

　私と同じ伯爵令嬢で、ウエーブがかったロングの金きん髪ぱつにクリクリの青い瞳ひとみの小こ柄がらな女性ということに私は少し引っかかった。

　何ど処こかで見たことがあるような気がしたのだ。

　彼女の名前はジュリー・バナッシュ。

　可か愛わいらしい見た目とぴったりの明るい人で、私の婚こん約やく者しや様さまは直すぐに彼女に恋をしてしまった。

「僕は君とは結けつ婚こんしない」

　わざわざ私を呼び出してイライラしたように腰こしに手を置き、偉えらそうに婚約者様が言った言葉に私は驚おどろいてしまった。

「絶対に婚約破は棄きしてやるからな！　解わかったか！」

　そのまま人差し指を私に向ける姿は滑こつ稽けいにすら見えた。

「はぁ、了りよう承しようしました」

　こいつ、本当にアホだ。

　その時の私の感想である。

　だって、こいつの実家の侯こう爵しやく家けって我わが家やに支し度たく金きんを寄よ越こせと言っては毎月定期的に金を要求してきているんだ。

　あのお金のこと、婚約者様は知らないのだろうか？

　全て取とり戻もどさないといけない。

　次に思ったのはこれでした。

「ジュリーに嫌いやがらせとかするなよ！」

　私を睨にらみつけ鼻息荒あらく怒ど鳴なる婚約者様に、私は苦笑いを浮うかべてみせた。

　えっ？　しないよ？　ってか苛いじめてほしいの？　それをしたら、いくらくれる？

　望まれても無理だ。

　婚約者様はそれだけ言い残して去っていった。

「婚約破棄、できるものならどうぞご自由に」

　私は婚約者様の後ろ姿に向かって小さく、口元に笑えみをのせて呟つぶやいた。
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　この前、ジュリー・バナッシュを何処かで見たことがある気がしたのがなぜだか解った。

「この本の主人公、バナッシュさんにそっくり」

　私は一冊の庶民向け恋愛小説を手に呟いた。

『ドキドキ♡　貴族になっても頑がん張ばっちゃうもんね！』は、私がある人に書いてもらっている作品で、その主人公にバナッシュさんが似ていたのだ。

　小説の最初の部分を読み返す。







〝私はその日、生まれ変わったの。

　お母さんと二人で庶民暮らしをしていた私のもとに、お父さんと名乗る男の人が来たからビックリしちゃった！

　お母さんは最初嫌がっていたけどやっぱりお父さんのことが大好きだったみたいで、結婚することに。

　そしたら、お父さんたら伯爵様だったの！

　私はその日、伯爵令嬢になっちゃった！

　本当に大変だったけど、半年間マナーの勉強を必死で頑張ったわ。そうしたらお父さんが私を学園に入れるって言い始めたので面めん倒どう臭くさいなって思っちゃった。

　貴族の令嬢や令息は皆みな、決められた年ねん齢れいになると学園に通うんだって。

　でも私は、お父さんがお母さんとイチャイチャしたいだけなんだって思ってる。

　私だって二人の邪じや魔まはしたくないから文句なんて言わずに学園に通うわ。

　貴族になったからにはお父さんに恥はじをかかせないように頑張っちゃうもんね！

　私は決意を新たに学園に向かうのだった。〟







「お嬢じよう様さま？　何か不備でも見つけてしまいましたか？」

「いえ、マチルダさん」

「では、小説の続きなのですが」

　マチルダさんは、この『ドキドキ♡　貴族になっても頑張っちゃうもんね！』の作者だ。

　肩かたまである赤茶色の髪かみの毛けを頭の下の方で一つ結びにし、同じ赤茶色の瞳を持つ六十五歳さいだけど、見た目は二十代後半にしか見えない不思議な人でもある。

　彼女は数年前までこの国の王子殿でん下かの乳う母ばをしていた。

「うちの王子でしたら、薔ば薇ら園えんの植うえ込みの陰かげでお昼ひる寝ねですかしら？」

「せめて近くの東あずま屋やでお昼寝にしましょう！　庶民の皆みな様さまに夢を与えたいのに、それじゃなんだか野性的すぎでしょう？」

　このふざけた題名の小説のあらすじは、庶民として生活していたところが伯爵様の隠し子だと解り引き取られ、高等学園に転校した主人公が、天才伯爵子息や俺様侯爵子息、そして魔ま法ほうが使える王子様などなどの素す敵てきな貴族の殿方達と出会い、恋をしていく話だ。

　この小説が庶民向けなのには理由がある。

　単純にその方が売れるというのもあるが、何より主人公に恋をする貴族の殿方達には実在のモデルがいるからだった。

「王子はそんな目立つ所でお昼寝はしません。信しん憑ぴよう性せいに欠けます」

　マチルダさんが口を尖とがらせた。

　可愛らしい人だ。

「でも貴族が読んだら、これが私達の国の王子殿下だと直ぐにバレてしまいますから、少しだけでも変えた方がよいのではなくて？」

「王子もお嬢様の婚約者様もお嬢様のお兄様も皆、ここまでそっくりに書けているのに、ですか？」

「ええ、名前が違ちがうだけだからこそ、時には逃にげ道みちを作っておかなければなりません。後々バレてしまった時、言いい逃のがれができなくなってしまいますから。慰い謝しや料りようを請せい求きゆうなんてされた日には、たまったもんじゃありませんわ」

　この小説は、庶民の皆様がより夢を見れるようにモデルを忠実に描いている。

　そのため、貴族の間で実話だと思われたら困るのだ。

　だからこその庶民向け。

　庶民向けと謳うたってしまえばプライドの高い貴族は読まないだろうという私の心理的作戦でもある。

　乳母の経歴を持つマチルダさんは、王子と同年代の有力貴族に詳くわしい。

　兄や婚約者様も例外ではない。

　私は、体がふるりと震ふるえるような嫌な予感がした。

　だって、小説通りに学園を操あやつろうとバナッシュさんが考えているなら、私には悪役にされた上、婚約破棄され学園で孤こ立りつする未来が待っている。

　孤立とは、ビジネスの幅はばを狭せばめる最短ルートだ。

　ビジネスチャンスを棒に振ふるなんて恐きよう怖ふでしかない。

　私は想像でしかない考えに、ぬぐいきれない不安を抱かかえながらマチルダさんと打ち合わせを続けるのだった。
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　翌日、私の横で盛大に転ぶバナッシュさんを見て、予感が確信へと変わった。

　ああ、こんなシーンあの小説にあったな。

　小説では私をモデルにした悪役令嬢が主人公に足を掛かけたんじゃなかったっけ？

　小説をなぞるのであれば、私が足あし蹴げにしたということになるのだろうか？

　私は血の気が引く思いがした。

　ちなみに、あの小説はまだ終わっていないが、中ちゆう盤ばんで私をモデルにした悪役令嬢は断罪されて婚約破棄されると同時に学園内で肩かた身みの狭せまい思いをするようになる。

　断罪って私、やってもいないことで裁かれるの？

　婚約破棄だけでもキズモノ令嬢と言われてしまうのにやってもいない罪で断罪……。

　私は、そんな作られた物語通りにしようとするバナッシュさんの思惑に乗る気はない。

　なぜなら、私は自分の名めい誉よが蝕むしばまれるなんて耐えられないからだ。

　浮うわ気きに苛いじめの偽ぎ装そう？

　受けてたちましょう！

　あの子があの小説を予言書と思い込み、忠実に再現しようとしていると考えれば不可解な行動も合がつ致ちすることが多い。

　それを踏ふまえた上で、彼女の持っている小説は私にとっても予言書のようなものだ。

　よし、証しよう拠こを集めよう。

　私が婚約破棄されたのは婚約者様の浮気のせいだと解る証拠と、私が苛めをしていない証拠を。

　私は真横で倒たおれているバナッシュさんを見つめてコンマ三秒でそこまで考えたのだった。
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　調査の結果バナッシュさんの性格には疑問に思う点が多々あることが解った。

　貴族男性に対しては上うわ目め遣づかいで甘ったるい声を出し、貴族女性にはさも苛められていますと言いたげに怯おびえて見せ、庶民の皆様には馬ば鹿かにしたような態度をとっていると報告が来た。

　元々庶民だったなら、庶民がどれだけ素す晴ばらしい存在かよく解っていると思うのだが不思議だ。

　彼女の性格には疑問が残るが、私は私のできることをしよう。

　最初に向かったのは学園の南側の外れにある薔薇の咲さき誇ほこる池だった。

　色とりどりの薔薇の生いけ垣がきに囲まれたロマンチックな場所だ。

　ここは、予言書に書かれている婚約者様と主人公の逢あい引びきの場所なのだ。

　直接池に行くのはリスクが高い。

　だから私は池がよく見える薔薇の木の裏側にまわって、記録用魔ま道どう具ぐで二人の逢い引き現場を映像に残すことに決めた。

　この国では魔法を使える人間は少ないが魔ま力りよくの詰つまった石を輸入していて、その石から作られた魔道具は広く一いつ般ぱんに使われている。

　そんな魔道具をセットするのに好都合なことに、逢い引き現場の近くは足あし下もとまで薔薇の葉が茂しげっていて隠れやすかった。

　声を出さなければ、見つからないようにひっそりと証拠を集めることができる。

　なんて盗とう撮さつに適した場所だろうか？

　私は急いで目的の場所に向かった。
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　…………先客がいた。

　我わが国くにの第一王子、ルドニーク・レイノ・パラシオ殿下がお昼寝中だった。

　美しい白薔薇が咲さき乱みだれる中、ポッカリと空いた地面に寝ねそべる美しい王子殿下。

　マチルダさんが言ってた通り、樹きの陰で寝っころがってらっしゃる。

　なんと無防備な姿だろうか。

　王子殿下に恋こい心ごころを抱いだくご令嬢方に襲おそわれてもしらないぞ。

　そんなことを考えていると、私の気配に気がついたらしく殿下の目が開いた。

　漆しつ黒こくの髪の毛にスカイブルーの瞳が私を見ている。

　しばらく王子殿下を見ていたが、私には使命があった。

　美しいものを見るのは好きだが今はそれどころではない。

　時間がないのだ。

　私は王子殿下を無視して魔道具のセットを始めた。

「…………君、確か、ローランドの妹？」

「シーお静かに」

　私が魔道具をセットし終わったのと同時にバナッシュさんが現れ、直ぐに婚約者様もやってきた。

　予想通り、バナッシュさんはあの小説をなぞっている。

　二人はしばらく見つめ合ってから、何やら話し始めた。

　ここからでは何を話しているのかまでは解らないが、婚約者様がバナッシュさんの手を引き抱き寄せたのは撮とれた。

　小説通りの展開に口元がにやける。

「あれはキュリオン侯爵家のラモールだな」

「はい。私の婚約者様ですの」

　王子殿下の言葉に返事をすると王子殿下は黙だまり込んだ。

　二人がいなくなるのを見送ってから王子殿下に向かって魔道具をかまえ、私は王子殿下に聞いた。

「今日は何月何日、そして今何時ですか？」

　王子殿下は上着のポケットに入っていた懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して私の欲ほしい答えをくれた。

　私は王子殿下に笑え顔がおを向けて頭を下げる。

「失礼な態度をとってしまいまして申し訳ございません」

「…………いや、何か深い理由があるのだろう」

「いえ、あの方達の思い通りにならないように材料を集めているだけでございます」

　王子殿下は表情も変えずに言った。

「またここに来るつもりなのか？」

「はい、証拠は多い方が有利ですので」

「ここは俺の昼寝場所だ」

　解っている。解っているがここよりも適した撮さつ影えい場所なんて見つかる気がしない。

　どう考えてもこの場所が最適なのだ。

　私の口から本当に自然に舌打ちがこぼれ落ちた。

「おい」

「申し訳ございません」

　自分の行動に驚いてしまった。

　不敬罪で首をはねられても文句も言えない状じよう況きようである。

「舌打ちなんてはじめてされたぞ」

　それなのに、呆あきれ顔がおだが王子殿下は怒おこっている気配を感じない。

「すみません、失礼をいたしました。しかしながら、この場所を訪おとずれるのも長い間ではありません」

　王子殿下は納なつ得とくいってない顔だ。

　それもまた仕方がないと思う。

「私の婚約者様はもうしばらくすると私を無実の罪で断罪し、婚約破棄するものだと推測されます」

「なぜ解る？」

「予言書がありまして」

「……見せてみろ」

　私は仕方なく、あの小説を鞄かばんの中から取り出した。

　小説を受け取った王子殿下は眉み間けんにシワを寄せて私を睨んだ。

「……馬鹿にしてるのか？」

「いいえ！　では、このページをご覧ください！　先ほどの場面であると納得いただけるはずですわ」

　王子殿下から小説を受け取ると、よく似たシーンが掲載されたページを開いてみせた。すると、王子殿下は眉間のシワを深くした。
















「信じてくださらなくても結構です」

「…………で、これが本当に予言書だというならどうするんだ？」

「この中に出てくる私は馬鹿で嫉しつ妬と深ぶかい女なんですの」

　王子殿下の口元がヒクッと引きつった。

　面めん倒どう臭くさい女に声をかけてしまったという顔だ。

　失礼である。

「ですがリアルの私は自分で言うのもなんですが、馬鹿でもなければ嫉妬深くもない。むしろ、婚約者様など愛してもいない」

「それ、ぶっちゃけていいのか？」

「はい。殿下は私の人生において重要な人物ではないので」

「…………」

「悪い意味ではないのです。王子殿下は私にとって害がないといいますか……」

　私は眉まゆを下げ困った顔を作ってみせた。

「貴方あなた様さまはここで偶ぐう然ぜん出会わなければ挨あい拶さつ以外の会話をすることのない、雲の上の人なのですから」

　私の言葉に王子殿下は不思議そうに首を傾かしげた。

「君はローランドの妹だろ？」

「はい。ノッガー伯爵家のユリアスと申します」

「俺はローランドと仲がいい方だ。友人の妹なのに関わりはないのか？」

　淡たん々たんとしたしゃべり方の王子殿下に私はヘニャっと笑った。

「王子殿下、貴方は兄の友人ですが私の友人ではないのです。しかも婚約者のいる立場で貴方と仲良くなるなんて大人は許しません。それに、私が婚約破棄されたとなれば婚約者がいなくなったとたんに大物を狙ねらっていると言われて陰かげ口ぐちをたたかれるに決まってます。王子殿下のご迷めい惑わくにもなります。ですから、王子殿下は私に関わらない方がいいのです」

「…………解った」

　王子殿下は一つ息を吐はくと言った。

「ここに来ることを許そう。その代わり君は今から俺の友人だ」

　こいつ、解ってねぇな。

　私の口からまた舌打ちがこぼれ落ちてしまった。

　本当にうっかりだった。

「っ！　も、申し訳ございません」

　王子殿下はなぜか嬉うれしそうに笑顔を作った。

「舌打ちする令嬢なんてはじめて見た」

　舌打ちしたのになぜ嬉しそうなの？

　この人、どんな神経しているのだろうか。

「ですが、王子殿下と友人になって私になんの得があるのでしょうか？　他の令嬢達から疎うとましく思われてしまえば私には実害があるのですが」

「君は損得で友人を選ぶのか？」

　心底驚いたような顔で王子殿下はそう言った。

　これは王子殿下の興味を削ぐチャンスだ。

「勿もち論ろんです。私は力のないただの小こ娘むすめですから、少しでも自分に有利になる人脈を優先して友人にしたいと思って何が悪いのです？　王子殿下との友人関係は得になる気がいたしません」

　王子殿下は困ったように眉を少し下げて言った。

「損かどうかは解らないが、さっきの日時を言う作業で俺は役に立ってなかったか？」

　た、確かに。私よりこの国の王子殿下が証言したという事実だけで説得力が段だん違ちがいである。

　王子殿下は使える。

　私の証拠集めに王子殿下はとても有利に働いてくれるに違いない。

「それは……立って……ました」

「だろ、これからよろしく」

　王子殿下の笑顔に私は苦笑いを浮かべた。

　私は王子殿下の頭が心配になってしまうのを抑えることができないのであった。
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　昼ひる寝ねに最適な薔ば薇らの樹きの陰かげ。そこは俺のお気に入りの場所。

　色とりどりの薔薇の裏側に真っ白な薔薇の花が咲さき乱みだれている。

　足あし下もとまで隠かくれるほどに葉が茂しげっていて、ちょっとやそっとじゃバレない昼寝に適した最高の癒いやしの場所に彼女は突とつ然ぜん現れた。

　シルバーブルーのストレートの髪かみの毛けをハーフアップにした美しい女性。

　瞳ひとみの色は灰色で大きく、綺き麗れいに上向きにされた睫まつ毛げに縁ふち取どられている。

　友人であるローランドの妹だと気がつくまでに数秒を要した。

　彼女は俺を無視して魔ま道どう具ぐを薔薇の木に突つき刺さすようにセットしていた。

　記録用魔道具だと解わかる。

　池を記録するのかと最初は思った。

　彼女は俺にシーっと人差し指を口に当てて黙だまるように促うながす。

　まあ、黙るが野鳥でも観察するつもりか？

　直すぐに彼女の記録したかったものが、これまた俺の友人のラモールとその彼女らしき女性だと解り驚おどろいた。

「あれは侯こう爵しやく家けのラモールだな」

「はい。私の婚こん約やく者しや様さまです」

　いつの間にかラモールがローランドの妹と婚約していた事実に驚いた。

　俺は友人ではあるがラモールが苦手だ。

　頭が悪すぎて会話にならない時があるからだ。

　ローランドは頭がよすぎて怖こわい時があるが、ローランドの方が身になる話ができる。

　そんな頭のいいローランドが、ラモールなんかを大事な妹の婚約者にするなんて馬ば鹿かじゃないだろうか？　と心配した。

　しかも、記録している光景を見れば浮うわ気きされているのは明白だった。

　それなのに彼女はいたって冷静で、ラモールがいなくなると無礼を詫わびてきた。

　常識もちゃんとあるようだ。

　俺に対して媚こびも売らない。

　さらには本当にうっかりといった感じに舌打ちをする。

　舌打ちをしてしまった時の彼女の驚いた顔は、なんだか可か愛わいかった。

　綺麗な女性なのに可愛さまで持っているなんてローランドが大事にするのも頷うなずける。

　彼女との会話を続けるために二人の記録を撮とっていた理由を聞けば予想外なことを言った。

　未来が解ると。……で、予言書と言って出してきたのは見慣れない題名の庶しよ民みん向けの小説だった。

　ふざけているのかと思ったが、いいからさっきの場面だけでも読めと言われて目を通すと、確かに先ほどと同じような場面が描かれていた。

　これが本当に予言書だというのか？

　彼女は信じなくてもいいと言うが一応信じることにした。

　それなのに彼女は、俺を自分の人生において重要な人物ではないと言いはなった。

　よくよく聞けば、俺は雲の上の存在だから実害がないと言う。

　その話を聞いて自分が彼女の人生に必要ではないと言われたような気がして無む性しように彼女に関わりたくなった。

　だから、無理やり友人になる約束を取りつけたのだ。

　彼女が損得で友人を選ぶなら、実害よりも得のある存在だと思わせればいいわけだ。
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　彼女の兄であるローランドは、少し癖くせのある白銀の長ちよう髪はつに灰色の瞳が銀ぎん縁ぶち眼鏡の中に隠れた知的な印象の男だ。

　性格は神経質で腹黒、『利益』という言葉が好きで妹を溺でき愛あいしている俺の学友にして親友と言っていい。

　学園内に設置された王子専用の執しつ務む室しつで仕事を手伝わせていたローランドに彼女と友人になったことを話してみた。

「あの子と友人に？」

「お前の妹は面おも白しろいな」

「そうでしょうか？　面白いのではなくあの子は美しく聡そう明めいなのです」

　ローランドはゆっくりと眼鏡の鼻当て部分を中指で押おし上あげ、滅めつ多たに見せない満面の笑えみを作った。

「まさか、ラモールと婚約しているとはな」

「…………あの子は頭がよすぎるんですよ」

　ローランドは手にした書類を握にぎり潰つぶしそうなほど力を込め、さっきまでの笑顔を消してプルプルと震ふるえながら唸うなるように言った。

「ラモールの家は我わが家やの財産目当てにあの子との婚約話を持ってきたんです。僕も父も大反対しました。けれどあの子はラモール家の爵しやく位いがあれば外交をしやすくなると言い出して……」

　ローランドは泣くんじゃないかと心配になるほど悔くやしそうに眉まゆを寄せた。

「利益が出るならこの婚約を受けるとあの子が言い出した時は心臓が潰れるかと思うほどショックでした」

　彼女の顔が一いつ瞬しゆん浮うかんだ。

　冷たく見られそうな美しい顔に似合わないヘニャリと気の抜ぬけた彼女の顔だ。

「ラモールに何か問題があれば直ぐさまこの婚約を破は棄きさせるのに……」

「ああ、だから記録していたのか」

「はぁ？」

　俺はローランドに池の畔あぜにある薔薇の生いけ垣がきで、彼女がラモールの浮気現場を記録していたことを話した。

　ローランドの顔色はこの世の終わりと言いたげなほどに真っ青だ。

　妹が傷ついたと思ったのだろう。

「い、妹はどんな様子でしたか？」

「ああ……なんていうか…………」

　悪わる巧だくみをしているような顔をしていた、なんて言ったらローランドはどんな顔をするだろうか？

「元気そうだったぞ」

　俺は、悩なやみ考えた末にいろいろ飲み込んでそう声に出した。

「……殿でん下か、僕は……ラモールを殺そうと思います」

　妹を溺愛しているローランドならその結論にいたるのは至し極ごく当然であると思ったが、友人が事件を起こすのは俺の本意ではない。

「待て待て、お前の妹はラモールの思い通りにならないように材料を集めていると言っていた。だからお前も妹の思う通りにさせてやれ！　妹に嫌きらわれるのは本意ではないだろう？」

　ローランドは頭を抱かかえてうずくまると叫さけんだ。

「僕は妹の幸せを一番に考えているのに～」

　度たび々たび妹の自じ慢まんをするローランドがこんなに取り乱すのをはじめて見た。

　知ってはいたが、それだけ妹が大切なのだろう。

「ローランドの妹、美人な上に可愛いとこもあるもんな」

「……手を出したら殿下であろうと容よう赦しやはしません」

「ラモールには婚約まで許したのにか？」

　ローランドは悔しそうに叫んだ。

「あの子が嫁よめにいくなら我が家の役に立つ家がいいと言ったから仕方がなかっただけで、元より婚約など許すつもりは……本音を言わせてもらえるなら嫁になど出したくない」

　ローランドのシスコンぶりに思わず笑ってしまったが仕方ないと思ったのは言うまでもない。
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　私が通うこの学園には庶しよ民みん棟とうがちゃんとある。

　いわゆる、貴族ではないが商家の子供や一いつ般ぱん的てきに能力の高い生徒が通う場所で、貴族棟とは別になっている。

　唯ゆい一いつ、一いつ緒しよなのは学食だ。

　それでも、学食の広いスペースの半分以上が貴族用のスペースで、庶民用のスペースは微び々びたるものだった。

　貴族用のテーブルは丸テーブルで等とう間かん隔かくに置かれてあり、私からすれば無む駄だなスペースが多いように思える。

　対して庶民用のテーブルは長く綺き麗れいに並べられた大衆食堂のようになっている。

　肩かたが触ふれ合あうような距きよ離りに座すわるのが嫌いやな人は中庭などで食べているらしい。

　ちなみに、庶民棟の中庭と貴族棟の中庭は別物だったりする。

　この格差が私は嫌きらいだった。

　私にとって庶民は金かね蔓づる……もとい、研究対象だからだ。

　私が開発するのは庶民の生活に必要な物、便利に時短できる物、安くて可か愛わいい物、安くて美お味いしい物に限られている。

　それって庶民の皆みな様さまをリサーチしなければ、開発し得ない物なのである。

　だからこそ、私はできるだけ庶民の皆様という名の消費者様の意見が聞きたいのだ。

　そこで、私がよくするのは学食の庶民用のスペースと貴族用のスペースのギリギリの席に座ることだった。

　庶民の皆様のトレンド話なんて大好物だ。

　まあ、庶民の皆様は私が怖こわいのかあまり近くの席に座ってはくれないのだけれど。

　混んでしまえば座らざるをえないのがみそだ！

「ノ、ノッガー様！」

　庶民棟の女の子にはじめて声をかけられた。

　彼女は確か、ワイン製造をしている家の娘むすめのルナールさん。

　庶民棟の中でも一、二を争うほどのお洒しや落れさんと有名な子だ。

　嬉うれしい！

　私は手を膝ひざの上に置いて優やさしく見えるように笑え顔がおを作った。

「何かしら？」

「……あ、あの」

　精一杯の笑顔なのに怖く見えるのか、周りがシーンと静まりかえったが、私は気にせずルナールさんを見つめた。

「はい」

「あの……その靴くつ、最近下町で流は行やってる靴じゃないですか？　庶民と一緒……あ、庶民と一緒だなんて失礼なこと言ってごめんなさい！」

　彼女が言ったのは私が店に来る若い女性の話を盗ぬすみ聞きして作った靴だった。

　私は自分の履はいている靴を見てから彼女に笑ってみせた。

「この靴って素す晴ばらしいですわよね。履き心ごこ地ちもいいですし」

　私の言葉に彼女はパァーっと瞳ひとみを輝かがやかせる。

「私も持ってるんです！」

「嬉しい！　この靴うちの新商品なんですの！」

「えっ？　ってことは、庶民人気ナンバーワンのブランド『アリアド』はノッガー様のお店なんですか？」

　彼女が驚おどろいた顔をした。

「ええ。ちなみに、今はこの赤茶色しかないのだけれど何色なら貴女あなたは買うかしら？」

「えっ？　あの、えっと、濃こい青もいいし今の季節なら黄色も可愛いかも？」

　私はポケットから手帳を取り出すと彼女の言った色を書き取り、満足げに言った。

「この色の靴を作ってくるので、また意見を聞かせていただける？」

「も、勿もち論ろん！」

「あ、あの！　それって新作を一番に見せてもらえるってことですか？」

　違ちがう女の子が私に聞いてきた。

　彼女は貿易船の副船長の娘、グリンティアさん。

　ルナールさんの親友にして、庶民棟一の美人さんである。

　私は警けい戒かいされないように満面の笑みで頷うなずいた。

「私も参加していいですか？」

「ええ！　貴女は何色がいいと思う？」

「断然、モスグリーンです」

　私は頷きながらメモした。

　なんということでしょう！　ものすごい収しゆう穫かく！　庶民棟の皆様がお金の……じゃなくて商品開発の手助けをしてくれます！

　幸せです！

「ユリアス」

　その時、私の名前を呼びながら慌あわてたように近づいてきたのは王子殿でん下かだった。

「ちょっといいか？」

　え～今充じゆう実じつした時間を過ごしているのに～。

　行きたくない……とりあえず無視していいだろうか？　……て、相手は王子殿下だ……ダメか。

「王子殿下が私なんかになんの用事があるのですか？」

「いいから予言書を持って来てくれ」

　王子殿下の顔色が悪い。

　小説のはじめの方には出てこないが、主人公が王子様と出会うシーンもちゃんとある。

　人通りの少ない裏庭に続く廊ろう下かで転びそうになった主人公が王子様に支えられて助かるという出会いのシーンなのだが……。

　ああ、バナッシュさんが王子殿下にタックルでもしたのかしら？

　私が反応を返さないせいか王子殿下は焦あせったように言った。

「ユリアス、君は知ってたな」

「何をでしょうか？」

「例の人物が俺に接せつ触しよくしてくることを知っていたよな？　なぜ黙だまっていた？」

　私は手帳をしまいながら満面の笑みを作った。

「だって、面おも白しろいでしょ？」

「面白いって、危うくキスする所だったぞ。……君はそういう人間か」

「ええ、私がご説明した話、身をもって信じていただけたでしょう？」

　私の笑顔に王子殿下は深いため息をついた。

　そして、髪かみの毛けを乱暴に搔かきむしると呼吸を整えてゆっくりと言った。

「ちゃんと読むから持ってきてくれないか？」

「……解わかりました。皆様、今日は貴重な時間をありがとうございました。今度は、私から話しかけてもよろしいかしら？」

　私は王子殿下が少し可哀想かわいそうになり、苦笑いを浮うかべながら庶民棟の皆様の許可をとった。

　庶民棟の皆様が嬉しそうに頷いてくれたのを見て、私は頭を軽く下げるとその場を後にしたのだった。
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　渋しぶ々しぶだったが俺に案内されるまま彼女は執しつ務む室しつについてきてくれた。

　中にはすでにローランドもいて、俺がユリアスを連れてきたのを驚おどろいた顔で出で迎むかえた。

「王子殿でん下かとの出会いのシーンは二巻にあります」

　彼女が鞄かばんから出したのはあのふざけた題名の小説で、俺はそれを受け取るとパラパラとめくる。

　よくよく読めば震ふるえ上がりたくなる内容だった。

「俺はこのままではヤバイのではないか？」

「ヤバくはないですよ。ちょっと彼女とイチャイチャするだけです……今のところは、ですけど」

　俺の顔色が最悪なのをユリアスは解わかっていない。

　読み進めるに、この物語の王子はヒロインとぶつかり、偶然キスしたことからヒロインに興味を持つらしい。

　出会いの後、裏庭の東あずま屋やで昼ひる寝ねを楽しむ王子がいると気づかずに東屋に入り、再会をする。

　しばし見つめ合った後、先日転びそうになったところを助けてもらいありがとうと顔を赤くしたヒロインに話しかけられ時間を忘れて語り合うらしい。




「俺はこんな目立つ所で、昼寝などしない」

「そこは私が直してもらいました。だって、地べたに寝ね転ころぶ王子殿下なんて粗そ野やすぎますから」

　なんだか言い表せない悔くやしさが腹の中を渦うず巻まいている気がする。

「なんの話をしているんです？」

　ローランドが気になったようで聞いてきた。

　そりゃそうだろ。

　俺が……この国の王子であるこの俺がこんな恥はずかしい小説を読んでいるんだから。

「これに、ローランドのことも書いてあるのか？」

「勿もち論ろん！　お兄様は顔がよくて頭がよくて誠実な私の自じ慢まんのお兄様ですから」

「君もブラコンか」

　俺は違ちがうページをパラパラしてユリアスを見た。

「ローランドの話は？」

「一巻の後半です。まあ、お兄様は伯はく爵しやく位いなので直すぐに圏けん外がいになりますが」

「ローランドだけ助けようとしたのか？」

「……違いますわよ～」

　ユリアス、目が泳いでいるぞ。

　ローランドはキョトンとした顔をしている。

　俺が手を出すと、ユリアスは鞄から十冊ほどの小説を出してきた。

　俺は顔をしかめながら一巻のローランドが登場するページを見た。







〝温かな日差しの中、木こ漏もれ日びを浴びる中庭に綺き麗れいな水が出る噴ふん水すいを見つけた。

　庶しよ民みん上がりの私からしたら噴水で遊ぶ子供を見るのは日常で、大人が足を浸ひたして涼りようをとるのも普ふ通つうのことだった。

　だから私も足を浸すことにした。

　冷たくて気持ちがいい。

　だけど貴族はこんなことしないらしい。

　分厚いドレスに包まれた足はさぞ暑いだろうに。

　理解されないことが信じられない。

「貴女あなたは何をしているんですか？」

　そこに、不ふ審しん者しやを見るような目で話しかけてきたのはすっごく格好いい人。

　白銀の髪かみの毛に灰色の瞳ひとみ。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけているインテリイケメンさんだ。

「えぇと、涼をとってます」

「涼を？　……奇き妙みようなことを」

「庶民の間では普通です！」

　馬ば鹿かにされたのかと思って思わずムッとして言い返せば、彼はクスクスと笑った。

　そんな顔すら格好いいなんてなんなの！

「不快にさせたならすまなかった。俺は庶民のことに疎うといようだ」

　彼は私に手を差し出した。

「だが、ここは貴族棟だ。噴水に入るのは貴族の間では非常識だよ、お嬢じようさん」

　そう言って彼は優やさしく私の手を握にぎったのだった。〟







　俺が、ローランドと主人公の出会いのシーンを読んでいると、ローランドが不思議そうにユリアスにたずねた。

「なんの話をしている？」

「お兄様、最近噴水に足を浸している女性を見かけませんでしたか？」

「ああ、いたな～その日は妙に暇ひまで気になってすこし話しをしたな」

「……お兄様、顔は覚えてますか？」

　ローランドは少し考えてからユリアスに笑え顔がおを向けた。

「顔は覚えてないな。髪は金きん髪ぱつだったが」

「忘れてしまってかまいません」

「関わらない方がいいってことか」

　俺は手にした小説を持つ手に力が入りすぎ、開いているページにシワが寄っていることにも気にせず握り締めながら思わず呟つぶやいてしまった。

「なぜ、教えてくれなかったんだ」

　それを聞いたユリアスは悪びれるわけでもなく爽さわやかな笑顔で返した。

「面おも白しろいかと思いまして」

　なんて質が悪い返しなんだ。

「この小説の中で王子殿下と婚こん約やく者しや様さまは恋こい敵がたきですから」

　怖こわっ！

　どうしてこんなことに。

　ラモールと抱だき合っていた女が今朝がた、俺にぶつかってきた。

　勢い余って倒れ込み、危うく口と口がぶつかりそうになったが腹筋に力を込め必死にそれを回避した。

　その後、瞳をキラキラさせながら、ごめんなさいと言った彼女を見て背中がゾワリとし、後ろから追おいかけてくる足音と甘あまったるい『待ってくださ～い♡』という声に全力疾しつ走そうしていた。

　俺は『気にするな』とだけ叫さけんで逃にげたが、直ぐにユリアスの持っていたあの予言書を読まないと自分の身がヤバイのではないかという考えに至った。

　何か得体の知れない不安が立ち上る。

「この予言書は誰だれが書いているんだ？」

「マチルダさんです」

　俺は耳を疑った。

「マチルダって俺の乳う母ばだった？」

「はい」

　俺は自分の乳母の顔を思い出していた。

　赤茶色の髪に同じ色の瞳の悪戯いたずらっ子のような顔だ。

「うわ～何やらせてるんだ！　マチルダはバンシーの血を受うけ継つぐ、運命を変える力のある一族の女性だぞ」

「バンシーとは主あるじの死を告げる妖よう精せいですわよね？」

　それだけじゃない！　まさか知らないで書かせているのか？

「バンシーは予言もするんだ。その力がこの小説をリアルな予言書のようにして、運命を動かしているかもしれないというのに……」

　バンシーって妖精は予言をし、その予言を現実のものとする力があると聞く。

　そんなマチルダの書く作品にどれほどの運命を動かす力があるのかなんて、魔ま法ほうこそ使えるが、普通の人間である俺には計り知れない。

　昔、マチルダに『悪戯ばかりしているとよくないことが起こりますよ！』と言われた後、転んで腕うでを折ったり熱を出し生死の境さかいを彷徨さまよったりしたことがある。

　俺があの時苦しんだのはマチルダのせいだと今でも思っている。こじつけかもしれないが、俺はそう思っている。

　それなのに、そんな俺の説明をユリアスは聞いていないようで呟いた。

「だからマチルダさんは、王子殿下と同い年の息むす子こまでいるのにいつまでも若く美しいんですね！　羨うらやましい!!」

　何が羨ましいのか解らん。

　いや、今はそんなこと関係ない。

「マチルダさんの息子も美形で働き者ですもんね」

「まさか！　ユリアスはマチルダの息子のマイガーに惚れてるのか？」

「えっ？」

　ローランドの顔色が一気に悪くなった。

　そんなローランドに気づくことなくユリアスは満面の笑みを作った。

「そうですわね。マイガーさんは私がデザインをしている下町のお店で働いてくださっているのですが、顔がいいので下町のお嬢さん達は彼目当てに私のお店に通いお金を落としていくんですのよ！　その点においては言うことなしに素す晴ばらしいですわ！　それにマチルダさんの息子ということは衰おとろえない美び貌ぼうも持つということですから美お味いしい。従業員としては惚れずにはいられないですよね！　いっそのこといつまでも私の店で永遠に……」

　なぜだろう。

　見ちゃいけないものを見た気がする。

　急いで視線をそらした俺は悪くないと思う。

「とにかくマチルダにこれを書くのを今すぐやめさせてほしい」

「……お断りさせていただきますわ」

「なぜ？」

「絶賛売れ筋ナンバーワンの作品だからです！」

「金か？」

「私にとっては、お金が全てですので」

　ああ、もうダメだ。

　彼女の気持ちを変えるなんてできる気がしない。

　いや、待てよ…………。

「俺を圏外にするにはいくら出せばいい」

「……えっ？」

　彼女の瞳がキラキラした気がした。

　なんだ、その可か愛わいい顔は？

「でも……売り上げ云うん々ぬん考えたら王子殿下が出なくなるのは致ち命めい的てき……無理ですわ」

　彼女は本当に頭がよくて困る。

　彼女の頭の中でいろいろな計算がつぶさに行われたのが今のやりとりだけで解る。

「だが、俺をフッてラモールとくっつく方が権力に左右されない主人公として共感が持てるんじゃないか？」

「……王子殿下、これを書いているのはマチルダさんです」

　俺は机に突つっ伏ぷした。

　マチルダは俺の血の繫つながらない母親のような者。

　悪戯してはよくグーで殴なぐられたっけ。

　いや、今その話は関係ない。

　マチルダが作者ということはこの小説に出てくる王子は俺だ。

　そうなると息子を幸せにしたいみたいな考えから物語を進めている可能性だってあるってことだ。

「まあ、王子殿下が当て馬になりたがっていたとだけマチルダさんに伝えておきます」

「……助かる」

　俺にはこの選せん択たく肢ししか選ばせてもらえないのだと、その時理解したのだった。
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　私が予言書だと勝手に言ってる小説を嫌いやそうに読む王子殿でん下かを見ていると、お兄様が紅茶を淹いれてくれた。

「言ってくれたら私が淹れましたのに」

「この部屋では僕の方が自由に動けるからね。それにしても、あれはなんなんだい？」

　お兄様は苦笑いを浮うかべて王子殿下の持っている小説を指差した。

「予言書です」

「あれが？」

「まあ、簡単に言うとあれを予言書として男性を攻こう略りやくしようとしている人がおりまして……お兄様が見かけた金きん髪ぱつの女性です」

「……ということは、僕に話しかけられる前提で噴ふん水すいに足を突っ込んでいたというのか？」

　お兄様の口元がヒクヒクしていた。

　まあ、気持ちは解わかる。

「お兄様は小説の中でもちょっとしか出ていないのでお兄様の話ルートは進みません。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「そうかい？」

「ええ……ただ私は、苛いじめをしていない確固たる証しよう拠こを常に提示できるように準備をしなければなりませんが」

「なんだって？」

「あの小説の中で私をモデルにした悪あく役やく令れい嬢じようが苛いじめを断罪されて婚こん約やく破は棄きをされます」

　お兄様が心配を顔いっぱいに表しているが、私は笑え顔がおのままお兄様の手をゆっくりと握にぎった。

「私、損をすることが大だい嫌きらいでしょ？　苛めなんてお金にもならないことしないですから安心してください。むしろ証人と証拠さえあれば私は冤えん罪ざいをかけられた悲劇のヒロインになりますもの」

　その会話を聞いていた王子殿下が小説のページをペラペラとめくりながら呟つぶやくように言った。

「悲劇のヒロインが、そんなに腹黒か？」

　私は小さく舌打ちをして、王子殿下を無視した。

　王子殿下には舌打ちが聞こえてしまったのか、また呆あきれ顔がおをされたが怒おこる気配はない。

　王子殿下は私に対してもっと怒ってもいいと思うのだが、お人ひと好よしすぎて心配になる。

　ちなみに、私の小さな舌打ちはお兄様には聞こえていなかったようだった。

「証拠と証人か……」

　お兄様は眼鏡をクイッと持ち上げるとニヤリと笑った。

「商談を少し増やそうか？」

「ええ、日時を決め、証人と私の店てん舗ぽの人員の確保のために庶しよ民みん棟とうの皆様と面接をしようと思ってます」

「それは、一いつ石せき二に鳥ちようだ」

　私とお兄様は共鳴するように笑い合った。

「お前らが敵じゃなくて本当によかったよ」

　王子殿下が小説から目を離はなさず呆れたように言ったが私とお兄様は無視した。
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　その日、私は真新しい試作品の靴くつを抱かかえて学食に来ていた。

　丸テーブルの下に真っ白な箱が三つ入った袋ふくろを置き、ランチをしながら庶民棟の皆様が来るのを待った。

　そして私のランチが終わるころ、この間アイデアをくれた二人の女の子が学食に入ってきたのが見えた。

「こんにちは」

「「ノッガー様！」」

「気軽にユリアスと呼んでください」

「そんな恐おそれ多い！」

「気にしないでください。それより私もルナールさんとグリンティアさんと呼んでもいいかしら？」

「私達の名前を！」

「私、優ゆう秀しゆうな人材は名前もちゃんとチェックしてますのよ。そんなことよりこちらを持ってきたので見てもらえるかしら？」

　私が足あし下もとの白い箱から青と黄色、そしてモスグリーンの靴を取り出すと、ルナールさんとグリンティアさん以外の女の子も数人寄ってきた。

「「可か愛わいい！」」

「「欲ほしい！」」

　あまりの好こう感かん触しよくに顔がゆるむ。

「「「「！」」」」

　なんだか滅め茶ちや苦く茶ちや驚おどろかれている。

　どうやら変な顔をしてしまったようだ。

「あの、こちらのデザインのスカートも今度商品化しようと思っているのですが見ていただけますか？」

　私は慌あわてて別に持っていた鞄かばんからデザイン画が描えがかれたスケッチブックを取り出し皆さんに見せた。

「「「「買います！」」」」

　皆さんが数枚あるデザイン画を見ながらはしゃいでいたその時、私の近くで何かが倒たおれる音がした。

　バナッシュさんが腹はら這ばいにスライディングしたような形で、豪ごう快かいに転んでいる。

「！」

　慌てたように近づいてきたのは私の婚約者様だった。

「ジュリー！　大丈夫か？」

「……はい大丈夫ですラモール様」

　そう言いながらも怯おびえたように私をチラチラ見るのはやめてほしい。

　それを見た婚約者様は彼女を抱だき寄せ私を睨にらみつけながら言った。

「ユリアス何をした！」

「何も」

　ああ、こんな端はしっこであれば人も寄りつかないから安心だと思って油断した。

「ラモール様、わ、私が勝手に転んだだけです」

　なぜか私に怯えたような顔をするバナッシュさんにイラッとした。

　婚約者様はバナッシュさんを立たせると服についた埃ほこりを払う。

　さながら小さな子供のようだ。

「お前がそんな女だと思ってもいなかったぞ！」

「そんなとはなんのことでしょう？」

　婚約者様は口元をヒクヒクさせた。

　彼は握にぎり拳こぶしを作りプルプルしながら、今にも私に殴なぐりかかってきそうで怖こわい。

「ジュリーに嫉しつ妬として足を掛かけたことだ！」

　私は困り顔に見えるよう、眉まゆをハの字に下げた。

「証拠はございますか？」

「はあ？」

「私が足を掛けた証拠です」

「ジュリーがお前の横を通ったら倒れた、それこそが証拠だ！」

　本当にこいつアホだ。

「それでは証拠になりません。裁判しても私が勝てますので裁判してもかまいませんけど。何より、バナッシュさんは私が足を掛けたなどと言っていないではないですか。ラモール様はバナッシュさんのおっしゃることを信じて差し上げないのですか？」

「な、何？　それはジュリーが俺に心配をかけないように……」

「噓うそをつかれたとおっしゃるんですか？　ではバナッシュさんは噓つきなのですか？」

　私の挑ちよう発はつに婚約者様は額に青筋を作って怒ど鳴なった。

「ジュリーは噓つきではない！　馬ば鹿かにするな！」

「馬鹿になどしていません。バナッシュさんは正直で清らかな心の持ち主なのですよね」

「当たり前だ！　ジュリーは心の清らかな女性だ！」

「ならば、信じて差し上げてください。私が足など掛けていないと」

　婚約者様とバナッシュさんはポカーンとしていた。

　二人の頭が悪くて助かった。

　そんな私達を心配そうに見つめていたルナールさんが、言いづらそうに言った。

「あ、あの、ノッガー様」

「さあ、お気になさらず続けましょう。こちらのスカートのカラーバリエーションは何色がいいかしら？」

　私は二人に背を向けて庶民棟の皆様に笑顔を見せた。

　私の後ろで婚約者様が鬼おにの形相をしていたらしいが、私は二人を無視し続けたのだった。
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　休日、私は新しい靴と服のデザインを持って、工場に向かっていた。

　うちの工場は店の裏に隣りん接せつしている。

　店の方にも顔を出せるから一石二鳥なのだ。

　馬車で送るという執しつ事じを黙だまらせて徒歩で店までたどりつくと、そこには学食で色の相談に乗ってくれたルナールさんとグリンティアさんの二人が立っていた。

　ルナールさんはラベンダー色のワンピースに同じ色の花の形をしたバレッタをつけていて、靴は白いローヒールのブーツを履いている。

　グリンティアさんは白いブラウスの上に明るい赤茶色のニット。それに焦こげ茶ちやのロングスカートに茶色の革かわ靴ぐつを合わせていた。

　二人とも買い物に来たのだろう。

　私は営業スマイルを作り声をかけた。

「ご機き嫌げんよう」

　私が声をかけると二人はビクッと肩かたを跳はねさせた。

「「ノッガー様!?」」

「お店には入らないんですの？」

「「あれ……」」

　二人が指を差した方を見れば、バナッシュさんがいた。

　しかも、マチルダさんの息むす子このマイガーさんに何かを言っている。

「面めん倒どう臭くさいですわね」

　思わず呟くと二人もコクコクと頷うなずいてくれた。

「お二人に時間があるのでしたらあれは無視して、奥おくの工こう房ぼうで新作を一いつ緒しよに見るなんていかがかしら？」

「えっ？」

「むしろご迷めい惑わくじゃないんですか？」

　私が苦笑いを浮かべると、二人は慌てたようにそう言った。

「実は、今日からあの色違いの靴を販はん売ばいするんです。開発協力をしていただいたから内ない緒しよでプレゼントして差し上げますわね」

「「えっ！　いいんですか？」」

　二人が目をキラキラさせているのを見て私も嬉うれしくなった。

「要望通りだといいのだけれど」

　二人が跳とび上あがって喜んでくれるのを見ていると、店の中から怒鳴り声のようなものが聞こえてきた。

「でも！　このままじゃ貴方あなたが暴力をふるわれてしまいます！」

　バナッシュさんの声がした。

　バナッシュさんは小説にも出てくるマチルダさんの息子とのイベントを発動しようとしているようだ。

　営業妨ぼう害がいも大たい概がいにしてくれないかしら？

「お嬢は俺に暴力はふるいません。大丈夫です」

「でも、でも、私は知ってるの……」

　さっきまで跳び上がっていた二人が気まずそうに私を見ている。

　私は深いため息をついた。

「あれは見なかったことにしましょう」

「「はい！　ノッガー様！　あれは見えません！」」

　なんて心強いのだろう。

　私はニッコリ笑顔を作ってバナッシュさんとマイガーさんを無視して店に入った。

　私は新作が置かれている棚たなを目指したのだけれど、腕うでを摑つかまれて阻はばまれた。

「お嬢！　無視しないで！」

「お取り込み中だったみたいだから」

「お取り込み中だよ！　優やさしくて美人で可愛くて俺の大好きなお嬢が八つ当たりで俺に暴力ふるうって言うんだよ、この客！」

　私は腕を摑んでいるマイガーさんの手を軽く叩たたいた。

「はい、暴力」

　マイガーさんはあからさまに頰ほおを膨ふくらませた。

　クリクリの焦げ茶色の瞳ひとみに赤茶色の髪かみ、身長は私より頭一つ大きく、接客の時は大人の雰ふん囲い気きを漂ただよわせるこの人はなぜか私の前でだけ子供っぽくなる。

　それが可愛いのだから不思議だ。

「叩くならもっと強く！」

「嫌ですわドＭ」

　そして残念なことに彼はドＭなのだ。

　どちらかといえば強く叩かれたい人。

　格好いいのに本当に残念。

「見ての通りお嬢は俺を本気で叩いてくれないんですよ。俺はお嬢にだったらビシバシ叩かれたいし、強く蹴けられたいし、ピンヒールで踏ふまれたって嬉しいのに!!」

「お客様に聞かれると売り上げに響ひびくからやめてくださらない？　マイガーさん」

　バナッシュさんが啞あ然ぜんとするのも仕方がない。何せ小説ではマイガーさんのドＭ設定はないからだ。気にせず私が睨むとマイガーさんは嬉しそうに笑った。

　なぜか私にだけドＭなマイガーさんを本気で殴ることができるのは店長のオルガだけだと思う。

「お嬢がピンヒールで踏んでくれるなら俺、ボーナス要いらないよ」

「……どうしましょう」

　ボーナスカット、なんて魅み力りよく的てき！

　私が悩なやんでいると深いため息が聞こえた。

　振ふり返るとそこには王子殿下が立っていた。

　マイガーさんの性格のイレギュラーに比例して王子殿下が現れるというイレギュラーが発生したようだ。

「よー兄弟！　どうした？」

「マイガー、お前いつの間にそんな変態になったんだ？」

「えーっと？　お嬢が俺をここに置いてくれるようになってから？　だけど、お嬢にしか踏まれたくないから大丈夫」

　王子殿下がさらに深いため息をついた。

「何が大丈夫なんだ……ユリアス、俺の乳ち兄きよう弟だいに何してくれてんだ？」

「何も？　うちで働くように勧かん誘ゆうしただけですわ」

　マイガーさんは目をキラキラさせて言った。

「俺が王宮の仕事で失敗して先せん輩ぱいにボコられてた時にお嬢が颯さつ爽そうと現れて『そんなに使えないのなら彼を私にくださらない？』って。マジで格好よかった！　あの時、お嬢に踏まれたいってマジで思ったんだ！」

　ああ、あの時からマイガーさんは変態になってしまったのね。

　本当に残念。

「君のせいだ」

「すみません」

　一応謝あやまっておいた。

「ってか、王子殿下が何しにここへ？」

「ああ、そうだったマチルダに会いに来た」

「お袋ふくろ？　上にいるんじゃん？」

　マイガーさんが上を指差す。

　王子殿下も上を見上げた瞬しゆん間かん、バナッシュさんが思いっきり王子殿下に体当たりしてきた。

「キャ～ごめんなさ～い！」

　少し前のめりになった王子殿下はバナッシュさんを見るなり顔を強こわばらせた。

　バナッシュさんに気づいていなかったようだ。

「私、うっかりしてしまって。私のバカバカ！」

　バナッシュさんは、自分で頭をコツンと叩いて見せた。

「そ、そうか、早く離はなれてくれ」

　怯えすぎじゃなかろうか？

「怪け我がなどはありませんか～？」

　バナッシュさんは王子殿下にしがみついたまま怪我の心配をした。

　いやいや、怪我するような体当たりじゃなかったし、なんならふらつきもしなかったのに怪我の心配って無理があるのでは？

「ぶつかってしまったお詫わびにお茶でも奢おごらせてくださ～い！　お願いします～！」

　王子殿下が私に助けを求めるような視線を向けてくるが、私は新作の靴を手に取り、ルナールさんとグリンティアさんの二人に見せて言った。

「この靴に合うように帽ぼう子しも作りましたの！　どうです？」

「買います！」

　そこに手を上げたのが王子殿下だった。

「ユリアス、そちらのお嬢さん達に俺からフルコーデをプレゼントしよう」

「まあ！　お買い上げありがとうございます」

　私はバナッシュさんの前に立つと言った。

「バナッシュさん、貴女あなたも私のお店でお買い物かしら？　貴女にならこちらの服がお似合いだと思うんですの」

　私が薄うすいピンクのワンピースを手に取り見せるとバナッシュさんはショックを受けたような顔をした。

「わ、私には庶民の服がお似合いだって言いたいんですか？」

「似合うなら庶民も貴族も関係ないのではなくて？」

　私が微ほほ笑えむとバナッシュさんは目に涙なみだを浮かべて言った。

「そ、そりゃ私は庶民上がりだけど、今は貴族なんです！　そんな服着ません！」

　さも、苛められても頑がん張ばって貴族らしく言い返す自分を装よそおったのだろう。

「では、買い物に来た理由は帽子？　靴？　バッグ？　それともハンカチかしら？」

「馬鹿にしないでください！　どれもこんな庶民用の店で買ったりしません!!」

　彼女が涙をポロポロ流しながら叫さけぶと、奥から真っ黒な瞳に白しら髪が交じりの髪をキッチリ撫なでつけた紳しん士しが現れた。

　店長のオルガさんだ。

「涙をおふきください」

　オルガさんはバナッシュさんにハンカチを渡すと彼女の背中を押して店の外にさりげなくエスコートした。

　流れるような動きに皆が見とれていると、オルガさんはニッコリ笑顔でバナッシュさんに言った。

「この店は身分に関係なく、自由なお洒しや落れをしてほしいとユリアスお嬢様が作った店です。この店で買い物をしたくないのであれば、どうぞお引き取りください。他のお客様への迷惑になります。ちなみにユリアスお嬢様の今日の装よそおいは髪飾かざりから靴まで全てこの店の商品でございます。つきましては、ユリアスお嬢様とこの店を侮ぶ辱じよくなさる貴女様は今後一いつ切さい当店への出入りを禁止させていただきます。問題ありませんよね？　この店で買う物などないと叫んでらっしゃいましたから。では速すみやかにお引き取りを」

　オルガさんが紳士的に頭を下げるのをバナッシュさんは呆ぼう然ぜんと見ていた。

「ごきげんよう」

　うわ～オルガさん格好いい！

「オルガさん、惚ほれてしまいそうなほどの鮮あざやかなクレーマー処理でしたわ！」

「ユリアスお嬢様に褒ほめていただけるなんて至福の極きわみにございます。マイガー、強く踏んでやるからこっちに来なさい」

　マイガーさんはオルガさんから視線をそらすと、庶民棟のお二人に顔色の悪い笑顔を向けた。

「お嬢さん達、こちらのスカートを試着しませんか？」

「マイガー、早くしなさい」

「嫌だ！　お嬢助けて！」

　私はオルガさんに首根っこを摑まれて店の奥に連れていかれるマイガーさんを手を振って見送ったのだった。
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　マイガーさんが小こ脇わきに抱えられオルガさんに連れ去られると、他の従業員がサッと現れ接客を始めた。

　うちの従業員は優秀だ。

　私は王子殿下を見た。

「なんだ？」

「お金を払はらうと言ったこと私は忘れていませんので」

「解ってる」

　私は満足しながらルナールさんとグリンティアさんに視線をうつした。

　二人は王子殿下の登場に顔を真っ赤にしている。

　しかも、私と王子殿下を交こう互ごに見ると私の腕を摑んで引き寄せ、小声で言った。

「「ラモール様などやめて王子様にした方がいいですよ！」」

　この二人は本当に仲良しだ。

「私は伯はく爵しやく令嬢です。身分が違いすぎるでしょ？」

「「そんな～」」

　二人が残念そうに言うと王子殿下は首を傾かしげた。

「なんだ？　ちゃんと買うぞ？」

　見当違いのことを言って王子殿下は不思議そうな顔をした。

「私はこれを買ってもらおうかしら」

「君は要らないだろ？」

「なんでですの？」

「ここは君の店だ。欲しいものは、すでに持ってるだろ」

　私が小さく舌打ちしたのは言うまでもない。

　庶民棟のお二人にはその舌打ちは気づかれなかった。

「舌打ちしをしないように気をつけようって気はないのか？」

　王子殿下は呆れたように小さく呟く。

「ついです、つい。お気になさらず」

「気にならないわけないだろ？」

「王子殿下、私達お友達でしょ？」

「…………早まったかもしれん」

　王子殿下が項垂うなだれるのを見て顔がゆるんでしまった。

　私は二人に好きなものを選ぶようにすすめた。

「さあ、王子殿下という名のお財さい布ふがいるのです。ジャンジャン選んでくださいませ」

「嫌な呼び方をするな」

「そんなことより、今のうちにマチルダさんにお会いになりますか？」

「……そうだな」

　私は近くにいた店員に二人を預けて、王子殿下を連れてマチルダさんのもとへ向かった。
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　ドアをノックすると髪の毛をボサボサにしたやつれたマチルダさんがぐったりとした様子でドアを開けてくれた。

「まあ！　珍めずらしいお客様ですこと！」

「マ、マチルダも珍しい格好だな」

「今、締しめ切きり間ま際ぎわで格好を気にしてなんていられませんから……お嬢様、出来上がった分を読んでいただいても？」

「勿もち論ろん」

　私と王子殿下は一緒にマチルダさんの部屋に入った。

　マチルダさんの部屋は天てん井じようまである本ほん棚だなに囲まれ、それでも足りない本が床ゆかに乱雑に置かれていた。椅い子すにまで本が積まれている。

　マチルダさんは私に原げん稿こうを渡すとお茶を淹れるために奥の部屋に消えた。

　マチルダさんから受け取った原稿の内容はまさにあの小説の終しゆう盤ばんだった。

　バナッシュさん似の主人公が婚約者様似の侯こう爵しやく家けの長男と王子殿下似の王子に求きゆう婚こんされて王子を選ぶシーンである。

「……あら」

　私の言葉に王子殿下が首を傾げた。

「なんかいろいろ遅おそかったみたいですわよ」

「何がだ？」

　私は持っていた原稿を王子殿下に手渡した。







〝「貴女は僕の愛に応えられないと言ったが、僕は王子よりも貴女を愛している」

「侯爵、私の愛が君に負けているなんてなぜ解るんだ？　私だって誰だれにも負けないぐらい彼女を愛している。だが、その愛を押しつけようとは思わない。決めるのは彼女であって私達じゃない。気持ちを押しつけることで彼女の笑顔が見られなくなるなんて本ほん末まつ転てん倒とうだと思わないかい？」

　王子様の言葉は私の幸せだけを考えた言葉だった。だから私は悟さとってしまった。

　私を本当に幸せにしてくれるのは王子様だったんだと！

　私は思わず王子様に抱きついた。

「私が好きなのは王子様です！」

　私の言葉に王子様は驚いた顔をした後、蕩とろけそうな笑顔で私を抱き締め返したのだった…………。〟







　王子殿下はそれを読むと真っ青になった。

「どうでしたか？　あら、王子が読むような話ではないですよ」

　紅茶を淹れてきてくれたマチルダさんは本の上にお盆ぼんをのせて笑った。

「マ、マチルダ」

「なんでしょう？」

「お願いだ！　今すぐ結末を変えてくれ！」

　王子殿下はマチルダさんに必死でバナッシュさんの話を始めた。

　マチルダさんは私の方をチラチラ見ながらその話を聞き終えると立ち上がった。

「リアルにお嬢様を蔑ないがしろにしてるんですか？　あのアホボンボン」

「マチルダ、アホボンボンとは誰のことだ？」

「王子は知らないんですか？　あのラモールのことです！」

　ぷりぷり怒った顔のマチルダさんは王子殿下から視線をそらすと、私の手を握って言った。

「アイツをギャフンと言わせたくて小説では王子を選ぶようにしたのに。こうなったら小説の中で没ぼつ落らくさせてやる！」

　私は笑って言った。

「いいえ。むしろ内容を変へん更こうしてくださいませ。主人公は侯爵を選ぶハッピーエンドに」

「ですが、話の流れ的には……」

「王子殿下を彼女が狙ねらっているのは確かです。そして彼女は小説の通りにすれば誰もが自分を好きになると信じていて、婚約者様はそんな彼女を愛しています。だからこそ、小説の中でも結ばれてほしいんですの。今まで格好よく描いてきた侯爵子息が突とつ然ぜん没落するだなんてもったいない気がしますしね」

「…………解りました」

　マチルダさんの言葉と共に王子殿下の手にあった原稿が燃え上がって灰になった。

　魔ま法ほうだ。

　この国の一部の人間しか使えないため、滅めつ多たに見られるものではない。

　少し感動している私をよそに王子殿下は慌てたようだった。

　そりゃそうだろ。

　目の前で手の中にあったものが燃え上がったのだから。

「マチルダ……」

「王子、ごめんなさい」

「はぁ～」

　王子殿下が項垂れるとマチルダさんはニヤッと笑った。

「私、王子には幸せになってほしいのです。ですので、いいことを考えました」

　マチルダさんはニヤニヤしながら私を見た。

「お嬢様」

「嫌な予感がするわ」

「大丈夫です！　幸せにしますから」

　マチルダさんは紙とペンを握るとサラサラと何かを書き始めた。

「こんな感じにします！」

　そこに書かれていたのは、学園で嫌われ者になってしまった私似の悪役令嬢が、王子と奇き跡せき的てきに恋に落ちる内容だった。

「無理があるんじゃ？」

「私はお嬢様にも幸せになってほしいのです！　私の息子同然の王子とお嬢様……ああ、なんて素す晴ばらしいの！」
















　こうなったらマチルダさんは止まらないだろう。

　私は諦あきらめた。

「殿下、内容を変えてくれるそうですよ。この状態になってしまったマチルダさんはもう、どうにもなりません」

「……君はそれでいいのか？」

「かまいませんが？　私と小説の悪役令嬢は全く似ていませんし、私は自分の力で運命を切り開くタイプの人間ですので」

「……そうか」

　王子殿下も納なつ得とくしてくれたようだ。

　私達はもう話を聞いてくれないマチルダさんを残して部屋を後にした。
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　店に戻もどるとルナールさんとグリンティアさんの二人がコーデを完成させていた。

　可愛いコーデに私は顔をゆるめた。

「なんて可愛いらしいの、お二人共!!」

「………」

　王子殿下に視線を外されたが、そんなにお高くなっていないはずだ。

　うちの店は安くてしっかりした作りで可愛いのが売りなのだから！

「「ノッガー様！」」

　二人が手を振るのを見て私も小さく振り返した。

「ノッガー様、私は靴をこの青いものにして空色のワンピースにしました！　小物もこれにしようかと……」

「私はモスグリーンの靴にワインレッドのインナーとモスグリーンのロングスカートにしました！　小物はワインレッドで統一してます！」

「すごく素す敵てきですね。さあ殿下、お会計をお願いいたします」

「はいはい」

　領収書を作成して渡す。

　驚いたことに王子殿下は現金を所持していた。

　私は王子殿下にキッチリお釣つりを渡して満足する。

「安いな」

「でしょ！　いい物を安く可愛くがモットーですから！」

　私が自信満々でそう述べると、王子殿下にポンポンと頭を優しく叩かれた。

「助かった。ありがとうな」

　王子殿下はそれだけ言うと帰っていった。

　私は不覚にも少しだけ王子殿下にキュンとしてしまった。

　その事実に慌ててマチルダさんの所に行き、今あったことを話して小説に載のせてもらうことにした。

　だって、私がキュンとするぐらいだ！　他の女の子ならキュンキュン、いやギュンギュンして悶もだえるに違いない！

　私の報告にマチルダさんは喜んでその話を小説に盛もり込んでくれた。

　私はこれでまた売り上げがのびるとほくそ笑えむのであった。
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　私の名前はマチルダ。

　一児の母である。

　職業はこの国の王子の乳う母ばを経て今では小説家をしている。

　私のデビュー作『ドキドキ♡　貴族になっても頑がん張ばっちゃうもんね』はありがたいことに現在進行形でベストセラーだ。

　このキャッチーな題名、実を言えば私の実体験を元にしている。

　私は元々庶しよ民みんだった。

　それがなぜ、王子の乳母になれたかというと、私の生おい立たちが鍵かぎになる。

　私の曾そう祖そ母ぼがバンシーという妖よう精せいだったことにある。

　バンシーは主あるじの死をしらせる予言の妖精。

　そして予言の妖精は主の子育てを陰かげながら手伝ってくれると言われている。

　その話を聞いた王族が姫ひめ君ぎみの輿こし入いれの際に、バンシーの血を引く私を侍じ女じよとして姫君につかえさせたのが始まりだ。

　姫君はこの国の王おう妃ひになった。

　王妃の侍女をするのは楽しかった。

　王妃の世話をするだけで多額の給金がもらえたのもあるが、何より王妃は私を姉のように慕したってくれたのだ。

　毎日が楽しかった。

　そんな時だ。

　彼と出会ったのは。

　国王の側近である彼は私を見るなり話しかけてきた。

「そこの貴女あなた」

「はい？」

　何を言われるのか解わからず怯おびえる私に、彼は片かた膝ひざをついて手を取り、手の甲こうにキスを落とした。

　私がその手を振ふり払はらいチョップをくらわせたのは悪くないと思う。

　頭にチョップをくらったまま彼は言った。

「一ひと目め惚ぼれしました。私と結けつ婚こんしてください」

「おばちゃんをからかうんじゃないよ」

　私の言葉に首を傾かしげた彼は私を自分と同じ二十代だと思っていたらしい。

　そのころ、私は四十代になっていたから、彼にからかわれているとしか思えなかったのだ。

　それでも彼は毎日結婚してほしいと言い続けた。

　結果、絆ほだされた。

　私は毎日求きゆう婚こんしてくる彼が可か愛わいく思えてしまったのだ。

　王妃の後あと押おしもあって私は彼と結婚した。

　彼は本当に私のことが大好きで幸せにしてくれた。

　そんな時、ある夢を見た。

　小さな男の子を二人、抱だき締しめる夢だ。

「私、男の子を産むみたい」

　旦だん那な様さまになった彼にそう言うと、抱き上げられて喜ばれた。

　これは、バンシーの血が見せた予知夢なのか？　半信半疑ながら私は王妃様にも話してみた。

「王妃様、私の予想では王妃様は近々王子様を御ご懐かい妊にんなさいます」

「へ？」

「私、そういう勘かんが働きますので」

　それからしばらくして王妃様の妊にん娠しんが解った。

「マチルダ、貴女も妊娠しているんでしょう。それならば私の息むす子この乳母になってくださらない？」

「私の息子を一いつ緒しよに育ててもかまわなければ」

　私に息子が増えた瞬しゆん間かんだ。

　私は二人を一いつ生しよう懸けん命めいに育てた。

　私の息子のマイガーは元気で活発、それほど馬ば鹿かではないが嫌いやなことがあっても笑って流す傾けい向こうのある男の子。

　対して王妃様の息子である王子はなんでも人並み以上にできてしまう天才。

　それなのにマイガーを見下すこともなく慕ってくれていた。

　王子が本当にいい子で……マイガーと二人で悪戯いたずらをかなりしていたけれど、むしろ王子にマイガーが付き合って悪戯していた気がするのは気のせいだと思う。

　マイガーは王子を実の弟のように思っている節があり、弟の悪戯を危なくないように見守っているつもりだったのかもしれない。

　二人が大きくなるにつれてマイガーは王子の従者にしたらいいんじゃないかと言われるようになった。

　マイガーも毎日訓練を受けてめきめき強くなったし、いろいろなマナーを習得していった。

　弟を護まもる仕事にやりがいのようなものを感じているように見えた。

　だが、マイガーは陰でコソコソ嫌がらせを受けていた。

　先せん輩ぱい従者に生意気だといって殴なぐられたり蹴けられたりしているのを夢に見た。

　衝しよう撃げきだった。

　最近小さな怪け我がをしてくることが増えていたが、その原因を夢で見てしまったのだ。

「マイガー、従者の訓練は楽しい？」

「え？　訓練なんて、なんであっても面めん倒どうなものでしょ？」

　マイガーは少し苦笑いを浮うかべた。

　苛いじめられているのにマイガーは助けてほしいとは言わなかった。

　マイガーはそれしか弟を護る手段がないと思い込んでいたのだ。

　その考えはおかしい。

　マイガーだって普通に幸せになっていいはずだ。

　だけど私が見たのは幸せとはほど遠いのものだった。

　それは、かなり鮮せん明めいな夢。

　マイガーが床ゆかに這はいつくばり踏ふまれている。

　誰だれか助けて！

　私は夢の中で叫さけんだ。

　すると次の瞬間、そこに現れたのは銀色の髪かみをなびかせた小さな令れい嬢じようだった。

　助けたマイガーを見つめる彼女を見て思った。

　彼女は私と息子を助けてくれる女め神がみ様さまだと。

　しばらくすると、マイガーは申し訳なさそうに私と王妃様の前で言った。

「僕、王子の従者を辞やめたい。王子には本当に悪いと思うけど、この人の役に立ちたいって本気で思える人を見つけちゃったんだ」

　マイガーの決意は固かった。

　だから、私は旦那様になった彼に言った。

「私と別れて」

　取り乱す彼は、いつ思い出しても笑える。

　彼に、マイガーのため、マイガーが役に立ちたいと思ってる令嬢の元へ一緒に行きたいのだと説明した。

　私達の大事な息子のためになる話。

　彼は私を本当に大好きだから、渋しぶ々しぶ令嬢の元へ行くことを許してくれた。

　令嬢は私達を見て何も聞かずに雇やとってくれた。

　彼女の名前はユリアス・ノッガー伯はく爵しやく令嬢。

　美しく聡そう明めい。

　その手しゆ腕わんは商人なら誰もが舌を巻く逸いつ材ざい。

　お嬢様は私に小説を書いてほしいと言った。

　そんな経験はないと言えば彼女は困ったように続けた。

「マチルダさん、貴女は王子殿でん下かの乳母をなさっていたのでしょう？　だから貴女を店に立たせれば野心に燃える貴族の方々に目をつけられてしまうわ。ではどんな仕事を？　と考えていた時に、マチルダさんが王子殿下とマイガーさんに聞かせた寝ね物もの語がたりのことをマイガーさんから教えてもらったんですのよ。あれはダメね。面おも白しろすぎて逆に寝られなくなってしまうわ。……ならば、寝物語ではなく長編小説にしたら売れるのではないか、そう思ったら、いても立ってもいられなくなってしまって……」

　お嬢様に言われて、私は女の子の好きそうな恋れん愛あい話ばなしを書いてみせた。

　お嬢様はすごく喜んでくれた。

　この物語の主人公はたぶん、私の理想だ。

　可愛くて皆みんなから愛される頑張り屋さん。

　ドジで失敗もたくさんするけど前を向いて突つき進すすみ自ら幸せを摑つかみ取る女の子。

　だけど最近、書いててこの主人公をムカつくと思い出したのはマイガーをモデルにしたキャラを選ばず、ラモールをモデルにしたキャラと王子をモデルにしたキャラに心奪うばわれ揺ゆれ動うごく様さまが、どんな馬鹿な女なのかと感じてしまったからだと思う。

　モデルがいるせいか、本来なら侯こう爵しやくの息子と王子の間で揺れ動く要素などないはずなのだ。

　王子がいい男すぎるのは明白だ。

　そこでさっさと王子とくっつけてしまおうと結末を書いた後に、私のもう一人の息子である王子が私に会いにやってきた。

　小説の内容を変えてほしいと必死に頼たのむ王子。

　私の書いてる小説のヒロインになりきり王子を落とそうとしている女がいるのだと言う。

　私のバンシーの血が小説に何か影えい響きようを及およぼしているのだとしたら……。

　考えただけで怖こわくなった。

　ならば王子には私とマイガーの恩人であるお嬢様とのラブロマンスを考えるしかない。

「お袋、この話、俺とお嬢のラブロマンスじゃダメなの？」

　マイガーに言われて私は苦笑いを浮かべた。

　お嬢様の横にマイガーが並ぶ姿など、一いつ切さい思い浮かばなかったからだ。

「お嬢様の言葉を借りるなら……それ、王子相手より売れるの？」

「……ちぇ」

　私は思わず笑ってしまった。

　マイガーにも幸せになってほしいけど、貴方あなたにはお嬢様の伴はん侶りよとしては力不足よ。

　可愛く拗すねるマイガーを見ながら、このお話を書き終えたらマイガーが幸せになれる話も書いてもよいかお嬢様に相談することを心に決めたのだった。
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〝花の咲さき誇ほこる東あずま屋やで涙なみだを流す伯はく爵しやく令れい嬢じようを見かけた。

　自分の昼ひる寝ね場所なのに邪じや魔まだと最初は思った。

　そのころの私は、自分の想おもい人に仲むつまじい男がいて、自分がいくら頑がん張ばっても報むくわれる気がせず歯がゆい思いをしていた。

　そして、いつも昼寝をしている東屋で無表情に涙を流す伯爵令嬢が、自分の想い人と仲むつまじい男の元婚こん約やく者しやなのだと聞いた。

　皆みなの前で手て酷ひどく断罪され、学園内に居場所をなくしてしまった伯爵令嬢。

　恋と嫉しつ妬との気持ちが自分と同じ彼女。

　そんな彼女に興味がわいて、気まぐれに話しかけてみようと決めた。

　今日もまた、東屋で声を出すことも忘れたように涙を流す彼女に話しかけた。

「君は人形のように泣くんだな」

　彼女はチラリと自分に目をうつすが、すぐ戻もどしてしまった。

　ことさらに興味がわいた。

　彼女の声が聞きたい。

　次の日も、また次の日も、同じように声をかけた。

　もう何日目かも忘れたころ、やっと彼女が口を開いた。

「殿でん下か、私になどかまわないでください」

　彼女がはじめて発した言葉に、声に、柄がらにもなく可か愛わいいらしいと思った。

　なんて綺き麗れいな声だろうか？

　それからも毎日彼女に話しかけた。

　なぜなら、欲が出たのだ。

　次は彼女の笑え顔がおが見たくなったのだ。

　次第に鬱うつ陶とうしそうにしても視線を合わせてもらえるようになった。

「殿下、殿下もあの娘むすめのことが好きなんですわよね？　私は殿下が話しかけてくるたびにあの子のことを思い出して辛つらいのです。だからほうっておいてください」

　彼女の言葉は苦いものだったが、その美しい声に聞きき惚ほれてしまった。

「君は気がついているかい？　今日が今までで一番長く、君の声を聞くことができた」

「殿下は気がついていないのですか？　私は殿下が愛するあの娘を虐しいたげてきた女なのですよ」

　思わず笑っていた。

　彼女の声がいつも以上に聞けて嬉うれしくて仕方がなかったのだ。

「自分だって、あの子ともっと一緒にいたくて侯こう爵しやく家けの長男に無理やり仕事を押しつけたりするさ。あの子と一いつ緒しよにいるのを見て殺してやりたいと思ったこともある。好きとはそういう感情の先にあるものだろう？」

　気がつくと彼女を抱き締め、頭をポンポンと軽く叩たたいて笑った。

「君だけじゃない。私も一緒だ」

　私の言葉に彼女は、はじめて声を出して泣いた。

　泣かせたかったのではなく笑ってほしかったのだが、声を出して泣く彼女をはじめて見たからか嬉しさが込み上げた。

　彼女の泣き声を聞いて自分は思った。

　あの子のことは手に入れたいという一方的な欲求でしかなかったのだと。

　だけど彼女は自分が幸せにしてあげたいと心から思う女性。おたがいの痛みが解るからこそ、彼女の一途さに気づいた。

　しばらく彼女を抱き締めていたが、止められて離はなれた。

　彼女は恥はじらうように顔を赤らめていた。

　普ふ段だん冷たい表情しかしない彼女の恥じらう姿はなんて可愛らしいんだろうか。

　私は彼女を見つめて呟つぶやいた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい殿下。本当にありがとうございました。殿下のお陰かげで気持ちを切きり替かえることができそうな気がしてまいりました。殿下のように優やさしい男性が世の中にはたくさんいらっしゃいますわよね？　これからは、身勝手な気持ちを押しつけるのではなく、先を見み据すえて生きていきたいと思いますわ」

　彼女は涙でボロボロになってしまった顔をフワリと笑顔に変えた。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、右手で己おのれの目を覆おおう。

　自分は勘かん違ちがいをしていたんだ、自分はあの子に恋なんてしていなかった。

　おもちゃを欲ほしがる子供と一緒だっただけなのだ！

　今目の前にいる女性を何がなんでも助けたい、守りたい、愛いとしい。

　この感情が本当の恋……。

「君のことがもっと知りたい」

「フフフ、そんなに私に気を使ってくださらなくても大丈夫ですわ。私は一人でも前を向いて歩いていけます。……また、泣いてしまうかもしれませんけれど……その時はこの場所を使うことをお許しくださいませ」

　ああ、なんて美しいんだ。

　前を見据えて立ち上がる彼女の美しさに私は声を失った。

　彼女は決して強くはない。

　そんな自分を解った上で立ち上がったのだ。

　私も立ち上がろう。

　彼女の隣となりを自分のものにするために。

「君とはもっと親しくなりたいんだ。君の強さを見ていると自分も頑張らないといけないと思わされる……勿もち論ろん悪い意味じゃない。君と一緒ならどんな困難でも乗のり越こえられる気がするんだ。私のためにも君のことを話してくれないか？」

　彼女は少し戸と惑まどいながらも言ってくれた。

「私の話が参考になるかは解りませんが、殿下のお役に立てるのでしたらなんなりと」

　彼女はそう言ってはにかんだように笑った。

　その可愛い笑顔に胸を鷲わしづかみにされた。

　この可愛い笑顔を自分にだけ見せてほしい。

　そんな欲望を悟さとられないよう彼女に笑顔を向けるのであった。〟
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「マチルダさん、これだと王子が薄はく情じような人間のようになりませんか？」

「何をおっしゃいますお嬢様！　女性とは、好きな女にフラれたからってすぐに次の女を好きになる男なんかにトキメいたりしないのです！　だから、あの女を好きだと思ったのは勘違いで本気で愛せる女性を見つけた設定にするのです！」

　力説されたが私には世間のことはよく解らないからマチルダさんの書きたいように書かせるのが一番だと結論づけた。

「そうなのね。私はその手のことにうといからマチルダさんに任せます。でも、続きも楽しくなりそうね」

「お任せくださいお嬢様！　私がお嬢様を幸せにしてみせます！」

　ええ、マチルダさん。このお話も売れそうな匂においがプンプンするわ。

　これで売り上げアップも間違いなし！

　売り上げアップってことは私に幸せがやってくるってことよね？

　私とマチルダさんは一緒に不敵な笑えみを浮うかべたのだった。
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　俺はマチルダの書いた小説を読んで悲しくなった。

　なぜなら、ユリアスがこんな可か愛わいい反応をすれば惚ほれてしまう自信があったからだ。

　だが実際のユリアスは金のことしか考えていない。

　たまに、なんだそれ！　ってぐらい可愛い顔をするが、惚れるには性格に難がありすぎた。

「売れる！　これは売れますわ！　フッ……フハ……フハハハハハハハハハ!!」

　悪あく役やくか？

　こんなところを見て惚れる奇き特とくな男性がいるのだろうか？

　いや、いないだろう！　……たぶん。

　それにユリアスがこの小説のような反応をすれば、俺は誰だれを敵にまわしても守りたいとも思うだろうが、実際のユリアスは逆に何かあれば助けてくれるたくましさがある。

　金さえ払はらえばだが……。

　金を払わないなんて台詞せりふは噓うそでも怖こわいから言ってはいけないと思う。

　そんなことを考えつつ、俺とユリアスとローランドは今日も俺の昼ひる寝ね場所であの二人がイチャイチャしているところを魔ま道どう具ぐで記録していた。

　俺の昼寝場所に勝手に人を増やすのはやめてほしい。

　ため息をつきながら小説のページをペラペラとめくってユリアスとローランドに視線をうつした。

「彼女、僕に接せつ触しよくしてきたよ」

「へ？　だ、大だい丈じよう夫ぶなのですかお兄様？」

　ユリアスは眉まゆ毛げを下げて心配そうな、可愛い顔をした。

　あんな顔もできるのか。

「あの小説の二度目に会うシーンを真ま似ねて、廊ろう下かに書類をぶちまけて僕に助けを求めてきたからお望み通りにしてあげたよ」

　何をやってるんだローランド。

　俺がそう思った瞬しゆん間かんユリアスは口元をニヤリとつり上げた。

「まあ、お兄様ったら。全て彼女の思い通りになっていると思わせる作戦ですか？」

「最後の最後で思い通りにならなかった時、彼女はどんな反応をするんだろうね？　ノッガー家に宣戦布告をしたんだ。楽しみだ」

「フフフ、楽しみですわねお兄様」

　笑い合う二人を見ながら背筋が寒くなるのを感じた。

「お前らの敵じゃなくてよかったと心の底から思うよ」

　最早お約束のように二人に無視されたんだがそろそろ怒おこっていいだろうか？

「王子殿でん下かは逃にげ切きってくださいね」

　突とつ然ぜんのユリアスの言葉にフリーズしてしまった。

「……」

「お兄様の真似なんて危険なこと王子殿下はしなくて大丈夫ですから」

「しないが、危険なのか？」

「ええ、主人公を取り合う侯こう爵しやくの息むす子こVS王子の巻の後、出版されるのが、今殿下が読んでいる本でして彼女が持ってる予言書では王子はまだ彼女のことが好きなんです」

「……イコール一歩間違うと取り返しのつかないことになると？」

　ユリアスもローランドも苦笑いを浮うかべている。

「マチルダの作り出した物語を実現しようと俺に本気のタックルしてくる女だぞ？　それにマチルダの力も作用している。そんな状況でどうやって会わないようにするんだ？　助けろよ」

「護衛でもつければいいのではないですの？」

「対応が雑じゃないか？」

「普ふ通つう王子殿下にはたくさんの護衛がついてるのでは？」

　俺が項垂うなだれるとローランドが口を開いた。

「殿下は魔ま法ほうも剣けん術じゆつも得意で殺気に敏びん感かんだ。だから護衛はつけていないんだ」

「王子殿下強いんですの？」

　なんだ？　馬ば鹿かにされているんだろうか？

　自分で言うのもなんだが弱くはないはずだ。

「あの女のタックルは殺意じゃないからな。殺意なら気がつくことができるのに……」

　思わず呟つぶやくとユリアスはニヤリとまた口元をつり上げた。

「王子殿下、彼女が怖いなら私が王子殿下を助けて差し上げます」

「いくら欲ほしいんだ？」

「いくらだなんて……」

　何を企たくらんでいる？

「一筆書いてほしいだけです」

「嫌いやな予感しかしない」

「大丈夫です。私は王子殿下の不利になることはしません」

「噓をつかないでくれ」

　ユリアスは困ったような顔で続けた。

「ノッガー家は王族が認めた最上級の外交官だと一筆書いていただきたいだけです」

「…………」

「王族のお墨付きとなれば侯爵の位なんて必要ない！　これで外交し放題！　いいものを安く買いつけ輸入し、いいものを高く輸出する！　なんて素す晴ばらしいんでしょう！」

　ああ、ユリアスの頭の中には金かね儲もうけのことが駆かけ巡めぐっている。

　でも、それさえ書けばユリアスは俺を危険にさらさないだろうとも思えた。

「その契けい約やく、のってやろう。その代わり俺の不利になることに使うな」

「勿もち論ろん、王子殿下は私の大事な友人で商談を円えん滑かつにしてくださる歯車なのですから、責任をもって守って差し上げますわ」

　歯車。

　その瞬間、愕がく然ぜんとした。

　彼女の言葉を聞いて俺は思ってしまったのだ。

　心強いと。

　一国の主になる俺が歯車と言われて安心してしまったのだ。

　俺は思わずため息をついた。

　過激な言葉で俺を安心させる女。

　いいじゃないか。

　俺が今まで知らなかった恐きよう怖ふから彼女が助けてくれるならこんなに心強いことはない!?

　俺は小さく、でも、彼女に聞こえるように呟いた。

「よろしく頼たのむ」

　後々、心強いそれを手に入れるためには金と利益を得る代だい償しようは必要なのだと強く感じることになるのだが、その時の俺にはまだ解わかっていなかったのである。
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　王子殿でん下かを守るために簡単なのがお兄様とつねに一いつ緒しよに行動させること。

　小説の中でお兄様がモデルとなっている伯はく爵しやく令れい息そくは独どく占せん欲よくが強い。




『僕以外の男と話している君を見ると胸が張はり裂さけそうだ』




　なんて台詞せりふを吐はく。

　だから、主人公は伯爵令息の前では男性の近くに近寄らない設定のため、お兄様がいる時はバナッシュさんは王子殿下に近づくことはない……はずだ。

　そこで王子殿下はお兄様と私のいるテーブルで一緒にお昼ひる御ご飯はんを食べることにした。

「……で、こちらのスカートの試作品がこれで」

「ユリアス、後にしたらどうなんだ？　皆みんながお昼を食べる時間がなくなるだろ？」

　王子殿下に注意されてしまった。

「皆、悪いな。ユリアスは……家業に集中するあまり、周りが見えなくなるからハッキリ言ってやっていいからな」

　王子殿下から、あからさまにお金が関わると豹ひよう変へんすると言いたいオーラが出ている。

　庶しよ民みん棟とうの皆様は王子殿下に話しかけられて恐きよう縮しゆくしてしまっている。

「あ、これ、皆さんよかったら食べてみてくださらない？」

　私がこの日のために用意した紙袋から出したのはパンだった。

　ジャガイモぐらいの大きさのパンは少し硬かためで大きさのわりに食べごたえがある。

　小さいから女性でも食べやすいだろう。

　私が庶民棟の皆様に渡しているパンを王子殿下もなぜか一つ食べた。

「旨うまいなこれ」

「それはユリアスが作った軍事遠えん征せい用の日持ちがして満足感のあるパンの試作品ですよ」

　朝お兄様の鞄にも入れておいたからまだいくつか入っているはずだ。

「へ～旨いな。これ採用されるんじゃないか？」

「王子殿下」

「……なんだ？」

　私が笑え顔がおを作ると王子殿下は嫌いやそうな顔をした。

「一筆書いていただいても？」

「っ！　……これもか？」

　王子殿下はパンを頰ほお張ばると言った。

「俺が気に入ったって書けばいいのか？」

「ええ！　別の味もあるので全部食べてから書いてくださいね！」

　私は紙袋から十種類のパンを出した。

「……持ち帰りを要求する」

「勿もち論ろん！　感想をレポートにおこしていただいてもよろしいですか？」

「宿題にしないでくれ」

　私が誰だれにも気づかれないように舌打ちすると王子殿下は項垂うなだれた。

「ローランド、君の妹をどうにかしてくれ」

「殿下、妹のお手製の食べ物は総じて美お味いしいですから直すぐにでもレポートにおこしたくなるはずです。頑がん張ばれ」

　王子殿下の深いため息が響ひびいた。

「食べないなら他の人に意見を聞くので返してくださいませ」

　私が口を尖とがらせると、王子殿下はそんな私の顔を見て笑った。

「君はそんな顔もするのか」

「そんな顔ってなんですか？」

　お兄様の方を見るとお兄様もニッコリ笑顔を作った。

「ユリアスは落ち着いて見えるから、不ふ貞て腐くされたりしないと思われていたんだろ？」

　そんなことはない。

　不貞腐れたりも泣いたりもする。

「私だって人間です！」

　なぜかお兄様に頭をポンポンされた。

「ノッガー様って可か愛わいらしい方だったんですね」

　庶民棟の皆様にニコニコされた。

　だから、私だって人間なんだけど。

　なんだか解げせぬ。

「そういう顔をしているとユリアスも可愛いと思うな」

　王子殿下がそんな社交辞令を口にしたのとお兄様が立ち上がったのは同時だった。

「……なぜ立った？」

「殿下…………前に言ったはずです」

「……一いつ般ぱん論ろんだ。ローランドひとまず落ち着いて殺気を出すのはやめてくれ」

　私はお兄様を見上げた。

　口元をヒクヒクさせているお兄様はどうやら社交辞令を真に受けてしまったようだ。

「お兄様、私のためにありがとうございます。でも、社交辞令にときめくほど私はお世辞に不慣れではないのですよ！」

「お世辞でも社交辞令でもないとは思わないのか？」

　お兄様に可哀想かわいそうなものを見るような目で見られた。

　なぜだ！

　私は間ま違ちがったことを言ったのだろうか？

　あんな、あからさまなお世辞は私にだって解わかる。

　馬ば鹿かにしないでほしい。

「私はお兄様みたいに誰からも好かれるタイプではないのは自覚しております。社交辞令以外で可愛いなんて言われたことないですもの」

　なぜか私の周りにいた全員にため息をつかれた。

　なんなんだ！

　私が不満を口にしようとした瞬しゆん間かん、婚こん約やく者しや様さまが近づいてくるのが見えて私は黙だまった。

　私が表情を戻もどしたことに周りは直ぐ気がつき、婚約者様の方を見た。

「殿下もローランドもなぜこんな庶民の近くに座すわっているんだ？　こっちに来て一緒に食べよう！　紹介したい人がいるんだ」

　王子殿下もお兄様もあの小説をすでに読んでいたので、こうやって婚約者様が話しかけに来るのは解っていた。

「ラモール様、悪いのですが殿下と軍事用の非常食について話し合いをしているんです。また後にしていただけませんか？」

　お兄様が丁てい寧ねいに断る。

「ローランドそう言うな。殿下、よろしいですよね？」

　ああ、本当にアホだこいつ。

　私はため息をつきたくなるのを我が慢まんして表情を固めた。

「ユリアス、二人を借りても文句はないな！」

　あります。

　王子殿下を守る約束をしてしまったので……。

　私はゆっくりと椅い子すから立ち上がると婚約者様の前に立った。

「ラモール様、王子殿下とお兄様は国事に関する話し合いをしているのです。邪じや魔まをしては……」

「煩うるさい。お前に拒きよ否ひ権けんなどない」

　こいつ、頭かち割ってもいいだろうか？

　勿論、私には物理的に婚約者様に攻こう撃げきを仕し掛かけることはできないが、雇やとうことは簡単だ。

　私が少しの殺意を婚約者様に向けると王子殿下が呆あきれたように言った。

「ラモール、ユリアスは君の婚約者だが俺の友人でもある。口をつつしめ」

「……申し訳ございません」

　王子殿下の言葉に悔くやしそうな顔で睨にらんでくる婚約者様。

　何も怖こわくない。

　それよりも、王子殿下がかばってくれたことに驚おどろいた。

「ユリアスの言う通り大事な話の最中だ。また今度にしろ」

　王子殿下は続けて婚約者様を追おい払はらおうとしたが、失敗に終わった。

　婚約者様の後ろからヒロイン気取りのバナッシュさんが現れたからだった。
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　婚約者様の後ろから顔を出したバナッシュさんはキラキラした瞳ひとみで王子殿下を見た。

「わあぁ！　この前はぶつかってしまってごめんなさい。貴方あなた、王子様だったんですね！　私ったら何も知らなくて……お怪我はありませんでしたか？　あ、私は大丈夫でした。ご心配をおかけしてすみません。でも、うれしい。王子様って優しいんですね♡」

　婚約者様が戻ってこないことに耐えかねたのか、自ら乗り込み自己紹介イベントを勝手に始めたバナッシュさんに私もお兄様も王子殿下も呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　この台詞は小説で侯こう爵しやく令息が伯爵令息と王子をヒロインに紹介する場面でヒロインが言う台詞そのものだった。

　私は、バナッシュさんが強ごう引いんに物語を進めるつもりだと悟さとった。

「私はジュリー・バナッシュと申します。ドーナツが大好きです！　あ、あとピンクの小物も大好きでって……興味なかったですよね。ごめんなさ～い♡」

　バナッシュさんの熱視線を受けて王子殿下は私の方をチラリと見た。

　助けて～と言いたいようだ。

　瞳が揺ゆれているから動どう揺ようが手に取るように解る。

　私は王子殿下とバナッシュさんの間に立つと微ほほ笑えんでみせた。

「バナッシュさん、今殿下はお兄様と今後の国に必要な仕事のお話し合いをしています。ここで自己紹介をするのはいささか迷めい惑わくだと解らないのかしら？　その話はまた後にしてよろしいのでは？」

　私の言葉にバナッシュさんは傷ついた顔をした。

　そして怯おびえたように婚約者様の後ろに隠かくれた。

　私が苛いじめていることにしたいらしい。

「ご、ごめんなさい。私、何も知らなくて……」

「ユリアス、なぜお前はジュリーを苛めるんだ！　本当に心の汚きたない女だな！」

　面めん倒どう臭くさい。

　ケチョンケチョンにしていいだろうか？

「ラモール様、妹の心が汚いなどと馬鹿なことを言わないでいただきたい。妹は貴族として常識のないバナッシュ嬢じようが恥はじをかかないために言ったまでです。言い方が気に入らないのかもしれませんが、悪気はないので許してやってください」

　お兄様の悪気のある台詞に私は笑いそうになってしまったが、耐えた。

「ラモール様、私が悪いのです。ユリアス様を許してあげてください」

　バナッシュさんは婚約者様の腕うでにしがみつくと上うわ目め遣づかいに婚約者様を見つめながらそう言った。

　バナッシュさん、何ど処こから目線ですか？

　常識がないってハッキリ言われてるの、気がついてないの？

　私は笑いが込み上げて辛つらかった。

「とにかく、自己紹介は終わったのだろう？　では、もう用はないな」

「私！　王子様ともローランド様とも、もっとお話しがしたいです」

　バナッシュさんは顔を真っ赤にして言った。

　可愛いがアホにしか見えない。先ほどまでの会話を聞いていなかったのか？

「悪いが大事な話し合いをしているんだ、席を外してくれ」

　王子殿下が冷たく言った。

　これは予想外だったのか、バナッシュさんは首を傾かしげた。

「……お邪魔にならないようにしますから」

　捨て犬のような顔でバナッシュさんが呟つぶやく。

　王子殿下が怯ひるんだのが解った。女性に対してきつい態度がとれないのは王子殿下の美徳か？　それとも、ただのヘタレなのか？　それともマチルダの運命の力のせい？

　私は困った顔を作り言った。

「バナッシュさん、王子殿下はとってもお優やさしい方なの。だから女性に目め障ざわりだから消えろなんて強い言葉は言えないんですのよ。意味解りますわよね？　これ以上、殿下を困らせてはいけませんわ」

「っ！」

　バナッシュさんはついに瞳に涙なみだを浮うかべた。

「ご、ごめんなさい」

　そう言うと、バナッシュさんの瞳から涙が溢あふれた。

　それを見た婚約者様の眉み間けんに一層深くシワを寄せる。

「ユリアス！　お前はなんて女なんだ」
















「なんて女とは？」

「ジュリーを泣かして楽しいのか！」

　私は勢いよく婚約者様に近づいて言った。

「楽しくなどありません。私が言いたくてこんなことを言っていると思ってらっしゃるの？　私が優しい言葉を選んでいるうちに迷惑だと気がついてほしかったのがお解りいただけませんでしたか？　それに、ラモール様も注意されたぐらいで泣くなとちゃんと彼女に言い聞かせておいてください！　私はバナッシュさんが社交界で恥はずかしい思いをしないように言っているのです！　ラモール様もバナッシュさんが困るのは本意ではないでしょう？　貴族女性はつねに男性を支えるため、見た目には一歩引き、内では先に状じよう況きようを把は握あくして男性が前を歩く手助けをしなければいけないと教わるのですから」

　勢いよくまくしたてると婚約者様は後ずさりをした。

「バナッシュさんが困らないためにラモール様ができることは常識を教えることです！　常識のあるラモール様であればお解りになりますよね？　国の重要な話し合いを邪魔してはいけないと！」

「あ、ああ」

　私の勢いに、婚約者様が頷うなずいたのを確かく認にんすると私は笑顔を作った。

「では、お引き取りを」

　婚約者様が困こん惑わく顔がおをしながら元々座っていた席に戻ると、バナッシュさんは悔しそうに私を睨みつけ、婚約者様を追いかけていった。

「ローランド、ユリアスはすごいな」

「そうでしょう！　惚ほれないでくださいよ」

　王子殿下が呟くとお兄様が小声で返していた。

　こそこそ話すのはやめてほしい。

　私は不満な顔を作った。

　なぜお兄様と王子殿下に微笑まれたんだ？

　私はなんだか釈しやく然ぜんとしない気持ちで口を尖らせたのだった。
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　お城で舞ぶ踏とう会かいが行われる日。

　お父様に会うため、舞踏会に出席することにした。

　基本的に私は新しいドレスや宝石が手に入った時にしか舞踏会には出席しない。

　自みずから新しい物を身につけ宣伝した後は、次の舞踏会でかぶらないように出席しないのだ。

　それが定番の販売戦術だった。

　けれども、今回は忙いそがしいお父様を捕つかまえるために出席しようと思う。

　王室主しゆ催さいの舞踏会となれば有力貴族は必ず来ている。

　うちのお父様も例外ではない。

　舞踏会の会場でお父様を探すと、宰さい相しよう閣かつ下かと話し合いの最中だった。

　邪魔をしてしまうだろうか？

「おや、そこにいるのは貴方の娘さんでは？」

「ああ、ユリアス。こっちに来なさい」

　私は営業スマイルで二人に近づいた。

「お話し中に申し訳ございません」

「ユリアス嬢は見るたびに美しくなりますね」

「ありがとうございます宰相様」

　宰相閣下は私にニヤリと笑顔を向けた。

「最近は殿下と仲よくされていると聞きました」

「はい。友人にしていただきましたので」

「友人……」

　宰相閣下はゆっくりと言った。

「貴女あなたのお父上は野心家ではないですか。まさか殿下と友人でとどまる気でいるわけではないでしょう」

　宰相閣下はニコニコしていて、お父様は困惑した顔をしていた。

　私はお父様を気にすることなく宰相閣下に負けずに、ニコニコしながら言った。

「宰相様、私と王子殿下は純じゆん粋すいな友人ですわ」

「純粋とはずいぶん無理のあることを言う」

　私はゆっくりと聞いた。

「私には婚約者がいますのに無理のある話なのでしょうか？」

「下心もなく殿下に近づく女性が本当にいるのかな？」

　疑い深い男である。いや、これが国の宰相というものなのだろう。

　私は顔を両手で隠すと泣き真ま似ねをしてみた。

「宰相様、それは、あんまりですわ！　全ての女性が下心を持っているなんて……偏へん見けんですわ！」

　泣き真似をしたことでお父様が慌てたように私の肩を抱いた。

　それを見た宰相閣下は深いため息をつくと馬鹿にしたように言った。

「なんと安い涙でしょうか？　そんな噓うそ泣なきなんかで、私が納なつ得とくするとでも？　早く本ほん性しようを現してはいかがかな？」

　この人には、下手な小細工はしない方が理解してもらえるのではないか？

　私はこの疑うたぐり深ぶかい宰相閣下が気に入った。

　宰相閣下は使える、私の味方にしてしまおう。

　私が泣き真似をやめて微笑むと宰相閣下は予想外だったのかギョッとした顔をした。

　そして、お父様は私が何かを企んでいると解ったのか何も言わずに私から離れ、様子をうかがうことにしたようだった。

　そこに呆れ顔で現れたのは王子殿下だった。

　王子殿下はジト目を私に向けながら言った。

「あの女が来ている」

「知っています。ですが私は今、宰相閣下に本性を見せるところなので、殿下にかまっていられませんの。できるだけ一人にならないようにしたらいかがですか？」

「助けろ！　あいつイベントを起こすためにぶつかってくる気満々だぞ！」

「知っていますと言っているではないですか。だから頑張ってくださいませ」

「レポート書いてやったろ！」

　思わず小さく舌打ちをしてしまったのは言うまでもない。

　舞踏会の音楽や周りのお喋しやべりのお陰かげで誰にも気づかれていないようだ。

　案の定、宰相閣下には気づかれなかったみたいだが、なぜか王子殿下には気づかれてしまったようで定番の呆れ顔をされた。

　私は気にせず宰相閣下に笑顔を向けた。

「心配せずとも、王子殿下に色いろ仕じ掛かけがきくとは思いませんし、するつもりもございません。それでもお疑いになるようであればことの顚てん末まつをちゃんと説明したいと思いますので、今しばらくお待ちくたさいませ」

　その後、私はお父様に向き直った。

「お父様お願いしたいことがございます」

「ユリアスがおねだりするだなんて珍めずらしいな」

「婚約破は棄きするので関連書類を全て私に渡してください」

「……あんなに侯爵の爵しやく位いを欲ほしがっていたのに何かあったのか？」

　私はクスクス笑って言った。

「王子殿下が一筆書くと約束してくださったので必要なくなりました。それに、ラモール様が私とは絶対に結けつ婚こんしないと言うので………侯爵の位は要いらなくなりました」

「そうかそうか、それならば侯爵に気づかれないよう書類にラモールのサインをさせるんだぞ」

「勿論です。向こうは他に結婚したいお嬢さんがいるらしいので慰い謝しや料りようもたっぷりいただくつもりです」

「解った。直ぐに用意させよう」

　私とお父様は一緒にクスクスと笑った。

　そんな私達を無言で見ていた宰相閣下が呆れたように呟いた。

「殿下、友人は選んだ方がよろしいかと思います」

「解ってる。俺も後こう悔かいは……してなくもない。けどな、俺を変な女から守る腕だけは間違いないんだ」

「変な女？」

「後で予言書を見せてやる」

「予言書？」

　宰相閣下は困こん惑わくしていた。

　そりゃそうだろう。

　そこに、王子殿下の背後から近寄るバナッシュさんが見えた。

　バナッシュさんはうまい具合に王子殿下にぶつかってみせた。

「ご、ごめんなさい！　あっ！　王子様！」

　王子殿下の顔が引きつった。

「まあ、バナッシュさんまた王子殿下にぶつかってますの？」

「わ、わざとじゃないんです！」

　いやいや、わざとだろ！

「そう、なら随ずい分ぶんと注意力が散さん漫まんなのね。ぶつからないように、もっと人の少ない端はしを歩いたらどうかしら？」

「そ、そんな言い方しなくても………」

　バナッシュさんはショックを受けた顔をしたが、手早く王子殿下を助けるためにわざと言ったにすぎない。

「あら、気分を害してしまいましたか？　それはごめんなさい。王子殿下に毎回迷惑をかけているようだから気をつけてほしかっただけなのよ」

「迷惑だなんて……」

「毎回ぶつかってくるのは迷惑じゃないのかしら？」

「それは偶ぐう然ぜんで」

「偶然！　偶然で毎回王子殿下にぶつかるなんて！　運命なのかしら？」

　バナッシュさんの顔がパァーっと明るくなった。

「運命だなんて！」

　声のキーが上がってるぞ。

「ユリアス！」

　焦あせったような王子殿下の声に私は笑顔を向けた。

「ことあるごとにぶつかってくるバナッシュさんが運命なら〝咲さき誇ほこる薔ば薇らの中ではじめて会った私と殿下も運命……だなんて思ってはいけませんわね？〟」

　王子殿下は驚いた後に笑った。

　私が言ったのは最新の小説イコール予言書の台詞だ。

「〝何をおいても、君との出会いは運命だと思っている〟」

　王子殿下は私の台詞に瞬しゆん時じに気がついたようだ。

　小説の中ではヒロインが彼氏になった侯爵と喧けん嘩かをして、王子に慰なぐさめてもらおうと寄ってきたのをさっきの台詞で私モデルの悪役令れい嬢じようが追い払うというシーンがあるのだ。

　バナッシュさんは何がおきたのか解からなかったのかポカーンとしていたがしばらくすると悔しそうに私を睨みつけて、去っていった。

「予言書の通りだな」

「あちらが予言書を駆く使ししてくるなら私だって最新の予言書で対たい抗こうします。王子殿下、よくあの台詞を覚えていましたね？　ナイス演技でしたわ」

「あれぐらいなら任せろ」

　私達はニコッと笑い合った。

「殿下、うちの娘にちょっかいを出さないでいただきたい」

　突とつ然ぜんのお父様の声に振り返るとお父様の口元がひくひくしていた。

「お父様、演技ですから大だい丈じよう夫ぶですのよ！」

「演技？」

「彼女から守る契けい約やくを王子殿下としてますの」

　お父様と宰相閣下は何がなんだか解らないといった困惑顔だ。

「宰相様、ちゃんと説明をしたいので人の来ない場所を用意していただけませんか？」

「……では、自分の執しつ務む室しつに」

　私は王子殿下とお父様を連れて宰相閣下の執務室に向かったのだった。
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〝「この前はぶつかってしまってごめんなさい」

　綺き麗れいな東あずま屋やで見つけたのは、先日私がうっかりぶつかってしまった男の人。

　人のあまり来ない東屋に寝ね転ころぶ彼は私が東屋に入ってきた気配で起きてしまったようで、スカイブルーの瞳が柔やわらかく笑えみの形を作った。

　艶つやのある黒くろ髪かみを色っぽくかき上げてニコニコしながら彼は言った。

「気にすることはない。君は怪け我がなどしていないか？」

　この学園の男の人はなんで皆みんなこんなに格好いいの？

　毎日こんな人達と一緒にいたらドキドキしすぎて死んじゃうんじゃないかしら！

「君は何も知らないようだな」

「私、最近この学園に転校してきたばかりで……」

「そうか、何か質問があれば今なら答えてもいい」

「本当ですか？　嬉うれしい！」〟







「これはなんですか？」

「予言書です」

　私は持ってきていた小説を宰相閣下に読んでいただいた。

　宰相閣下の反応は正常だ。

「それを忠実に再現して俺を落とそうとしているのがさっきの女だ。ちなみに、その小説の作者はマチルダだ」

　王子殿下の言葉に宰相閣下は驚いた顔をしながらパラパラとページをめくった。

「なるほど……彼女の力が働いているとすれば、そのストーリーを再現すれば王おう妃ひになれるということか……」

　宰相閣下は一人言のようにしみじみとそう言った。

「いや、王妃にはなれない」

「なぜです？」

「その小説では最後、主人公は侯爵令息、ラモールを選ぶからだ」

「ラモール？」

　お父様は宰相閣下から予言書を奪うばい取ると速読し始めた。

　お父様、それどうやったらできるんですか？　教えてほしいです。

「……ラモールはこの小説の通りにあの女に落とされた、ということか」

「ですわね」

　お父様は真顔で小説をパラパラとめくった。

「それと同時に、その予言書のお陰で私はラモール様と婚約破棄できるのです」

「……ユリアスがモデルの悪役令嬢はこれ以降出てこないのかい？」

　私が黙るとお父様は私に向かって手を差し出した。

「続きも寄よ越こしなさい」

「お父様」

「さっきの台詞が出てくるやつを頼たのむよ」

　嫌だな。

「発売前です」

「じゃあ、原本はあるんだね」

　ああ、嫌だ。

　私は遠くを見つめて小さく呟いた。

「家にあります」

「解った。今夜時間を作ろう」

「お父様」

「なんだい？」

「予言書とは言っていますが、私はこの小説の伯爵令嬢と私は似ていないので、すくなくとも私への影響はないものと信じています。あくまでもこの小説を予言書のようにして実行し殿との方がたの心を奪おうとする女性がいるというだけで本当の予言書というわけではないのです。ですので私と王子殿下が恋こい仲なかだとか思わないでくださいね」

「そんな内容なのか……前から言ってるが私はユリアスを政略結婚させてまで家を栄えさせようなどと考えていない。肩書きなど関係なく我わが家やは栄えているのは解っているだろ？」

　お父様の額に青筋が立ってしまった。

　私はため息をつくと言った。

「ご心配には及およびません。だって王妃って面倒臭いじゃありませんか！　城から出られず、異国で買いつけもできない。その上、世継ぎはまだかと迫られる。王妃って……なんて退たい屈くつな職業なんでしょう」

　私の言葉にお父様は苦笑いし、宰相閣下は啞あ然ぜんとした顔をした。

　王子殿下は……いつもの顔。

「殿下、案外いい友人かもしれませんね」

「……だろ」

　宰相閣下はどうやら私を認めてくれたようだ。

「宰相様」

「なんでしょうか？」

「認めてくださりありがとうございます。まさか宰相様まで友人になってくださるなんて、ありがたいですわ」

「………友人になると言ったつもりは」

「いい友人だと言ってくださいましたもの？　ねぇ、お父様」

「そうだな。宰相殿ありがとうございます」

　宰相閣下の顔が引きつったのが解った。

「大丈夫です。私、歯車は大事にするたちなので」

「ユリアス、友人と言うべきところを歯車と言ってるぞ」

「あら、私ったらついうっかり。ですが、歯車とは重要なんですのよ。少しでも嚙かみ合あわなければ動くことすらできないですもの。だから私は歯車は大事にすると決めていますの」

　私が笑うと王子殿下は深いため息をついた。

「宰相、諦あきらめて友人になっておけ」

「ですが、殿下……」

「ノッガーの一族は味方にしておいた方が得だ。むしろ敵になるなんて考えただけでも恐おそろしい」

　王子殿下も宰相閣下を説得するのを手伝ってくれた。

「……解りました。友人になりましょう」

　私は宰相閣下に笑顔を向けた。

「宰相様が裏切らないかぎり私は貴方を貶おとしめることをしないと誓ちかいます」

　私の言葉を聞くと宰相閣下は諦めたように頷いてくれた。

　その後、宰相閣下は不安を打ち消すためかお父様と契約書を作成する話を始めた。

　取り残された私に同じく取り残された王子殿下が呟いた。

「ユリアス、俺にもさっきの誓いをたててくれ」

「…………面倒ですわ」

「聞こえてるぞ」

　殿下は私が舌打ちするのを見ていた。

「それに舌打ちしすぎだ」

「ついです王子殿下」

「少しは直そうと思ってくれ」

「ですが、舌打ちなんて王子殿下にしかしませんわ」

「特別みたいに言っても問題大ありだ」

　私が首を傾げると、王子殿下はまた深いため息をつくのだった。
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　俺のお袋ふくろは庶しよ民みんだ。

　庶民から王宮の下働きとして召めし上あげられた時、バンシーの血を受うけ継ついでいると有名になったらしい。

　バンシーは女の妖よう精せいだから不思議な力は男である俺には使えないし、きかないから関係なかったりする。

　バンシーは主あるじの死を知らせる妖精だが、働き者の主のために子育てを手伝ってくれる妖精とも言われていた。

　その伝説のせいでお袋は王おう妃ひ様さま付きの侍じ女じよになり、そこで親おや父じに出会ったのだ。

　親父はお袋に一ひと目め惚ぼれし、嫁よめに迎えた。

　すると、王妃様の出産とお袋の出産が近かったこともありお袋は乳う母ばに選ばれた。

　俺は寂さびしい思いもしたがグレずに成長した。

　そして王子付きの執しつ事じになるよう教育を受けていたが正直貴族社会に馴な染じむことができなかった。

　周りのやつらからは馬鹿にされ、上のやつからは暴力をふるわれたのだ。

　王子であり俺の心の弟でもあるルドの前では、格好つけて苛いじめられているなんて気づかれたくなくて、常に笑って過ごした。

　だけど毎日いっぱいいっぱいで、もう耐たえられないと思った。

　そんな俺の前に颯さつ爽そうと現れたのがお嬢じようだった。

　凜りんとした佇たたずまいに俺は見とれた。

　俺は執事になれない、お嬢の店で働くと言ったらお袋はついてくると言った。

　親父はお袋を溺でき愛あいしていたしお袋も親父が大好きだったが、お袋もまた、貴族の暮らしに馴染めなかったのだ。

　お袋と俺はあの家を出た。

　お袋は離り縁えん状じようを置いてきたけど親父がそれを国に提出するわけがない。だけど俺はそのことをお袋に口に出して言わなかった。
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　親父はたまに俺に連絡を寄よ越こす。

　俺がちゃんとやっていけているか？　とかお袋はどうか？　とか心配らしい……まぁ八割お袋のことだけど。

　そんなある日、親父が俺を呼び出した。

　はじめてのことだったから俺も慌あわてて休みをもらい、親父の元に向かった。

「よく来たな」

「呼び出すなんて珍めずらしいじゃん」

「……お前に頼たのみがある」

　親父が俺を頼たよるのは珍しい。

「何？」

「……殿でん下かの護衛をしてほしい」

「嫌いやだ！」

「なぜ？」

「うちのお嬢は利益にならないことが嫌きらいだ。俺が店に立たなくなったらお嬢に嫌われてクビになる。それは嫌だ」

　親父はお袋が書いている小説を机から取り出すと、今ルドに起きていることを説明してくれた。

「ああ、店を出禁になった女のことか」

「出禁？」

「そう。このままあの店にいたら俺はお嬢に殴なぐられるようになるって店で騒さわいだ女がいたんだ。たぶんその女が親父が言ってる女」

　親父が心配そうに顔をしかめた。

「言っとくけど、お嬢は誰だれであろうと殴ったりしないよ。むしろ殴られたいって言ったら〝嫌よドＭ〟って迷惑がられた」

「……いろいろ突つっ込こんで聞きたいんだが」

「気にしなくてもお嬢にしか殴られたいって思わないから」

「い、いや……」

　俺はお嬢にだったら殴られても蹴けられてもいいと本気で思っている。

　所しよ詮せん、武術の心得のないお嬢に殴られても死ぬことはない。

　そもそもお嬢は暴力ってやつが嫌いだ。

　昔、婚こん約やく者しやに殴られたことがあるらしい。

　すごく小さい時にお嬢の兄である若様と婚約者が殴り合いの喧けん嘩かをして仲ちゆう裁さいに入ったところ、たまたま当たってしまったらしいけど、その時から自分は暴力なんて絶対にふるわないと決めたんだって教えてもらった。

　俺が殴ってほしいってお願いしたら渋しぶ々しぶ教えてくれた話で、お嬢は今まで誰にもそのことを言ってなかったらしい。

　俺だけの宝物の話だ。

「………ユリアス嬢がいいと言えば殿下の護衛をするか？」

「お嬢の命令ならなんでもするよ」

　親父は机からお嬢の字で書かれた手紙を取り出した。




『マイガーさんへ




　貴方あなたのお父様から、マイガーさんが学園に通い王子殿下の護衛をするように要よう請せいされました。

　貴方がいないと売り上げに響ひびくから嫌だと言ったのだけど、貴方のお父様が損害分のお金を払はらってくださると言うの。

　そこで私は考えました。

　貴方の学歴がうちに及およぼす効果を。

　よって、貴方のお父様の要請を受けることにしました。

　異論があればレポートにして提出してください。

　納なつ得とくできる内容であれば考えます。

　ご検討ください。


ユリアスより』






　お嬢らしい手紙に噴ふき出してしまった。

　親父は首を傾かしげた。

「お嬢が親父の言う通りにしろって」

「では、受けてくれるか」

「宰さい相しよう閣かつ下かの仰おおせのままに」

　俺はヒラヒラと手を振って親父の執しつ務む室しつを出た。

　勉強も護衛も嫌だけど、お嬢と少しでも一いつ緒しよにいられる時間が増えるのは嬉うれしい。

　俺はウキウキした気分で城を後にするのだった。
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　学園でマイガーさんと王子殿でん下かが一いつ緒しよにいるのをよく目もく撃げきするようになった。

　私はできるだけ取り巻きとして二人を観察している。

　最近近づいていなかった学食も、今日はこっそり覗のぞこうと思っていた。

　王子殿下がＡ定食を、マイガーさんがＢ定食を頼たのんでいるのが見えた。

　その後ろからバナッシュさんが近づいていくのが解わかる。

　バナッシュさんが勢いよく王子殿下にぶつかろうとしたのをマイガーさんがひょいっと王子殿下を抱かかえ上げて回かい避ひ。

　バナッシュさんは勢いのまま床ゆかに倒たおれ込んだ。

「マイガー。もっと他の助け方はないのか？」

「気に入らないなら抱だき締しめちゃうぞ！」

「……これでいい」

　マイガーさんは王子殿下を床に下ろすと、バナッシュさんに手を差し出した。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫です……貴方あなたは！」

　バナッシュさんの瞳ひとみがキラキラした。

「食堂の床って結構汚きたないから早く起きた方がいいよ」

「は、はい」

　バナッシュさんがマイガーさんの手を取ろうとした瞬しゆん間かん、マイガーさんと目が合った。

　マイガーさんはバナッシュさんの手をスルリと避さけると私に手を振ふる。

「あ、お嬢じよう～！」

　注目されるからやめてほしい。

　無視したいがマイガーさんは私のところまで走ってくると私を勢いよく抱え上げた。

　俗にいう『高い高い』をされている状況だ。

「キャー!!」

「キャーだって可か愛わいい！　お嬢、制服似合うね」

「マ、マイガーさん下ろしてください」

　私がもがくとマイガーさんはさらに力を込めた。

「私服じゃないお嬢なんて新しん鮮せんだからちょっと堪たん能のうさせて」

「マイガーさん！」

「今度一日タダ働きするから」

「タダ働きですって！」

　私は少し我が慢まんすることにした。

　そこに、呆あきれたように声をかけてきたのは王子殿下だった。

「タダ働きに釣つられていいのか？　ユリアス」

「はっ！　そうでしたわ。マイガーさんそろそろ下ろしてください」

「兄弟、邪じや魔ますんなよ」

「邪魔じゃなくてユリアスに何かしてるとマイガーがローランドに殺されるぞ」

「若様怖こわい！」

　マイガーさんが私を下ろすと、遠目にまだ床に倒れているバナッシュさんが見え、目が合ってしまった。

「こんなことするなんて、酷ひどい！　ユリアスさんはそんなに私が嫌きらいなんですか!?」

　突とつ然ぜんの大声に周囲の視線がバナッシュさんに集まる。

　そのせいで、私がバナッシュさんを転ばせたみたいな雰ふん囲い気きになっている。

「ユリアス！　お前またジュリーを苛いじめてるのか！」

　面めん倒どうなことに婚こん約やく者しや様さままで登場した。

　厄やつ介かいだ。

　しかも、倒れているバナッシュさんを起おこして抱き締めている。

「なんでお嬢のせいにするの？　マジであり得ないんだけど」

　マイガーさんは私の前に立ち、守るように言った。

「お嬢は何もしてないけど？　あんた見てたわけ？」

「なに？」

「見てないよね？　見てたらお嬢を疑うわけないもんね？」

　マイガーさんは婚約者様を睨にらみつけると言った。

「俺の大事なお嬢に因いん縁ねんつけると潰つぶすぞ」

　何を潰すんだろ？

　私は普ふ通つうに疑問に思っていた。

「なんなんだお前は！　何ど処この家の者だ！」

「ラモールは、はじめましてだったか？　宰さい相しようの息むす子このマイガーだ」

　王子殿下がそう言うと婚約者様は驚おどろいた顔をした。

「宰相様の息子さんだったんですか？　確か貴方はユリアスさんに酷い目に遭わされて……」

　バナッシュさんがそう言うとマイガーさんは眉み間けんにシワを寄せた。

「お嬢は俺に酷いことなんてしない」

「でも！」

「それこそ見たのかよ？　見られるわけないよな？　だってお嬢は俺のホッペつねるのだって嫌いやがるんだから」

　うん。

　ドＭが喜ぶからつねるなんて嫌だ。

「で、でも」

「お嬢は冷たそうに見られるけど、スッゲー優やさしい人だ！　言いがかりをつけるな!!」

　マイガーさんはそう怒おこってくれた。

　マイガーさんいい人だな。

「ユリアス、貴様は宰相閣かつ下かの息子をタラシ込んでいるのか！　婚約者がいながら恥はずかしいとは思わないのか！」

　その言葉そのまま貴方にプレゼントフォーユーだ！

　私が困こん惑わくした顔をすると王子殿下が額を押さえたのが見えた。

　私も頭を抱えたい。

「なんだ！　何も言い返せないのか！」

　婚約者様が勝かち誇ほこった顔をしているが、周りにいる皆がコイツ馬ば鹿かだ！　って思っているに違ちがいない。

「お嬢……本当にこいつと結けつ婚こんするつもりだったの？」

　う、うん。私は躊躇ためらいがちに頷うなずいた。

「あれはないわ！　あんなのだったら俺の方がよく働くよ」

「マイガーさんが働き者なのは知っています」

「じゃあ地位？　俺が我慢して親おや父じの家継つげば地位も手に入るよ」

「マイガーさんは貴族に馴な染じめないのではなくて？」

「それ今言う？」

　私が笑うとマイガーさんは苦笑いを浮うかべた。

「ユリアス！　お前、それは浮うわ気きだぞ！」

「ただの従業員との世間話です。周りからしたら浮気に見えるのは、今まさにバナッシュさんを抱き締めているラモール様ではありませんか？」

　周りにいた人達も軽く頷いている。

　婚約者様はぐっと息を吞のんだ。

「これはお前がジュリーを苛めたからだ！」

　むしろ今、私が苛められていると思うのは私だけだろうか？

　私は大きくため息をついた。

「ではラモール様は、私が誰だれかを苛めたら誰でも抱き締めると言うんですね？」

　私は近くにいるマイガーさんを見ると言った。

「マイガーさん。ラモール様がああ言っているので貴方をクビに……」

「待って！　それ一番俺が言われたくないやつ」

「ええ、知ってます」

「もしかして、俺のこと苛めてる？」

　私がニッコリ笑うとマイガーさんは口元をヒクヒクさせた。

「あれに抱き締められろって言ってるわけ？」

「気がつきました？　ちゃんと平等に誰でも抱き締めるのか調べなければいけないのではなくて？」

「そっちの方が苛めだって解ってる？」

　私はニコニコしながら言った。

「だって、マイガーさんは私に苛められたいのでしょ？」

「俺が望んでるのと違うよ！」

　マイガーさんはしばらく天をあおぐとニッコリ笑え顔がおでラモール様に近づいた。

「お嬢に苛められたから慰なぐさめて！」

「よ、寄るな！」

　マイガーさんの顔色も悪いが婚約者様の顔色の方がもっと悪い。

「ちゃんとあんたが証明してくれないとお嬢が納なつ得とくできないんだって！　俺クビになりたくないの！」

「なんでお前なんかを抱き締めなきゃいけないんだ！　お前らなんかにかまってられるか！　ジュリー行こう！」

　婚約者様はバナッシュさんを連れて逃にげるように去っていった。

「お嬢、逃げられちゃったけど？」

「よくやってくれました。マイガーさん後のちほどボーナスを差し上げますね」

「ボーナスいらないから、もうクビとか言わないでよ」

「解りましたわ」

　私がニコニコしていると、近くで王子殿下のため息が聞こえたが無視してしまったのは言うまでもない。
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　娘が欲ほしがっていた書類はほぼ揃そろった。

　婚こん約やくを破は棄きするための書類だ。

　侯こう爵しやく領りようで娘が開発に携たずさわった作物の権利書。

　それに支し度たく金きんと言って侯爵が家に要求して、手て渡わたした金の内訳表。

　その全てを請せい求きゆうする書類などなどなど……。

　必要書類を集めていて再確かく認にんした。

　私の娘はアイディアの天才だ。

　美しくも聡そう明めい。

　庶しよ民みんを味方につけ、貴族を自在に操あやつる。

　だからこそ侯爵家に嫁よめになんて行かせたくなかった。

　それなのに娘は頭がよすぎるあまりに侯爵家の一員になることで利り益えきがあると思ってしまった。

　息むす子こと一いつ緒しよに世界を呪のろったのは婚約が決まってしまったその日だった。

　そんな娘が婚約破棄を考えている。

　手伝わないなんて選せん択たく肢しはない。

　むしり取れるだけむしり取らなくては！

　そのために必要な書類はあと一つ……。
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　都合よく侯爵が家に支度金という名の小こ遣づかいをせびりにやってきた。

　内訳表の修正をしなければいけないな。

　私は金を用意するように執しつ事じに言い侯爵の前のソファーに座すわる。

「お金は直すぐに用意させます」

「いや～女の支度とは金がかかって困る」

　白々しいことを吐はき出す侯爵を何度殴なぐってやろうと思ったかしれない。

　まあ、そんなことをしてこんな奴やつに弱みを握にぎられるわけにはいかない。

「ああ、侯爵殿どの」

「なんだ？」

「うちの娘ですが、貴方あなたの息子との結けつ婚こんを考え直したいと言っているのです」

「なんだと！」

　すぐにカッとするこの男は扱あつかいやすい。

「考え直したいと言っているだけなのです、うちの娘は損をするのが嫌きらいでしてね。損をすると解れば考え直したいなどとは、言わなくなるだろうと思うのです。ついてはこれにサインと捺なつ印いんをしてもらえませんか？」

　この書類にはどちらかが浮うわ気き等をし婚約破棄にいたった場合、慰い謝しや料りようを支し払はらい速すみやかに婚約破棄をすると言った内容が書かれている。

「どういうことだ？」

「うちの娘が考え直したいと言っているのは王子殿でん下かと最近仲良くなったからでしてね」

「何？」

「娘が殿下に恋こいをしているから婚約を考え直したいと言ってるのだと思うのです。私は娘が可か愛わいい。婚約破棄したいならさせてやりたい。だが、そうすると貴方に迷めい惑わくがかかる」

　侯爵は書類に視線をうつした。

「万が一にも貴方に迷惑がかかるなら慰謝料を払って円満に解決したい。慰謝料の金額は娘が所有する店を全て売り払った時にできる金額だ。悪い話ではないと思うのですが、いかがでしょうか？」

　勿もち論ろん噓うそだ。

　王子殿下と娘は恋こい仲なかではないし、慰謝料の金額は侯爵が持っている領地を全て売り払った時に生まれる金額だ。

　娘の店があんなに安いわけがない。

「勿論考えた末に貴方の息子と結婚すると言うならそれまでの話。保険としてサインと捺印だけいただけないだろうかと思いまして？」

　メイドが丁度よく茶と菓か子しをテーブルに置き、私は茶を一口飲んで侯爵に笑え顔がおを向けた。

　侯爵はニヤリと笑うとサインをサラサラと紙に書き、鞄かばんから出した朱しゆ肉にくに自分の親指を押し当てて捺印した。

　アホは扱いやすくていい。

　今サインと捺印をしたことで自分の首をしめる縄なわを自分で編あみ込んでしまったと気づきもしない。

　菓子と茶を楽しむ侯爵に笑顔を向けると執事が金を持ってきて侯爵はいそいそと帰っていった。

「旦だん那な様さま、塩をまいておきましょうか？」

「任せるよ」

　執事の言葉に笑顔を向けると窓の近くにいたメイドがクスクス笑いながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。すでに外にいる庭師と料理長が塩をまいていますから」

「うちの人間は優ゆう秀しゆうだな」

　私もクスクスと笑いながら書類を手に取った。

　アホな男が後で吠ほえ面づらをかく姿を想像しながら、メイドが新しく淹いれ直した茶を飲みゆっくりと呟つぶやいた。

「ユリアスはきっと喜んでくれる」

「お嬢じよう様さまの笑顔が見られるのが今から楽しみですね」

「フフフ」

　うちの執事もメイドも嬉うれしそうに書類を見つめていた。

　優秀な人間ならこんな単純な罠わなにはかかったりしない。

　侯爵がアホだから成り立つのだ。

　これで必要書類は揃った。

　私はクッキーを頰ほお張ばる。

　必要書類を揃えてまとめると、娘が可愛くはしゃぐ姿を思おもい描えがき笑みを浮うかべるのだった。
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　その日、学食で昼飯を食べているとバナッシュがやってきた。

　俺以外のユリアスとローランド、それにマイガーは貼はりつけたような笑え顔がおを作った。

　腹黒とはいつでも笑顔を作れてすごいと純じゆん粋すいに尊敬する。

　まあ、いい意味ではないが。

「バナッシュちゃんどうしたの？」

　マイガーが聞くとバナッシュは目をキラキラさせた後、躊躇ためらうように言った。

「私、ユリアスさんと仲直りをしたくて」

　バナッシュはユリアスを見ることなく俺を見ながら言っている。

　恐きよう怖ふを感じるのは俺だけだろうか？

　バナッシュ、ユリアスと仲良くする気がないのが駄だ々だ漏もれだ。

「ユリアスさんは私に対して誤解があると思うんです！　だから、放課後二人きりでお話ししませんか？」

「……かまいませんわよ」

　ユリアスが笑顔で了りよう承しようするとバナッシュは彼女に紙を手て渡わたす。

「絶対に一人で来てくださいね！」

　バナッシュはそう言い残して去っていった。

「まあ、バナッシュさんたら階段落ちをしたいみたいですわね」

「階段落ちってあれだよな？」

　俺は小説の一場面を思い出していた。







〝同じ伯はく爵しやく家けの令れい嬢じようから呼び出された。

　いつもは意地悪ばかりしてくる彼女が、謝あやまりたいから一人で来てほしいという手紙が届いたの！

　私は嬉うれしくて急いで目的地である旧校舎の階段に向かった。

　そこにいたのは伯爵令嬢と取り巻きの令嬢が数人。

　皆みんな私に意地悪してきた子達だ。

　なんだか嫌いやな予感がした。

「えぇと」

「本当に一人で来たんですの？」

「本当にお馬ば鹿かさんですのね」

「まあまあ、皆みなさん。そんなことより貴女あなたに言いたいのは一つだけですの。わたくしの婚こん約やく者しや様さまにこれ以上近づかないで」

　私を睨にらんで物もの凄すごく怖こわい顔で詰つめ寄よってくる令嬢達から逃にげるために、私は必死で階段を駆かけ下りた。

「待ちなさいよ！」

　そう声が聞こえたのと背中を押されたのは同時だった。

　私は階段から転がり落ちそうになった。

　そこを助けてくれたのは侯こう爵しやく様さまだった。〟







　まあ、簡単に言えば嫉しつ妬とをむき出しにした悪役令嬢がヒロインを階段から突つき飛とばし、侯爵子息が助ける、あれだ。

　だが、ユリアスは嫉妬に駆られたりしない。

「どうするつもりだ？」

「私が突き飛ばして見えるように落ちるつもりなのでは？」

　簡単に言うユリアスが心配になる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「死角がないように記録用魔ま道どう具ぐをセットする時間はたっぷりありますわ」

　ああ、彼女はこういう女だった。
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　放課後、俺はやっぱり心配になりバナッシュが指定した階段に向かっていた。

　階段の近くまで行くとラモールがいるのが見えた。

　その先の階段の上にいるのはバナッシュとユリアスだ。

　その時だった。

　バナッシュが階段を踏ふみ外はずした。

　予言書の中では階段の中ほどまで来た時に突き飛ばされるハズだったが……。

「いぎゃぁぁぁぁぁ！！！」

　バナッシュがカエルを踏んだみたいな悲鳴を上げた。

　たぶん、本気で階段を踏み外したのだろう。

　慌あわてたのはユリアスだ。

　バナッシュに思わずといったように手を伸ばし、バナッシュもその手に摑つかまった。

　が、予想外のことがまた起きた。

　バナッシュはユリアスの手を引っ張ると遠心力を使って体勢を変えたのだ。

　そのせいでユリアスが階段から落ちることになってしまった。

　俺は咄とつ嗟さに風の魔ま法ほうを使い加速するとユリアスの下に入りギリギリで受け止めた。

　だが、ギリギリすぎた。

　受け止めた衝しよう撃げきで頭がクラクラして強く目をつぶった。

　情けない。

　もっと格好よく助けられないのか？　自分の不ふ甲が斐いなさに眩暈めまいがする。

　物理的にもクラクラする頭の中にユリアスの声が響ひびいた。

「王子殿でん下か！　しっかりしてください！」

　かなり動どう揺ようした声だった。

　ゆっくり目を開けるとユリアスはポロポロと涙なみだを流していた。

　な、泣いてる!?

「ユリアス……」

　驚おどろいてユリアスの名前を呼ぶと彼女は心配を顔にはりつけて俺の顔をペタペタと触さわりながら言った。

「王子殿下、痛いところは？　気持ち悪いとか頭痛いとかございませんか？」

「ああ、大丈夫だ。君は？」

「私は王子殿下がかばってくださったから……王子殿下が死んでしまったかと……」
















　涙はまだポロポロと流れている。

　そんな顔されると困るな。

　ユリアスが可か愛わいく見えてしまう。

「歯車は替えがきかないってことか……」

「馬鹿なことを言わないでください！　私は……本気で……」

　うわ、何かに耐たえるような可愛い顔。

「王子殿下が私のせいで怪け我がなんかして……慰い謝しや料りようなんて考えたくない」

「…………君は本当にぶれないな」

「私は歯車だと思った人は大事にします。だから、怪我なんかしたら許しません」

　あれ？　なんでこんなに嬉しい気持ちになるのだろうか？

「王子様、大丈夫ですか？」

「王子!!」

　バナッシュとラモールが近づいてくると、ユリアスは泣いているのがバレないように俺を気き遣づかうそぶりを見せながら言った。

「早く医い療りよう魔法を使える人を連れてきてください」

　慌てたようにラモールが走っていった。

　バナッシュは俺の横に膝ひざをつくと言った。

「私が落ちていれば」

　何を言ってるんだ？

　誰が怪我をするのも嫌だが、ユリアスが怪我していたらと思うと血の気が引く思いだ。

　格好つけて飛び出して、格好悪くユリアスに怪我をさせていたらどれだけの慰謝料を分ぶん捕どられていたか…………。

　考えただけで寒気がする。

「滅めつ多たなこと言わないで、バナッシュさんが落ちそうになったら私は何度でも助けます」

「私のことなんてほうっておけば……」

　なおもブツブツ呟つぶやくバナッシュにユリアスは本当にイライラしたように言った。

「貴女が危険なことをしないのであればほうっておきます。けれど、命の危機があるなら何度でも助けます。馬鹿なことばかり言わないで！」

　ユリアスは涙を袖そで口ぐちでぬぐうとバナッシュを睨みつけた。

「目の前で人が怪我をするのも死ぬのも見ていて気持ちのいいものじゃないってことぐらい解わからないの？　あなた、どれだけ常識がないの？」

　ユリアスが本気で怒おこっている。

　ユリアスは階段で事故が起こることを知っていた。

　だからバナッシュが勝手に受け身をとって怪我をしたふりをするつもりぐらいにしかユリアスは考えていなかったのだろう。

　それがまさか、自分が階段から落とされ、それを助けようとした俺に怪我をさせてしまうなんて想像もしていなかったに違ちがいない。

　そのことを踏まえると、どうやら俺が思っているよりもユリアスは俺を重要だと感じているんだと解り、結構嬉しくなってしまったのは秘密にしようと決めたのだった。
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　私は小さいころから貴族に憧あこがれていた。

　キラキラの宝石にヒラヒラのドレス、きらびやかな日常。

　ずっとずっと憧れていた。

　物語に出てくる貴族の暮らしに。

　だから物語の中でも『ドキドキ♡　貴族になっても頑がん張ばっちゃうもんね！』は元々庶しよ民みんだった女の子が貴族の男の子と恋こいをする話だったから大好きで幾いく度ども読んではヒロインに自分を重ねた。

　そんなある日、私は伯はく爵しやく家けに引き取られた。

　パパが伯爵だったなんて私は知らなかった。

　しかも、『ドキ♡貴き族ぞ』と一いつ緒しよ！

　これって、私のことを書いてるんだわ！

　だって、主人公の境きよう遇ぐうも知り合う人も皆、小説の登場人物と性格も見た目も一緒なんだもの。

　特にラモール様は王子様とヒロインを取り合う侯こう爵しやく子し息そくにそっくり。

　でも私は王子様推おし、だった。

　ちょっと傲ごう慢まんなところがある侯爵子息より優やさしくてしっかり者の王子様の方が幸せになれそうだと思っていた。

　けど現実の私は王子様と全然知り合いになれないの。

　私は王子様と知り合いになろうと頑張った。

　そこに現れたのは悪あく役やく令れい嬢じようにそっくりなユリアスさん。

　私よりも王子様とよく一緒にいる、ちょっと小説と違ちがう人。

　小説の中では侯爵子息のことが好きなんだけど、その好きが解わかりにくくて嫉しつ妬と深ぶかく庶民嫌ぎらいの令嬢。

　綺き麗れいな容姿に清せい楚そな雰ふん囲い気きとは違いヒステリックな性格を内に秘めている設定のはずなの。

　でもユリアスさんは、ラモール様の婚約者なのに嫉妬なんてしないし庶民と仲もいい。

　冷静で論理的な物言いがまたムカつく。

　むしろユリアスさんの近くにいる王子様に困った子を見るような目で見られる始末。

　私、王子様推しなのに。

　頑張って王子様と仲良くなろうとするのに全然上う手まくいかない。

　なんでユリアスさんだけ上手く動いてくれないんだろう？

　ああ、早く王子様とイチャイチャしたい。

　だから私は考えたの。

　物語を軌き道どう修正しないと。

　そのためには、どんなことをしてでもユリアスさんには悪役令嬢になってもらわなきゃ！

　ユリアスさんに階段から突つき飛とばしてもらえば一気に悪者になってくれるはず！

　私は計画を立ててユリアスさんを呼び出した。

　呼び出す時に王子様と目が合ってドキドキしちゃった！

　まあ、それは置いといて。

　ユリアスさんは私に言われた通りに階段近くの廊ろう下かに来てくれた。

　私は偶ぐう然ぜんを装よそおいながらユリアスさんを誘ゆう導どうする。

　ユリアスさんもニコニコしながら目的の場所に現れたの。

　旧校舎の奥おくにある人通りの少ない階段の上。

　そこでユリアスさんをイライラさせて階段の中ほどまで来たら突き落としてもらおう。

　そしたら、痛い思いをしてもちょっとの怪け我がですむもの！

　そう思っていたのに私はユリアスさんがちゃんとついてきているか見ようとして階段を踏ふみ外はずしちゃったんだよね。

　もう、私ったら本当にうっかりさん！

　すると、ユリアスさんは私に手を伸ばしてきた。

　思わず私はその手を摑つかむと引き寄せるために半円を描えがくようにユリアスさんの手を振ふり抜ぬき、遠心力でユリアスさんと私のいた位置を入れかえた。

　私、運動神経には自信があるの。

　驚おどろいた顔のユリアスさんが階段の下に落ちていく。

　あれ？　ユリアスさんが怪我しちゃう？　落ちるのは私だったのに？

　そう思った瞬しゆん間かん、王子様が突とつ然ぜん現れてユリアスさんを抱だきとめて、そのまま後ろにユリアスさんごと倒たおれていった。

　キャー格好いい！

　何今の！　瞬間移動でもしたみたいに現れたよね？　もしかして魔法ってやつ？

　とりあえず、私とこれまた突然現れたラモール様が駆かけつけるとユリアスさんは怒おこったように医い療りよう魔ま法ほうが使える人を連れてこいって怒ど鳴なったの。

　助かったんだからそんなに怒らなくてもよくない？

　むしろ王子様を抱き抱かかえるのなんて役得じゃない！

　王子様に助けてもらえるなら私が落ちればよかった。

「……私が落ちていれば」

　思わず呟つぶやいちゃったらまたユリアスさんに怒鳴られちゃった！

　自分は役得で王子様の好感度上げておいて私を怒鳴るってどういうこと？

　本当に怖こわい。

　助けるとか言ってたけど、助けられたの貴女あなたじゃん！

　ラモール様が治ち癒ゆ魔法が使える養護教諭を連れてくるまでユリアスさんたら、王子様を抱き締めたりなんかして！　本当ならそれ、私の役のはずだったのに！

　もう、本当になんでユリアスさんだけ小説と違うの？

　他の人は小説とまるっきりおんなじように動いてくれるのに！

　何お人ひと好よしに手なんか伸ばしてるのよ。

　ユリアスさんは私を目の敵かたきにして苛め倒してくれないと困るのよ！

　ああ、早く上手くいかないかな！

　新刊も買いに行かなきゃ！

　確か今出てる小説は、王子様と侯爵家の子息が告白を決意するところで終わってたから最新刊で告白をするに決まってる。

　そろそろヒロインが王子様を選んで王おう妃ひ様さまになる準備でも始める頃でしょ？

　ああ、楽しみ！

　小説の続きも、現実の王子様とイチャイチャするのも！




　その時の私は知らなかったの、小説のヒロインが王子様を選ばないということを……。










[image: ]




　あの日。

　階段から落ちる時。

　頭に浮うかんだのは……。

　やり残した金かね儲もうけの企き画かく。

　死んでも死にきれないと思った時には衝しよう撃げきとともにふわりと香かおる百ゆ合りの花のような匂におい？　香こう水すいだろうか？　とにかく心地よい匂いに包まれていた。

　起き上がってみれば私の下になって辛つらそうな顔をする王子殿でん下かがいた。

　血の気が引いた。

　声をかければ言葉は返ってくるが、辛そうな顔は変わらない。

　ビックリしすぎて、涙なみだが溢あふれた。

　辛そうなのに私の心配をする王子殿下にさらに涙が止まらない。

　とめどもなく流れる涙を指先でぬぐいながら、王子殿下は私が落ち着くのをゆっくりと待ってくれた。
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「まあ！　素す敵てき！」

「……マチルダさん……このエピソードは参考になるのでしょうか？」

「勿もち論ろん！　ただ、スマートに助けられない時点で王子はマイナスなので颯さつ爽そうと助けた設定にします！」

　私は今回の事件もマチルダさんに報告した。

　ただ、王子殿下に悪い気もしている。

「スマートではなかったですが、とっても格好よかったですよ」

「惚ほれましたか？」

　マチルダさんはニッコリ笑え顔がおを作った。

「惚れるとはどんな感情なのでしょう？」

「……へ？」

「誰だれかに惚れたら私は何か変わるんでしょうか？」

　マチルダさんは目を見開いて言った。

「その人の顔を見たらドキドキしたり、テンパって素す直なおになれなくなったりとかしたことないんですか？」

「ビックリはドキドキに入れてもいいのでしょうか？」

「ダメです」

　ビックリのドキドキは解わかる。

　けど、それ以外のドキドキは感じたことがあっただろうか？

「王子が怪け我がをしたかもしれないと思った時はどんな気持ちでしたか？」

　ああ、それはドキドキした。

「王族に怪我をさせたことに対する慰い謝しや料りようって、いくらぐらいかかるのでしょうか？　そう、それは恐きよう怖ふ！」

「………………」

　マチルダさんは深いため息をついた。

「王子を好きですか？」

　マチルダさんの言葉に私は少し考えてみた。

　王子殿下は一いつ緒しよにいると楽しい。

　私が失礼なことを言うと怒おこ……いや、注意してくれる。

　レポートも書いてくれたし、紹介状も書くって言ってくれた。

「では王子が困っていたら助けますか？」

「勿論！」

「無む償しようでもですか？」

「無償…………時と場合によって……は？」

　マチルダさんはニコニコしながら言った。

「王子とお嬢じよう様さまが好き合ってくれたら私は本当に嬉うれしいんですけどね」

「王子殿下にだって選ぶ権利があると思うの」

「勿論お嬢様にだって選ぶ権利があります！　あ、うちの息むす子こでもいいんですよ」

　私はクスクス笑いながら言った。

「マイガーさんにも選ぶ権利がありますわ」

「お嬢様が選ぶならマイガーに拒きよ否ひ権けんなんてありません」

　私とマチルダさんはクスクスと笑ってしまったのだった。
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「ってことをマチルダさんと話しましたの」

　目の前には呆あきれ顔がおの王子殿下。

　例のごとく放課後の王子殿下の昼ひる寝ね場所で、バナッシュさんと婚こん約やく者しや様さまの逢あい引びきを記録しながら王子殿下に報告してみた。

「……そんなことまでネタにされるのか？」

「売れる匂いはしますわ」

「……そうか、売れるのか……言っとくが、俺だって格好よく助けたかったんだ」

「充じゆう分ぶん、格好よかったですわよ」

「…………」

　王子殿下が俯うつむいてしまった。

　耳が赤いからテレているのだろう。

「いきなりデレるのやめてくれ」

「テレてる王子殿下は可か愛わいいですわ」

「まったく嬉しくない」

　王子殿下を観察することにした。

「王子殿下は〝好き〟という感情が解りますか？」

「……まあな」

「私に詳くわしく教えてくださいませんか？」

「嫌いやだ」

「なぜ？」

　いつもだったら教えてくれるのに。

「〝好き〟は自分で見つけるものだ」

「……解らないのです」

「解らないのです、じゃない……ユリアスが幸せになれる相手だと思わないと意味がないだろう？」

　王子殿下は寝ねっころがりながら本を読み始めた。

　私も王子殿下の横に寝っころがってみた。

「おい」

「王子殿下の目線が気になりまして」

「……勝手にしろ」

　王子殿下の横に寝っころがるとほどなく眠ねむくなってきた。

「眠いです」

「起こしてやるから寝てもいいぞ」

「ありがとうございます……」

　私はすぐに眠りに落ちた。
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　誰かが怒ど鳴なっている声で目が覚めた。

　少し肌はだ寒さむい。

　だから近くの温かいものに擦すり寄よってしまうのは仕方のないことだと思う。

　目を開けると、どうやらお兄様が怒鳴っているようだった。

「殺す！　お前は殺す！」

「誤解だ。話を聞いてくれ!!」

　お兄様は激げき怒どしているようだ。

「ん……お兄様？　おはようございます」

「ユリアス！　君からも何もなかったと言ってくれ」

　真横から王子殿下の声が聞こえる。

　どういうこと？

「ユリアス、正直に言うんだ！」

「何をですの？」

　首を傾げて聞くと、お兄様はイライラしたように言った。

「ユリアス、殿下と仲良くお昼寝していたってのは本当か？」

　よくよく見れば先ほど擦り寄ったのは王子殿下だったらしく、私は王子殿下に抱き締められるように眠っていたようだ。

「王子殿下も眠ってはダメではないですか？」

「隣となりで寝ね息いきをたてられたらついウトウトしてしまって……」

「起こしてくれると約束しましたのに」

　お兄様の口元がヒクヒクしている。

　私は慌あわてて姿勢を正した。

　横を見れば王子殿下も正座になっていた。

「本当にお昼寝してましたわ」

「ユリアス！　いくらお前にとって殿下が圏けん外がいでも殿下もユリアスが圏外とはかぎらないだろ！　気をつけないとダメだ！」

　王子殿下のせいで滅め茶ちや苦く茶ちや怒られた。

「お兄様、ごめんなさい」

　私が謝あやまるとお兄様に頭を乱暴に撫なでられた。

　お兄様はイライラすると人の頭を触さわりたがる。

　しばらく撫で撫でされていると、お兄様は落ち着いたみたいだ。

「次やったら殿下を沼ぬまに沈しずめますからね」

「はい。すまなかった」

　かなりシュンとしてしまった王子殿下はちょっと可愛かった。

「ユリアス、殿下も男なんだ。男は狼おおかみになると言われていて、油断したら食べられてしまうんだぞ！」

　え！　狼になれるの？　王子殿下は魔ま法ほうが使えるから魔法で狼になれるってこと？　見てみたい！

　狼の毛ってフワモコ？　それともサラ艶つや？

　私はお兄様に向かって言った。

「それはモフれるのでしょうか？　撫でまわしてみたいですわ！」

「………ユリアス………狼は比ひ喩ゆだ」

　比喩？

　狼が比喩なら食べるというのも比喩なのだろうか？

　でも、獣じゆう人じんが人を食べるなんて聞いたことがないから、食べるも比喩か。

「本物の狼にじゃないのですか？　異国には獣人もいるではないですか？　どの辺がどのように比喩なのでしょうか？」

　私は首を傾かしげて聞いた。

　私の言葉に王子殿下とお兄様は深くため息をついた。

「ローランド、お前も苦労するな」

「こんなに世間に疎うといとは……育て方を間ま違ちがったか？」

　お兄様が頭を抱かかえたのを見て王子殿下がお兄様の頭をポンポンしてあげていた。

　なんだか、お兄様も可愛く見えてしまった。

　このお昼寝事件が後々蒸むし返かえされることになるなんて私もお兄様も王子殿下ですら思いもよらなかったのである。
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〝ユリアス様と殿下は禁断の恋こいをしている〟

　最近よく聞く噂うわさだ。

　どうやら、お昼寝事件でお兄様が怒鳴っていたのを誰かに聞かれてしまったようなのだ。

　貴族棟とうの皆みなさんは私が王子殿下に不ふ釣つり合いだと陰かげ口ぐちを叩たたく者と、私と王子殿下はお似合いだと言う者に分かれた。

　お似合いと言われても困る。

　庶しよ民みん棟の皆様は全面的に応おう援えんムード。

　勘かん弁べんしてほしい。

「お兄様のせいですわ」

「殿下のせいだ」

「……すまなかった」

　三人でいつもの樹きの陰でそんな話をしながらバナッシュさんと婚約者様のイチャイチャを観察する。

　お兄様に怒られてから、王子殿下との証しよう拠こ集めはお兄様を加えた三人の日課になっていた。

　ちなみに昼寝するにはうるさいという理由で、マイガーさんをまいてから王子殿下はここに来ているらしい。

「っにしても、この噂は痛いな」

　お兄様は私の頭を撫でながら呟つぶやいた。

　王子殿下も渋しぶい顔をしている。

「殿下が腕うで枕まくらなんてしてユリアスと寝てるのが悪いんですよ！」

「ローランド、どうしてそうなったのか解らないから許してほしい」

「なおさら、問題ありだと解らないのですか？」

　腕枕？

　初耳なんですけど？

　私がキョトンとするとお兄様の手が私の頭を乱暴に撫でてくるので、もう髪かみの毛けがぐちゃぐちゃだ。

「向こうは、この噂を盾たてにしてくるだろうな」

　王子殿下の呟きに私はお兄様に撫で撫でされながら言った。

「何を怯おびえる必要があるのですか？」

「「ユリアス？」」

　ハモるとは王子殿下とお兄様は仲良しですね。

「証拠でもあるのですか？」

「「証拠？」」

　本当に仲良しですね。

「ただの噂と私の持っている実録！　イチャイチャ記録と、どちらの方が信しん憑ぴよう性せいが高いでしょうか？　……解るでしょ？」

「「ああ！」」

　二人の仲良し具合についつい笑ってしまったのは許してほしい。

「むしろ噂だけなら多いに結構。彼方かなたが私を負かせると思っていれば思っているほど私には有利というもの」

　私がクスクス笑うと王子殿下は恐おそろしい者を見るような目で私を見た。

　失礼だ。

「本当にユリアスが敵じゃなくてよかったよ」

　王子殿下の呟きがやけに大きく聞こえた。
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　学食に行くと婚約者様とは別の侯こう爵しやく家けのご令れい嬢じようとその取り巻きに声をかけられた。

「貴女あなたがノッガー伯はく爵しやく家けのご令嬢かしら？」

「はいノッガー伯爵家長女のユリアスと申します」

「私は殿下の幼おさな馴な染じみのパルプール侯爵家の三女マニカよ！」

　パルプール侯爵家のマニカ様。

　彼女を知らない貴族女性なんてこの国には存在しない。

　婚約者のいない王子殿下の幼馴染みにして、王おう妃ひ様さまの縁えん者じやで王子殿下の婚約者に一番近いと言われる令嬢だ。

　たくさんいる取り巻きが名乗るのは割かつ愛あいさせてほしい。

　名前を名乗っていただかなくても基本貴族の名前と顔ぐらいは頭に入っているので心配はない。

「単刀直入に言うわ！　殿下と恋こい仲なかなんですの？」

「いいえ」

「……噓うそね！」

「いいえ、噓ではございません」

　マニカ様は私を見ながら首を傾げた。

　なんだ？　何気に可愛いなこの人。

　私はその時思った。

　彼女は私にとって金かね蔓づるになるのではないかと。

　我わがノッガー伯爵家は商人のようなことをしているせいで貴族の間では馬ば鹿かにしている家も多い。

　けれど、マニカ様のパルプール侯爵家は貴族のカリスマ的存在。

　これは仲良くなっておいて損はない。

　こうしてはいられない！　彼女と仲良くならなくては！

　私は苦笑いを浮かべて言った。

「王子殿下と私は友人です。むしろマニカ様のように可愛らしく身分も相応ふさわしい方が王子殿下にはお似合いだと常々考えおりましたの」

「い、いえ、私は別に殿下が好きなわけでは……」

　なんだか歯切れの悪くなってきたマニカ様に私は首を傾げて言った。

「では別に好きな殿との方がたが？」

「そ、それは……」

「私はマニカ様の味方です！　どんな殿方なのかしら？　協力いたしますわ！」

　マニカ様は顔を赤らめてオタオタし出した。

　か、可愛い！

　真っ赤な髪の毛がフワフワな上にウエーブを描いていて撫でまわしたくなる。

　赤茶色の瞳ひとみはなんだかウルウルしていて、まるで小動物のようだ。

　可愛い～頭撫でたい～。

　私が密ひそかに萌もえていると呆れ顔の王子殿下と目が合った。

「あ、王子殿下」

「君はローランドそっくりだな」

「お兄様に？」

「頭撫でたいって思ったろ」

「なぜそれを！」

「小動物や君を見た時のローランドと同じ顔をしていた」

　お兄様と同じ顔って……どれだけお兄様の顔の変化に詳しいのか？

「何を考えていた？」

「いえいえ、王子殿下とお兄様が仲良しすぎて一本そっち系のお話を誰かに書かせようとか、そんなこと考えておりませんわよ」

「それだけはやめてくれ」

　王子殿下の顔色が悪い。

　売れそうなんだけど。

　視線をマニカ様にうつすとなぜか驚おどろいた顔で私を見ていた。

「マニカは俺の幼馴染みだ」

「存じ上げてます。お兄様がたまに話してくれますから」

「そうか……」

　王子殿下がマニカ様に視線をうつした時、後ろからお兄様が来るのが見えた。

「まだ座すわってないのか？　……ごきげんようマニカ様」

「ご、ごきげんよう。ロ、ローランド様」

　お兄様の登場にマニカ様の顔が赤く染まった。

　ああ！　マニカ様はお兄様が好きなんだ！

　これ、小説にしたら……。

「売れる……とか思うなよ」

　私がおどろいた顔をすると、王子殿下がため息をついたのが解った。

「私の心を読むのはやめてくださいませんか」

「読んだんじゃなくて駄だ々だ漏もれになっていただけだと思う」

　マニカ様は私の制服のスカートをきゅっと摑つかむと上うわ目め遣づかいで私を見上げた。

「や、やっぱり殿下とお付き合いなさってるんじゃないんですの？」

「付き合ってません！　ご安心を」

　……？　お兄様が好きなのに王子殿下とのお付き合いを気にするってなんだろ？

　ああ、私が王子殿下と恋仲ならご自身と王子殿下との婚約話がなくなると考えたのか。

　黙ってしまったマニカ様の頭を撫で撫でして私は笑顔を作った。

「マニカ様の髪の毛は柔やわらかくてとっても素敵ですね。今度髪かみ飾かざりをプレゼントしてもよろしいですか？」

　私が思わず言った言葉を聞くと王子殿下が噴き出した。

　マニカ様は顔を真っ赤に染めていた。

「王子殿下、何笑ってるんです？」

　お兄様に助けを求めようと見ると気まずそうに苦笑いを浮かべていた。

　なんなんだ？

「ユリアス、君は女性だろ？」

「男性に見えますか？」

　言っておくが男性に間違えられたことなんて一度もない。

　胸だってある方だ。

「女性にしか見えないが、ローランドと全く同じことを言うから疑いたくなった」

　お兄様に視線を戻もどすと気まずそうだ。

「可愛らしい方にプレゼントしたいと思うのは悪いことですか？」

「君に関して言わせてもらえるなら、何を企たくらんでる？　って疑いたくなるのは否いなめない」

　私は小さく舌打ちをした。

　まあ、食堂は騒さわがしいから誰にも気づかれていないだろう。

　王子殿下以外には、だが。

「彼女は俺の幼馴染みだ。変なことに彼女を巻き込むなよ」

「王子殿下、営業妨ぼう害がいですわよ？　あの女の前に突き出しましょうか」

　王子殿下の顔色が悪くなった。

　私はマニカ様に笑顔を向けて言った。

「申し訳ありません。お詫わびに王子殿下がフルコーディネートしたお洋服をプレゼントしてくださるのでご安心ください」

「な、何を安心するの？　っ!!」

　その瞬しゆん間かん、マニカ様が怯えたように私から離はなれた。

　そこにお兄様が困ったような顔でマニカ様に近づいた。

「マニカ様、妹が申し訳ない。殿下ではなく僕がお詫びをいたします」

「ロ、ローランド様」

「怯えずとも大だい丈じよう夫ぶです。妹には僕から言っておきますから」

　気がつかなかったが、私が怯えさせていたみたいだ。

　私は慌てて頭を下げた。

「マニカ様、ごめんなさい。マニカ様がうちの商品を身につけてくださったらどんなに素敵かと思ったのですが、興奮して怯えさせてしまいましたわね。本当にごめんなさい」

　マニカ様は侯爵家。

　マニカ様がうちの商品を身につけてパーティーやお茶会に出てくれたら、うちの商品が売れる気がしたのだがもう少し仲良くなってからじゃないとダメだったか。

「だ、大丈夫ですわ。頭を上げてください」

　マニカ様は優やさしくて可愛らしい人だ。

　私はマニカ様と仲良くなろうと密かに企んだのだった。
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　マニカ様と仲良くなるために私はマニカ様と取り巻き達にプレゼント攻こう撃げきをしたり、お茶会に誘さそったりした。

　それにマニカ様のことを知れば貴族の内情も解る。

　マニカ様は王子殿下の最有力婚約者候補だ。

　貴族の間では今、マニカ様を婚約者に推おす派は閥ばつとパルプール侯爵家の力が強くなりすぎないために、他の令嬢を婚約者に推す派閥に分かれているらしい。

　マニカ様は当事者でありながらもお兄様が好きなため、他の令嬢と婚約してほしかったのだと後で教えてもらった。

　それもあって、マニカ様は私に声をかけたのだと解った。

　まあ、プレゼント攻撃の成果もあってマニカ様とその取り巻き達にも気に入ってもらえたようだ。

　こうして私は上流階級のあまり広まらない、権力で握にぎり潰つぶされそうな噂話などの情報も容易たやすく手に入れられるようになった。

　そこで、最も重要な話を私は手に入れた。

「ユリアスさんが殿下の婚約者になるという噂が流れてるのですが真相はどうですの？」

　お茶会の世間話で教えてくれた噂は尾おひれがついているようだ。

「まあ、そんな噂が？　私と王子殿下はただのお友達なのに」

　私が首を傾げるとマニカ様が言った。

「殿下がユリアスさんと添い寝していたって噂のせいですわ」

　………これは………マズいことになったのではないだろうか？

　私はしばらく考えて皆様に笑顔を向けた。

　ピンチはチャンスになるのではないか？　と思ったからだ。

「皆様は王子殿下のことがお好きですか？」

　皆様が顔を見合わせているのを見て私はニコニコしながら言った。

「私、今王子殿下とあるイベントを考えていますの！　皆様参加してくださいますか？」

　私の言葉に皆様は首を傾げていた。
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　私は王宮の宰さい相しよう閣かつ下かの執しつ務む室しつに来ていた。

　執務室には宰相閣下に王子殿下、お兄様とマイガーさんが来てくれた。

「少々面めん倒どうなことになりまして」

　私がお昼寝事件を話すと宰相閣下が頭を抱えた。

「誰かに見られていたようなのです」

　執務室に沈ちん黙もくが流れた。

「ですので、イベントを開かい催さいいたします！」

「「「「イベント？」」」」

　私はニコニコしながら言った。

「うちの店で一定金額以上のお買い上げをしてくださった方にマイガーさんとお兄様、さらには王子殿下と写真を撮れるイベントを開催いたします！」

　執務室にさらなる沈黙が流れた。

「ですので、見本用に私と親密写真を撮ってください」

「俺やる！　お嬢とイチャイチャ写真撮れるんでしょ！　やる！」

　稼かせぎ頭がしらのマイガーさんが一番に了りよう承しようしてくれた。

　お兄様は苦笑いを浮かべたが言った。

「証拠の信憑性をなくす作戦か。それなら仕方ない」

「さすがお兄様、あ、王子殿下は強制参加です」

「なぜ！」

「王子殿下との噂の信憑性をなくす作戦ですので！」

　私はニコニコが止まらない。

「ユリアス嬢」

「なんでしょう宰相様」

「私的な理由で王族を使うのは感心しない」

「違います！　王子殿下の不ふ名めい誉よな噂をなくすためなのです！　勿論王子殿下との写真撮影は高額購こう入にゆうしていただかなければできなくいたします！」

　私は満面の笑えみを浮かべた。

　笑いが止まらないとはこのことか？

「ユリアス、顔から欲望が溢れ出ているぞ」

　王子殿下が私を睨にらんでいた。

　怖こわくもなんともない。

「王子殿下が寝ちゃうのが悪いのですわよね？　お解りいただけますか？」

「……解ってる」
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　こうして私はイベント用のポスターを撮り、店にポスターを貼った。

　勿論、王子殿下とは腕枕で眠る写真。

　お兄様とは頭をポンポンしてもらう写真。

　マイガーさんとはお菓か子しをア～ンしてあげる写真だ。

　イベントとして撮る写真は手を繫つないで見つめ合うことしかできないのだが、皆のお陰かげで滅茶苦茶売れた。

　特に王子殿下と写真が撮りたくて買いまくるご婦人が何人もいたのだ。

　笑いが止まらないとはこのことか？

　三日間限定イベントだったが物もの凄すごい勢いで売れた。

　上半期の売り上げを三日間で出したのだ。

「毎月このイベントがしたいですわ」

「お断りだ！」

　私の呟きに王子殿下は嫌そうだったが、お兄様も売り上げが出ると喜んでくれたしマイガーさんもノリノリだったからまた企画しようと私は決めた。

　ちなみにバナッシュさんは三日間店のまわりをうろうろしていたが、出禁のためイベントに参加できなかったようだ。

　こうして、私の企画により店の売り上げを上げることと、王子殿下とのお昼寝事件の証拠能力を著いちじるしく削けずることができたのだった。
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　私と王子殿下の噂は店の限定イベントの宣伝だったと誰もが信じてくれた。

「私も写真撮りたかったです！」

「お小遣い足りなかった～」

　庶民棟の皆様はお小遣い事情により写真をゲットできなかったみたいだ。

「ツーショット写真は無理ですが、撮影のデモ写真でよろしければ一枚からお売りしますがいかがしますか？」

「「お高いんでしょ～」」

「友情割引いたします！」

「「買った！」」

　私が鞄かばんから写真を数枚出して見せると庶民棟の女性が集まってきた。

　王子殿下やお兄様、マイガーさんのデモ写真を出すと皆さん瞳をキラキラさせた。

「これ素敵！」

「「格好いい！」」

　この写真も売れそうだ。

　私は内心ニヤリと笑った。

「ユリアス、顔がゆるんでるぞ」

「王子殿下」

　庶民棟の皆様は王子殿下と私を交こう互ごに見るとニコニコしている。

　なんなんだ？

「ノッガー様、私はノッガー様と王子様のお昼寝ショットが欲ほしいです！」

　庶民棟の皆様の中でも仲良しのルナールさんがそんなことを言うと他の人達まで頷うなずいた。

「私が邪じや魔までは？」

「むしろノッガー様の写真が欲しいです！」

　私の写真も売れるのだろうか？

「ユリアス、今自分の写真も売れそうだと思ったろ？」

「だから、私の心を読むのはやめてくださいませんか？」

「感情が駄々漏れだ」

　私がバレないように舌打ちするのも、王子殿下に気づかれてしまうのも、もう慣れっこだ。

　気がついているだろうに全然気にした様子を見せなくなった。

　まあ、別に困らないけど。

「売れるならいいのでは？」

「女性が自分を切り売りするような真ま似ねは感心しない」

「なら王子殿下の半はん裸ら写真を売っても？」

「絶対ダメだ！」

　滅茶苦茶睨まれた。ダメか。絶対売れるのに。

「ってか、いつの間にそんな写真を手に入れたんだ？」

「うちの執しつ事じは優ゆう秀しゆうですので」

「そんなところに伏ふく兵へいがいたとは……」

　王子殿下が遠くを見つめていた。

　……王子殿下はもっと怒ってかまわないのに、そのことにすら気がついていないようだ。

「何、黄昏たそがれてんの兄弟」

　王子殿下にＢ定食を手渡しながら、Ａ定食を持ったマイガーさんが首を傾げた。

「ユリアスが自分の写真を売るとか言い出して」

「え、買う買う！　お嬢の写真欲しい！　枕の下に入れてお嬢の夢見る！」

　王子殿下は片方の手で定食を持ち、マイガーさんを指差して言った。

「こういう気持ち悪いやつもいるんだぞ！」

「解りました。諦あきらめます」

「え～泣いちゃいそうなんだけど」

　マイガーさんがあからさまにショックを受けた顔をした。

「マイガーさんにはこの前撮ったツーショット写真があるではないですか」

「勿論、大事にしてるよ」

　マイガーさんはへにゃっと笑った。

　大きな男の人なのに可愛く見えるから不思議だ。

　こういうところが女性客を集める要因なのだろう。

「お嬢は？　今回の写真、部屋に飾ったりしてないの？」

　マイガーさんに言われて私は顔が熱くなるのを感じた。

　実は大事に飾っている写真があるのだ。

「な、何その可愛い顔！　誰の写真飾ってるの!?　勿論、俺のだよね？」

「い、言いたくないですわ」

「何それ！　可愛い！　お嬢お願い、教えて！」

　マイガーさんを筆頭に、王子殿下と庶民棟の皆様も興味津々だ。

　どうしよう……恥はずかしい。

「ノッガー様～教えてくださいよ！　私達応援しますから！」

　お、応援？

　なんの応援？

　私が首を傾げると後ろから誰かに頭をポンポンと叩かれた。

　振り返るとそこにはお兄様が立っていた。

「ユリアスが飾っているのは僕との写真だ。文句あるかマイガー」

「お嬢！　なんで若様なのさ！」

　マイガーさんに肩かたを摑まれ揺ゆさぶられた。

「だ、だって、考えてみればお兄様と二人きりで写真を撮るなんてなかったので、家族写真の中に交ぜて飾っていますの……子供っぽくて恥ずかしいからこの話は終わりです！」

　私は顔を両手で覆おおった。

「お嬢が可愛くて辛い……」

　指の隙すき間まから周りを見るとマイガーさんが膝ひざから崩くずれていた。

　定食を何ど処こにやったのか心配になる。

　よくよく見れば近くのテーブルに置いてあるからセーフだ。

「お嬢！　俺との写真も飾ってよ！」

「なぜかしら？」

「なぜ？　それ聞く？　俺がお嬢のこと大好きだからに決まってるじゃん」

　私が首を傾げると、お兄様が私を背後から抱き締めて言った。

「マイガー、今からユリアスの半径一メートル以内に入ることを禁ず」

「若様がいるの忘れてた～」

　マイガーさんはさらにうつむいた。

　私はクスクス笑った。

「じゃあ、店の皆で写真を撮りましょうか？　店の前で一緒に。従業員の皆も私の大事な家族ですから」

「それだと目的が変わってくるっていうか………」

　マイガーさんがブツブツ何かを呟いていたがよく聞き取れなかった。

　まあ、それも仕方がないと思う。

　遠くのテーブルにいたバナッシュさんが叫さけんだからだ。

「……そんなはずがない！」

　何を騒いでいるのだろうか？

　バナッシュさんの手には最新刊が握られていた。

　ああ、ヒロインが王子ではなく侯爵子息を選んだからか。

　私はそんなバナッシュさんを見て満面の笑みを作るのだった。
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　学食で騒さわぐバナッシュさんに皆さんの視線が集まる。

　見たくないけどバナッシュさんに視線をうつすと、婚こん約やく者しや様さまとバナッシュさんに睨にらまれた。

「ユリアス!!　またお前か！」

　婚約者様がすごい剣けん幕まくで私に近づき私の胸むなぐらを摑つかんだ。

　流石さすがに驚おどろいた。

　まさか貴族の男性が女性の胸ぐらを摑むなんて思っていなかったからだ。

　普ふ通つう貴族男性は女性を宝物を扱あつかうように教えられて育つはずなのだが、婚約者様は何を教わって育ったのだろうか？

　そんなことより、理由も解わからないのに暴力的な対応をするなんて、この事実だけでどれだけの慰い謝しや料りようを請せい求きゆうできるのだろうか？

　胸ぐらを摑まれた瞬しゆん間かん、そこまで頭に浮うかんだ。

「ラモール！　自分が何をしているのか解ってるのか！」

　王子殿でん下かの叫さけびとともに婚約者様は床ゆかに押おしつけられた。

　今まで見たことがないほど冷たい目をしたマイガーさんが婚約者様を取り押さえ、わざわざ顔が床につくようにしているのが見て取れた。

「お嬢じように何してんの」

　マイガーさんの地を這はうような低い声にこんな声も出せたのかと呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　私がそんなことを冷静に考えていると、フワリと誰だれかに抱だき締しめられた。

　お兄様だ。

「ユリアス、大だい丈じよう夫ぶだ」

　見上げると、お兄様は婚約者様を睨にらみつけていた。

　なかなかにお兄様の腕うでの中は居い心ごこ地ちがよかった。

　そこで初めて気づいた。私の手が震ふるえていることに。

「お嬢にこんなことしてただですむと思うなよ」

　私はお兄様の服を摑むと言った。

「マイガーさんを止めてください」

「ユリアス、あいつは……」

　私はお兄様にだけ聞こえるように言った。

「慰謝料を請求するのに不利になります」

「……マイガー、離はなしてやれ」

「嫌いやだ」

「マイガー、ユリアスに嫌きらわれたくないだろ」

　マイガーさんはしばらく考えると悔くやしそうな顔をしてから婚約者様を離してくれた。

　マイガーさんの顔にはまだ怒いかりが滲にじんでいたけど……。

「ラモール様、私が何をしたと言うんです？」

「貴様がジュリーに何かしたに決まってる！」

　何をしたかが解らないのに女性の胸ぐらを摑んだのか？

　私はお兄様にギュッとしがみつくと泣なき真ま似ねをした。

　お兄様の抱き締めてくれる手に力がこもった。

「ラモール様、しばらくユリアスに近寄らないでいただきたい……かまわないですよね？」

　お兄様は妙みような迫はく力りよくで婚約者様にそう告げた。

　周りの人達も蔑さげすんだ目で婚約者様を睨んでいる。

　その視線に耐たえられなくなったのか、婚約者様はバナッシュさんのもとにゆっくりと帰っていった。

　まあ、思っていたよりも近くにバナッシュさんがいたせいでそれも数歩の距きよ離りにしかならなかったのだが。

「ユリアスさん、貴女あなたでしょ？」

「……何がですか？」

「小説の内容を変えたの……ヒロインをなんだと思ってるのよ！」

「ああ、その小説ですか？　それなら、より読者の皆様に喜んでいただける形に作者と相談の上で決めた展開です。文句を言われても出版後では修正はできませんのよ」

　私は震える手を握りしめて経営者の顔をして、凜りんとした雰ふん囲い気きを心掛け背筋を伸ばした。

「私、許さないから………こんな結末……他の読者も許すわけない」

　ブツブツと呟つぶやくバナッシュさんがなんだか怖い。

「あなたがどんな結末を望もうともうその小説のストーリーは変わりません。あしからず」

　私がそう言って笑って見せると、バナッシュさんの顔が怒りで赤くそまったのがわかった。

「バナッシュ、悪いが失礼させてもらうぞ。ローランド、マイガーも行くぞ」

「はい。殿下」

　お兄様はわざわざ私を横抱きにすると王子殿下とマイガーさんを連れだってその場を後にしたのだった。
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　お兄様にお姫様抱っこされて連れてこられたのは王子殿下のお昼ひる寝ね場所だった。

　見慣れた安全な場所に少し安心した。

　そんな私を見ながら、王子殿下は苦笑いを浮うかべて言った。

「屋外で大事な話をするなんて普通思わないだろうからな、あえてここにしたぞ」

　そこに、気の抜ぬけたマイガーさんの声が響ひびいた。

「何ここ！　昼寝に最高じゃん！」

「マイガー、黙だまってろ」

　王子殿下がマイガーさんを黙らせると私の方を見て困ったような顔をした。

「ユリアス、大丈夫か？」

　心配をかけてしまうのは本意ではなかったので、申し訳ない気持ちになってくる。

「大丈夫です。お兄様、下ろしてもらってもいいですか？」

「……ああ」

　お兄様が私を下ろしてくれると、私は漏れなく膝ひざに力が入らないことに気がついた。

　ヘナヘナと座すわり込みそうになる私を背後から王子殿下が抱き止めてくれる。

「ユリアス！」

「おかしいですね……膝に力が入らないのです」

　支えてくれている王子殿下を振り返ってみれば、眉み間けんにシワを寄せて心配そうな顔をしていた。

　王子殿下は少し怒おこったように小さく言った。

「無理をするな」

　王子殿下の言葉にマイガーさんがポケットから何かを出した。

　王子殿下は、マイガーさんが敷しいてくれた大きいハンカチの上に素す早ばやく私を座らせてくれた。

　しかもそのまま背後に座り、私の背もたれ代わりまでしてくれた。

　自分の不ふ甲が斐いなさにいたたまれない。

「殿下、後で一発殴なぐらせてください」

　お兄様が青筋を立てた笑え顔がおで拳こぶしを握っている。

「怖いぞローランド、非常事態だ勘かん弁べんしてくれ」

　そんな二人の雰囲気に気がついていないようにマイガーさんがのほほんと言った。

「兄弟、席代わって！　俺がお嬢の人間椅い子すになるから」

「…………マイガーよりはましか……殿下はそのまま、マイガー、殴らせろ」

　マイガーさんが青い顔で首を横に振った。

「俺、お嬢にしか殴られたくないから！」

　私は苦笑いを浮かべた。

「皆さん、ありがとうございます」

　私がお礼を言うと三人が不思議そうに首を傾げる。

「皆さんがいてくれなかったら、私は……殴られていたかも……しれません」

「俺、あんなやつにお嬢を殴らせたりしないよ」

　マイガーさんは私の目の前に座った。

　続けて私を安心させるようにニコニコしながら私の頭を撫なでてくれた。

「マイガーの言う通りだ。僕だって大事な妹に手なんか上げさせるものか」

　お兄様はマイガーさんの手をはたき落とすとマイガーさんの代わりに私の頭を撫でてくれた。

　王子殿下はというと、私の手を優やさしく握ってくれている。

「安心しろ。皆、君の味方だ」

　マイガーさんの言葉も、お兄様の言葉も王子殿下の言葉も全部が嬉うれしかった。

　ふいに目の前が揺ゆらいだ。

　涙なみだが溢あふれているのだと解ると嗚お咽えつを上げて泣きじゃくってしまった。

　こんな泣き方をしたのは子供の時以来だ。

　王子殿下が背後から私のお腹なかに手をまわしてギュッと抱き締めてくれた。
















「殿下、どさくさに紛まぎれて何してる」

「………ローランド、見ての通り慰なぐさめている」

　お兄様は口元を引きつらせながら言った。

「……どさくさに紛れて……次は殺します」

「目がすでに殺したくて仕方がないと言ってるぞ」

「殺したくて仕方がない。ですが、ユリアスの方が大事なので今は我が慢まんします」

　私は泣き顔のままお兄様に言った。

「お兄……様……大好きです」

　恥はずかしかったが素す直なおな気持ちだった。

「っ!!　ああ、僕もだ」

　歪ゆがむ視界の中お兄様が笑ってくれたのが解った。

「お嬢！　俺は？」

　マイガーさんの期待をはらんだ顔が見えた。

「マイガー……さん……好き」

「大好きじゃないのか～」

　私はお腹にまわった王子殿下の手に自分の手を重ねると言った。

「王子殿下……」

「ああ」

「信しん頼らいしています」

「最高の褒め言葉だな」

　王子殿下は私の背中に額を押しつけてそう呟いた。

「皆さん……私、婚約破は棄きいたします！　協力してくださいますか？」

　マイガーさんは悪戯いたずらっ子のような笑顔で、お兄様は頷うなずいてくれた。

　私の背後にいる王子殿下は私の耳元で小さく呟いた。

「当たり前だ。慰謝料を分ぶん捕どってやろう」

「はい。搾しぼり取って……やります！」

　私は溢れる涙をぬぐうと笑顔を作ったのだった。
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　学園主しゆ催さいのダンスパーティーには国王陛へい下かや有力貴族の皆様も参加が義務づけられている。

　なぜって？

　それは、将来のためだ。

　自分の部下に相応ふさわしい人材を探したり、娘むすめや息むす子この婚約者を決めたりするためってこと。

　小説では、婚約者様が婚約破棄を言い出すイベントである。

　私はうちの優ゆう秀しゆうな執しつ事じに必要書類を持たせ、待機させている。

　この手のイベントに婚約者様の父親である侯こう爵しやくは遅ち刻こくしてくるのが常つねで、その理由は国王陛下にチクチクと嫌いや味みを言われたくないからだと噂うわさされていた。

　侯爵がくる前にちゃっちゃと書類にサインと捺なつ印いんさせなくちゃ。

　私の今日の装よそおいは濃こいブルーのプリンセスドレスに金細工のアクセサリーを合わせて夜空をイメージしている。

　お兄様は藍あい色いろの燕えん尾び服ふくで、私のエスコートをしてくれた。

　見れば、会場を見渡せるように少し高いところにある王族用の椅子の中央に白いスーツに真っ赤なマントを着けた国王陛下が座っている。右みぎ隣どなりには美しいシルクに金糸と銀糸で刺し繡しゆうがほどこされたドレスの王おう妃ひ様さまと、左隣に黒い軍服のような装いの王子殿下が座っていた。

　王子殿下の後ろには濃い紫むらさき色いろのスーツの宰さい相しよう閣かつ下かと焦こげ茶ちや色いろのスーツのマイガーさんが控ひかえている。

　そんな、王族への挨あい拶さつは貴族の義務である。

「私、ノッガー伯はく爵しやく家けの長女、ユリアスと申します。王子殿下には友人としていつもお世話になっております」

　私の言葉にいち早く反応したのは王妃様だった。

「ノッガー伯爵家といえば商売に精通してるのでしょ？」

　ビジネスチャンスが来た！

「はい、王妃様。我わがノッガー家は犯罪になる物以外でしたら全てご希望に沿そう商品を提供いたします」

　王妃様の深緑の瞳ひとみが妖あやしく細められたのが見てとれた。

　王妃様の美しい黒くろ髪かみと深緑の瞳は国宝と言われるが、あの瞳に見つめられると噓うそがつけないような気がする。

　まあ、噓をつくつもりもないから王妃様の主催するお茶会などに呼ばれて顧こ客きやくを増やすことができれば御おんの字じである。

「全て……ねぇ。お茶はどんなものがあるのかしら？」

　ここでへまをするわけにはいかない。

　私は優ゆう雅がな微ほほ笑えみを作り、家で取り扱っているお茶の商品名をスラスラと嚙かむことなく言い切った。

「まあ、そんなにたくさん？　いっぺんに言えるなんて素す晴ばらしいわ」

「後ほどリストにしまして、王妃様にお届けできるよう注文票を献けん上じよういたします」

　王妃様はさも楽しそうにニコニコしながら言った。

「お茶の産地まで、今この場で全て言ってほしいと言ったらできるのかしら？」

「ご所しよ望もうとあれば、そのお茶に合うお茶ちや請うけの種類もお伝えできるかと存じます」

　王妃様はまあまあと嬉しそうに言った。

　なんだろう、王妃様の笑顔に含ふくみがある気がする。

「他にも織おり物ものや、宝石の産地なんてものも解るかしら？」

　品質にこだわりでもある方なのだろうか？

　私も負けずにニコニコしながら言った。

「織物も宝石もある程度は把は握あくしております。そちらもリストにしまして献上いたします」

「貴女あなたなら直すぐに私の代わりに外交ができそうね」

　？　……どういうことだ？

　私に王妃様の影かげ武む者しやにでもなれということか？

「それは私が王妃様の代わりを務めるということでしょうか？」

「ええ、私の代わりに」

「王妃様の美しさあっての外交だと私は思いますが、外交に不満がおありなのでしょうか？　私で力になれるようでしたら、いつでもお呼びください。ですが……」

　王妃様はキョトンとした顔の後、クスクスと笑った。

　そんな顔も美しいのだから、見とれてもいいだろうか？

「ルドニークも大変ね」

　王妃様は王子殿下をチラリと見てさらに笑った。

　王子殿下は呆れたような顔をしている。

　私は何かやらかしてしまったのだろうか？

　首を傾げたい衝しよう動どうにかられたが、ぐっと耐える。

　王子殿下を見つめていると、大本命である国王陛下が口を開いた。

「こんな美しいご令れい嬢じようと友人とは我が息子も隅すみに置けんな。ユリアス嬢、後のちほどワシと一曲踊おどってくれるかい？」

「わ、私でよろしいのでしょうか？」

「ああ、君がいい」

「では、後ほど……」

　国王陛下と社交辞令をかわしていると婚約者様が近づいてくるのが見えた。

「国王様！　お話があります！」

　婚約者様が高らかに叫さけんだ。

　爵しやく位いの低い者から国王陛下へ挨拶をするのがならわしだから、侯爵家である婚約者様はまだまだ後のはず。

　順番は守ってほしいものだ。

　もう少し穏おん便びんにできないのか？

「君は確か……キュリオン侯爵家の長男だったか？」

「はい。自分は王子殿下の親友、ラモール・キュリオンと申します！　僕の話を聞いてください！」

　親友という言葉に国王陛下が視線をうつすと、王子殿下は嫌そうに首を横に振っていた。

　国王陛下もそれを見て少し安心した顔で婚約者様に視線を戻もどす。

「で？　話とはなんだ？」

　国王陛下が笑顔で続きを促うながすと、婚約者様は私を睨みつけたと思うと私を指差して叫んだ。

「その女と僕の婚約解消を承しよう認にんしてほしいのです！」

「いいぞ！」

　国王陛下の速答にさすがの私も呆然としてしまう。

「ラモール、言いたいのはそれだけか？」

「あ、いや、その……そ、そこにいるユリアス・ノッガーという女は僕の愛するジュリー・バナッシュを苛いじめていた悪女なのです！」

　こいつ、救いようのないアホだ。

「ユリアス嬢、心当たりは？」

　国王陛下はなぜか優しい笑顔を私に向けた。

「ありません。そんなことをする理由もありませんし」

　これまたなぜか国王陛下は満足そうな顔をする。

　婚約者様の後ろには怯えたような顔のバナッシュさんが佇たたずんでいた。

「ジュリーに何をしたか、覚えていないとでも言うつもりか？　学食でジュリーに足を掛かけたり階段から突つき落おとそうとしたり日用品が買えないように裏から手をまわしたりしていただろう！」

　足を掛けていないし階段から落ちたのは私だし、日用品が買えないように裏から手を……私の店を出禁になっただけでしょ？

　ああ、王子殿下と写真を撮とりたかったのに出禁で店に入れてもらえなかったのを根に持っているのかしら。

　私は国王陛下に笑顔を向けた。

「身に覚えがございません」

「しらを切るつもりか！」

「先ほども申し上げましたが、私にはバナッシュさんを苛める理由がございません」

「理由なんて、嫉しつ妬とに決まっているだろう！」

　し、嫉妬？？？？？？

「でしたら、証しよう拠こを提出してくださいませ」

「証拠など、僕が証人だ！」

　思わず私は言葉を失ってしまった。

　どれだけアホなんだこいつ、こんな茶番にずっと付き合ってやる義理はない。

　私は指を鳴らし、執事のバルガスを呼んだ。

　執事は無言で書類を私に手渡す。

「今日、婚約破棄を言い渡される気がしておりましたので私のサインと捺なつ印いんをすでに記入しております。今すぐこちらにラモール様のサインと捺印をいただければ……そのまま国王陛下に承認していただけると思うのですが、サインしていただけますか？」

　バルガスがペンを婚約者様に差し出す。婚約者様がペンを取ると、すかさずポケットから朱しゆ肉にくを取り出しいつでも捺印できるように準備した。

　婚約者様は何も気にせずに私の手渡した書類にサインと右手の親指で捺印をする。

　最後の書類にサインと捺印をすると、婚約者様はバナッシュさんを抱き寄せて国王陛下に言った。

「僕は改めて、ジュリーを婚約者にしたいと思っています！　国王様！　よろしいですか？」

「かまわないが……」

　国王陛下は私の方を気まずそうに見る。

「国王陛下、この書類にサインと捺印をいただいてもよろしいですか？」

　私は至福の笑顔で国王陛下にサインを求めた。

「ユリアス嬢、いいのか？　君は嫉妬からあの子を苛めるほどあれが好きだったんじゃないのか？」

　私は国王陛下に満面の笑みを向けた。

「陛下、私は嫉妬などしていません。バナッシュさんに足を掛けたことも一度もありませんし、階段ではバナッシュさんを助けようとして私が代わりに階段から落ちました。たまたま居合わせていた王子殿下に助けていただかなければ今いま頃ごろどうなっていたか……。それから日用品を買えなくしたなんてこともなく、私の経営している店で騒ぎを起こしたバナッシュさんを店主が出禁にしたことを言っているのではないでしょうか？　別のお店では通常通り買い物ができるはずです。ちなみに、ラモール様とは利用価値があると思って婚約しましたが、思った以上に使えないポンコツでしたので結婚の必要性をこれっぽっちも見出してございませんの」

　私の言葉に会場が凍こおりついた。

　シーンと静まり返る会場に私の声だけが響いた。

「嫉妬からの苛め？　そんなことをする理由どころか、ラモール様を愛してもいませんので、嫉妬する理由も価値もございません」

　私は国王陛下に書類とペンを押しつけて言った。

「邪じや魔まが入る前に早く書類にサインをお願いいたします」

「……解った」

　国王陛下が急いでサインを書いてくれた。

　ラモール様と同様に親指で拇ぼ印いんを押してくれたのを見届けて私は笑えみを深めた。

「こちらで最後です」

「……これでいいかな？」

「ありがとうございます！　晴れて、婚約破棄が完かん了りよういたしました」

　その時の私の顔は幸せを閉じ込めたように美しかったとお兄様が後で教えてくれた。

「ユリアス！　お前が王子と浮うわ気きしていたと証拠が上がっている！　慰謝料を払はらえ！」

　元婚約者様が叫んだ言葉に国王陛下が慌あわてたように私を見る。

「何を証拠におっしゃっているのでしょうか？」

「これだ！」

　出してきたのはあの日の写真だったので私は指を鳴らしてバルガスにポスターを持ってこさせ、国王陛下の前で広げさせた。

「王子殿下にポーカーで勝ちまして、罰ばつゲームに私の店で王子殿下と手を繫つないで見つめ合う写真が撮れるイベントに参加していただきました。こちらはその時の販はん売ばい促そく進しんポスターでございます！」

　国王陛下は安心したように言った。

「話は聞いていたが、なかなかいいポスターだな」

「お褒ほめにあずかり光栄です。こちらからもお見せしたいものがあるのですが、確かく認にんしていただいてもよろしいですか？」

「ああ、勿もち論ろん」

　私はさらにバルガスに記録用魔ま道どう具ぐを運ばせ国王陛下に提出した。

　すぐさま、国王陛下がプロジェクターを準備させ皆様の前で再生したのは、元婚約者様とバナッシュさんのイチャイチャダイジェストに、王子殿下が嫌そうに日付と時刻を読み上げる映像だった。

　最後にいたっては、『これ毎回言わされるの俺じゃないとダメなのか？』という王子殿下の愚ぐ痴ちまで入っている。

　お兄様が一いつ緒しよに映ってくれてる日も多い。

　しかしながら身内じゃ証拠能力が薄うすまるから王子殿下に頑がん張ばってもらったのだ。

　お兄様の存在は王子殿下と二人きりで証拠集めをしていたんじゃないかという変な勘かん繰ぐりをされないための予防線だ。

　それに、階段から落ちるバナッシュさんを助けようとして階段から落ちた私を王子殿下が助けてくれた画像も添えてみた。

「陛下、私とラモール様、どちらが浮気をしていたかお解りになりましたでしょ？」

「これは……婚約者がいるのにこんなことをしていたとは嘆なげかわしいな。して、どうするつもりだ？　ユリアス嬢」

「勿論、慰謝料請求いたします！」
















　私の言葉に国王陛下の顔がニヤリと悪い顔に変わった。

　ゾクリとするほどの悪い顔だ。

　一国の王がこんな顔していいのか？

　私はこの人を敵にまわしたらダメだと瞬しゆん時じに理解したのだった。
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　国王陛下の悪い顔に若じやつ干かん怯ひるんだが、私は足を踏ふん張ばって続けた。

「こちらの書類に浮気をして婚約が破棄になった場合は、以下の金額を支し払はらうという記述があります。ですのでこれを請求しようかと思うのですが……国王陛下に質問です。キュリオン侯爵家は必要ですか？」

　国王陛下はニヤリと笑い言った。

「ユリアス嬢、君は期待を裏切らないな……キュリオン侯爵家の存在が要いらないと言ったら、君は何をするつもりだい？」

「陛下、私は特別何もするつもりはございません」

　国王陛下は不服そうにため息をついた。

「ただ、容よう赦しやはしません」

「……容赦？」

　私は元婚約者様の方に視線をうつした。

　その時、人だかりの中から元婚約者様の父親であるキュリオン侯爵が青い顔で近づいてくるのが見えた。

　まあ、青くもなるか。

「ラモール！」

「父上！　今まさにユリアスとの婚約を破棄することができました！」

　キュリオン侯爵は走り寄ると満面の笑みを向ける元婚約者様を力ちから一いつ杯ぱい殴りつけた。

「ユリアス嬢、違ちがうんだ！　このアホには私から言い聞かせておくから婚約破棄などと言わないでほしい！」

　焦あせって息子の言い訳を始めた。

「父上？」

　私は笑顔をキュリオン侯爵に向ける。

「申し訳ございません。もう、婚約破棄の書類にサインと捺印を済ませてしまいました。勿論、陛下の分まで全て」

　キュリオン侯爵は顔面蒼そう白はくとなる。

　一方、何がなんだか解らないといった顔の元婚約者様。

　そしてニヤニヤしている国王陛下は笑いが抑えられていない声で言った。

「ユリアス嬢、ワシは常々キュリオン侯爵の仕事に疑問を持っていてね」

「要らないと？」

「要らないな～」

　国王陛下の言葉に近くにいたお父様とお兄様が近づいてきた。

「ノッガー伯爵！　違うんだ！　これは……」

「言い訳は結構です。国王陛下、婚約解消を承認していただいてありがとうございます」

「お安いご用だ」

　お兄様は国王陛下に書類をいくつか渡して言った。

「つきましては、ユリアスとラモール様の婚約破棄が完了しましたのでキュリオン侯爵家の全てを差し押さえさせていただくためのこちらの書類にもサインと捺印をお願いいたします」

「な、何？　なぜ差し押さえだなんて」

　元婚約者様が慌てたようにキュリオン侯爵を見た。

　キュリオン侯爵の顔はもう真っ白で人形のよう。

「浮気の慰謝料、支し度たく金きんの返金、ユリアスにいわれのない罪を着せ暴力をふるったこと等々の慰謝料の金額からの差し押さえです。ラモール様はお父上からユリアスの重要性を聞いていないと見える」

「ユリアス嬢に暴力をふるったのか？」

　国王陛下が元婚約者様を睨みつけた。

「宰相閣下の子息であるマイガーが取り押さえて助けてくださいましたが、大衆の場で我が妹の胸ぐらを摑みいわれのない罪を被かぶせようとしたのです」

　国王陛下は眉間にシワを寄せながら、お兄様が差し出す書類にサラサラとサインしていく。

「キュリオン侯爵様は領地に家もなくなりますが、奥おく方がたの実家は伯爵の位を持っているので、そちらに身を寄せることになるでしょう。ラモール様もバナッシュ家の婿むこ養よう子しに入れば問題ないでしょう。バナッシュさんと婚約すると先ほど言っているのを聞きましたので」

　お兄様がバナッシュさんの方を見るとバナッシュさんは青い顔で首を横に振っている。

　お兄様はそれを無視して順に国王陛下に報告した内容の書類を手渡した。

　その時、元婚約者様が叫んだ。

「領民はどうする！　うちが治める領地を蔑ないがしろにするつもりか！」

　お兄様がゆっくりと元婚約者様を睨んだ。

　それを見ていたお父様が笑って言った。

「ローランド、そう睨むな。ラモール様、何を言っておられるのですか？」

「貴様らは我が領地の人間のことを何も考えていない！　そんな奴やつ等らに領地や家を奪うばわせるわけにはいかない！　国王様だって許すわけがない！」

　元婚約者様の言葉にお父様はクスクスと笑った。

「貴方あなた様さまは本当にアホですな」

「な、なんだと！　もう一度言ってみろ！」

「アホすぎて笑いが止まらないと言った」

　お父様、もしかしなくても滅め茶ちや苦く茶ちや怒ってます？

　私とお兄様は遠くを見つめて少しだけ現実逃とう避ひしてしまった。

　それにツッコミを入れたのはうちのベテラン執事のバルガスだった。

「旦だん那な様さま」

「なんだ？」

「黒い部分が駄だ々だ漏もれです。早くそのアホになぜアホなのかの説明をなさることをおすすめいたします」

「……そうだったな」

　ああ、うちの執事も黒い部分が駄々漏れです。

　バルガスはお父様に何か書類を手渡した。

「陛下もご存じとは思いますが、キュリオン侯爵様は領地を治める能力はなく領民は税を納めるのに苦労をしておりました。そんな時、領民を救ったのがユリアスでございます。ユリアスは領民が税を納めることに苦労をしないための再生プログラムを提案しました」

「ほう」

「それを実行している領民達のユリアスに対する信頼は、計り知れません。キュリオン侯爵家とノッガー伯爵家、どちらの領民になりたいかは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのです。何せキュリオン侯爵家の方々は税を取り立てること以外何もしてこなかったのですから。こちらの書類はキュリオン侯爵領の領民が我が領地にうつりたいという署名になります。お受け取りください」

　お父様が領民の転領願いの書類を差し出すと、国王陛下は深いため息をついてから、それを受け取った。

「再生プログラムとは興味深い。聡そう明めいで美しいとは羨うらやましい娘を持っているなノッガー」

「ありがとうございます陛下」

　国王陛下はニコニコしながらキュリオン侯爵のもとに向かうと肩かたをポンポンと叩たたき言った。

「一からやり直せ、侯爵の仕事も息子の教育もな」

　うわ、すごい台詞せりふだ。

　そして、国王陛下は次に私に近づいてきた。

「ユリアス嬢」

「なんでしょうか陛下？」

「君は本当に聡明で美しい、よってうちのむす……」

　うちのお父様がすかさず国王陛下の口をふさいだ。

　お父様、それ不敬にあたりますよ。

「何を言おうとしてるんですか陛下？」

　口をふさがれた状態で首を傾げる国王陛下。

「それ、絶対に言わないでくださいませんか？」

　国王陛下がコクコクと頷くとお父様は手を離した。

「うちの息子の嫁よめにおいで！」

　手を離した瞬間に国王陛下が言った言葉に、お父様もお兄様も口元を引きつらせた。

　王子殿下とマイガーさんは驚いた顔で固まっている。

「君みたいな頭のいい娘は国のためになる。息子と国を支えてほしい」

　私に満面の黒い笑みを向ける国王陛下に私も笑みを返した。

「お断りいたします！」

　会場の空気がはりつめたのが解った。

　国王陛下の笑顔に黒いものが見える気がした。

「なぜだろうか？　息子のルドニークに不満があるのか？」

「いいえ。王子殿下は聡明な方で国を背負うに値あたいする素晴らしい方です」

「では、なぜ？」

　私は王子殿下に視線を向けた。

「私と王子殿下は友人です。お互たがいの利り益えきのために協力し合う言わば同志。そんな王子殿下に私は相応ふさわしくありません」

「それはどうだろう？」

「それに私はたった今、侯爵家の方から婚約破棄されてしまった問題ありの傷物令嬢です。ここにいない国民は私がどんな経けい緯いで婚約破棄され、傷物令嬢になってしまったか本当の理由を知りません。中には事実と異なる解かい釈しやくをする者もおりましょう。そんな得体の知れない令嬢は国母には相応しくありません」

「…………」

　私がニコニコ笑うと、国王陛下は宰相閣下に視線をうつした。

「どう思う？」

「さあ、私に聞かれましても？」

「マジか！　何か知ち恵えがあるだろ？」

「あったところで助け船を出すつもりもありません」

「なぜ？」

　宰相閣下はニコッと笑う。

「うちの息子もユリアス嬢に恋こい焦こがれていますので」

　その言葉に国王陛下はキョトンとした顔をした後ゆっくりと言った。

「何？　マイガーも……倍率高いのか？」

「私が抱かかえる密みつ偵ていに調べさせましたが交流のある他国からも引く手あまたみたいですよ」

　国王陛下は困ったように眉まゆを下げた。

「父上、ユリアスの心を動かすのは至難の業わざだと思いますよ」

　近くで控えていた王子殿下が呆れたようにそう言うと、国王陛下はムッとした顔をした。

「ユリアス嬢！　ならば、うちの息子の好きなところはあるだろうか？」

「しいて言うなら、私が他国との外交がしやすいように一筆書いてくださることでしょうか？」

「………」

　国王陛下が黙ると、宰相閣下が満面の笑みで近づいてきた。

「ちなみに、マイガーの好きなところを聞いても？」

「親おや父じ！　ファインプレー」

　テンション高くワクワク顔のマイガーさんを見ながら私は笑顔を作った。

「マイガーさんは、私の店にお金を運んでくる神従業員なところでしょうか？　ドＭ発言のせいでプラマイゼロな感じも否いなめませんが……」

「そりゃないよお嬢～～～」

　マイガーさんがあからさまにしょんぼりしてしまったが、苦笑いを浮かべて誤ご魔ま化かしておいた。

　そんな中、私の両隣に颯さつ爽そうと現れたお兄様とお父様は優しく私の肩に手を置いて言った。

「皆様、傷物令嬢であるユリアスとの結けつ婚こんなんてものは考えなくて結構です。この娘は我がノッガー伯爵家が死ぬまで面めん倒どうを見るつもりですので。なあ、ローランド」

「はい、勿論です。父様」

　そんな状じよう況きようを見ていた国王陛下が、王子殿下そっくりの深いため息をついた。

　ああ、やっぱり親子ね。

　ため息のつき方すら、そっくりだわ！

　私はそんなことを思いながら、国王陛下に笑みを向けるのだった。
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　国王陛へい下かが怨うらめしそうに宰さい相しよう閣かつ下かを睨にらんでいるとバナッシュさんが前に出てきて叫さけんだ。

「わ、私はラモール様とは結けつ婚こんしません！」

　バナッシュさんの言葉に元婚こん約やく者しや様さまは彼女の肩かたを摑つかんだ。

「ジュリーどういうことだ!?」

「私はいつも、〝貴方あなたと私では身分が違ちがいすぎます〟と言ってきました！　それを貴方は侯こう爵しやくという権力を使い無理やりいうことをきかせていたじゃないですか！」

「な、何を……言ってるんだ」

「そもそも私にはラモール様じゃない好きな人がいるんです！」

　なんてことだ。

　バナッシュさんは思っていたよりアホではなかったようだ。

　私が記録した映像にも、バナッシュさんは元婚約者様に拒きよ否ひともとれる台詞せりふを吐はいていた。

　元婚約者様はショックが大きすぎたのか膝ひざから崩くずれ落おちた。

　さすがに可哀想かわいそうになってしまった。

　バナッシュさんは、もう元婚約者様を見もしない。

　むしろ王子殿でん下かを凝ぎよう視ししている。

　あれ、助けた方がいい？

　私が王子殿下に視線をうつすと、王子殿下もこっちを見ていた。

　助けた方がいいらしい。

　私はゆっくりと国王陛下に近づき言った。

「陛下、この話はまた今度ということでダンスパーティーを再開しませんか？　いつまでたっても陛下とのダンスが始められませんから」

　私が恥はじらうように言えば国王陛下もニコッと笑い同意してくれた。

「ま、待ってください！　私は王子殿下が好きなんです～！」

　バナッシュさんが思いっきり叫んだ。

　会場中に沈ちん黙もくが広がる。

　誰だれもがバナッシュさんを残念な者を見るような眼まな差ざしで見つめた。

　その時、沈黙をやぶるように国王陛下はニコニコしながら言った。

「だから？」

「へ？」

「君は先ほどなんと言った？　身分が違いすぎるとラモールに言っていたのだろ？　その舌の根の乾かわかぬうちにそれよりも身分の高い我わが息むす子こが好きとは……ユリアス嬢は婚約破棄されただけで自分を傷物と言っているのだよ？　君はラモールと、拒否をしたといってもイチャイチャしていた。その方が傷物といって差さし支つかえないと思うのだが違うか？　他の男と幾いく度どもイチャイチャしていた事実がある令嬢を国母にはできない」

　国王陛下の言葉はもっともだ。

「あ、愛があればそんな障害……」

「申し訳ないが、俺は君に対して愛なんてものを持ち合わせていない」

　そこに王子殿下の冷たい声が響ひびく。

　むしろ怯おびえてらっしゃいますもんね。

　バナッシュさんの目が泳ぎ、王子殿下の後ろを見た。

「そ、そんな！　酷ひどい！　なら、私にいつも優やさしくしてくれるマイガー様！」

　宰相閣下の眉み間けんにシワが寄ったのが解わかる。

　マイガーさんは王子殿下の後ろに控えていて、ニコニコしながら言った。

「美人に告白されるのは嬉しいけど、ごめんね。俺の一番はお嬢って決まっちゃってるんだよね。お嬢に人生捧ささげるってね！」

　バナッシュさんは最後にお兄様を見た。

　最後の最後にお兄様とはムカつく。

　私はお兄様の前に立った。

「ローランド様！　ローランド様は私のことを好きですよね！」

「バナッシュさん、僕は君を好きだなんて言ったことがあっただろうか？　一いつ切さい記き憶おくにないんだが。それに、僕は妹が可か愛わいくて仕方がない男だ。そんな僕が君みたいにユリアスを傷つける女を好きになると本気で思っているのか？　そんなふうに思えるやつの気が知れないな」

　お兄様の言葉を聞いたバナッシュさんは真っ青な顔をして元婚約者様と同じように膝から崩れ落ちた。

　あんなついでみたいにお兄様を扱あつかうからそういうことになるんだ。





[image: ]






　その後、会場中が先ほどの茶番劇の話題で持ちきりだったが、私に対して否定的な意見を喋しやべる人間は存在しなかった。

　少し安心してしまったのが本音だ。

　しかし上う手まく婚約破棄と慰謝料請求ができたことでリラックスしていた私は忘れていた。

　国王陛下とダンスの約束をしていたことを。

　一気に緊きん張ちようしてしまったのは悪くないと思う。

　緊張の中、素す晴ばらしいステップでリードしてくださる国王陛下と踊おどっていると、陛下はニコニコしながら言った。

「お嫁においでよ」

「まあ！　それでは陛下のお嫁に行くみたいに聞こえてしまいますわ」

「ルドニークは嫌きらいかい？」

　ターンしながらフワリとドレスの裾すそが広がるのを見ながら考えた。

　私が王子殿下に対して抱いだいている気持ちは……。

「…………信しん頼らいしています」

「アイツは君の望みを全て叶かなえてくれるよ？」

　国王陛下はさも楽しそうに私を振りまわしながら続けた。

「君の望みはなんだい？　贅ぜい沢たくな暮らし？　愛されること？　地位や名めい誉よだろうか？　なんでもルドニークに言うといい。きっと叶えてくれる」

　そんな傲ごう慢まんな願いを王子殿下に叶えてもらうのは違うのではないか？

　私は苦笑いを浮うかべた。

「国王陛下、王族は国民の税金で生活しているとお解りですか？」

「そうだとは言い切れないな、王族には副業があってね。君は知ってるかい？　王族はドラゴンの加護があるって。ちなみにワシはサラマンダーの加護があり、火か炎えん系の魔ま法ほうが並外れてる」

　聞いたことがある。王族は生まれた時にドラゴンの加護がもらえるのだと。

　今私と踊っている国王陛下は戦争や魔ま物ものの討とう伐ばつに先せん陣じんきって指揮をとった功労者だと我が国では有名な話だった。

「ルドニークはフロストドレイクの加護がある。古いにしえのドラゴンだ。氷の加護だな。アイツが本気を出せば国を氷づけにだってできるぞ」

　王子殿下の加護の話は、氷を作ることが冬にしかできない我が国でお金になる話だとワクワクした気持ちになった。

「氷を手軽に出せるということですわね」

「氷だけじゃない。古のドラゴンだからな、風の魔法も火の魔法も水の魔法も使える。特に氷の力が強いってだけで、ルドニークの魔法は万ばん能のうだ。魔法使いが少ないこの世界でだ」

　王子殿下ってばすごい。そう言えば私を助けてくれたのも風の魔法だった。

　私が感心していると国王陛下はニコニコ笑った。

「それにアイツは魔法使いとして様々なことをしている。水路の建設とか災害復旧工事とかな。浮いた費用の一部を小こ遣づかいにしてるアイツは自力で稼かせいだ金を結構溜ため込んでるぞ」

　王子殿下。

　この国が他の国に比べて生活水準が高いのは王子殿下のお陰かげな上、お金を溜め込んでるのか。

　溜め込んでる。

　ここ重要。

「どうだい？　ルドニークの嫁に来ないか？」

　私はニコッと笑い言った。

「王子殿下が便利なのは解りましたわ。ですが私の望みはお金かね儲もうけなのです」

「金儲け？　金ならルドニークが稼いできてくれるぞ？」

「私は、お金が欲しいのではなくお金を儲けたいのです！　……噓うそをつきました。お金も欲しいですわ」

　国王陛下は驚おどろいた顔をした。

　変なやつを見るような目で見てこなかったのはさすがだと思った。

「お金儲けをするのに制限の多い王おう妃ひの肩書きは邪じや魔まなんですの。ですので、お嫁にはまいりません」

　その時、曲が終わり私は国王陛下から離はなれると頭を下げた。

　国王陛下は噴ふき出だすと、そのままお腹なかを抱かかえて笑い出した。

「ユリアス嬢、気に入った！　君を手に入れるために君が王妃になりたくなるような何かを探すことにしよう！」

「ですから、その言い方ですと国王陛下のお嫁に行くみたいですわ」

　国王陛下は嬉しそうに笑い、私はえらい人物に目をつけられてしまったと苦笑いを浮かべた。
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　国王陛へい下かとのダンスが終わると、当然のように王子殿でん下かにダンスを引ひき継つがせたのはなぜなのでしょうか？

「不思議そうな顔をしているな」

「不思議なので……」

　国王陛下とは、約束をしていたからダンスをするのは解わかる。

　ですが、王子殿下とダンスするのは違ちがうのでは？

「不思議でもないだろ？　公おおやけの場で婚こん約やく破は棄きされた可哀想かわいそうな令れい嬢じようを慰なぐさめるために王族がダンスに誘さそうぐらい」

　そうやって説明されれば解らなくもないような？

「いまいちピンときません」

「気にせず楽しめよ」

　王子殿下は苦笑いを浮うかべた。

「ダンスは楽しいことですか？」

「嫌いやなこと言うなよ」

「すみません。私にとってダンスは外交手段の一つなので楽しむというより仕事のようなものだと思ってまして」

　王子殿下はしばらく考えるとニヤッと笑った。

「ならば、ペースを上げるぞ！　ついてこい」

　そういって王子殿下は複雑なステップを音を外すことなくペースだけを上げる。

　振ふりまわされるのが悔くやしくて私もペースを上げると王子殿下は驚おどろいたようだった。

「よくついてこられてるな」

「実は……かなり……頑がん張ばっています」

　優ゆう雅がに見えるように気をつけるとステップを間ま違ちがえそうだし、ステップを気にすると優雅になんて見えないだろう。

　平然とした顔の王子殿下に地味にムカつきながらクルクルとステップを踏ふむ。

「俺にもう少し寄りかかれ。ちょっとは楽になるぞ」

「それは……なんだか、悔しい気が……」

　私の言葉に王子殿下はクスクスと笑った。

「これは勝負ではないんだぞ！　楽しめばいいんだ」

　楽しむ。

　私は王子殿下に少し寄りかかってみた。

　私の腰こしにまわされた王子殿下の手がさらに私を引き寄せた。

　悔しいが、さっきより断然ステップが楽になった。

「どうだ？」

　私は顔に笑え顔がおを貼はりつけて言った。

「楽になりました」

「不服そうだな」

　どうしてこの人は笑顔の私の不ふ機き嫌げんに気がついたのだろう？

　今だけじゃない。

「なぜでしょうか？」

　王子殿下は呆あきれたようにため息を吐はき出した。

「全然楽しそうじゃないからだ」

　だから、なぜ解ったのかが聞きたいのだが……。

「ローランドやマイガーと商売の話をしている時の方が楽しそうに笑うだろう」

　まあ、商売のお話は楽しいので。

「俺は友人すら楽しませてやれないぐらい、つまらない男なのか？　さすがに凹へこむぞ」

　ああ、このダンスは本当に王子殿下が私を楽しませたくて始めたダンスだったのか。

　納なつ得とくしたらなんだか笑えてしまった。

「楽しくなってきたか？」

　見れば王子殿下は優やさしい笑顔で私を見ていた。

「私よりも王子殿下の方が楽しそうに見えます」

「そうか？　まあ、楽しいな。俺の無茶なステップに君がついてきているんだからな」

　無茶なステップだったらしい。

　私はさり気なく王子殿下の足を踏んでみた。

「ごめんなさいませ。ついうっかり」

「わざとだろ？」

「うっかりですわ」

　王子殿下はため息をついた。

「なんでそんなことができるんだ？　ダンス中にうっかりを装よそおって足を踏むことで、とれる仕事なんてないだろ？」

「初うい々ういしさを好む男性もおります」

「……やっぱりわざとじゃないか」

　しまった。何を正直に答えているの？

　王子殿下は明らかに不服そうな顔をしていた。

　どう言い訳するかを考えながら、私の口から小さな舌打ちがこぼれ落ちたのは許してほしい。

「気のせいでは？」

　一回とぼけてみた。

　だけど王子殿下にはお見通しだった。

「舌打ちしておいて、それを信じろとはあまりにも無理があるんじゃないか？」

　私はそのまま、もう一度王子殿下の足を踏んだ。

「ユリアス」

「王子殿下、女性の失敗をいつまでも追及する男はモテませんよ」

　ムッとした王子殿下はさらに速いステップを踏む。

「王子殿下！」

　私が慌あわてると王子殿下はクスクスと楽しそうに笑った。

「ユリアス、楽しいな」

　私は王子殿下のその笑顔になんだか心臓を摑つかまれたような息苦しさを感じた。

「どうだ？　ついてこれまい！　足を踏んでもいいんだぞ！」

　運動したせいか少し顔の赤い王子殿下の両足の甲こうにさり気なく両足を乗せてみた。

　王子殿下の足を踏むというより、完璧に王子殿下の足に乗っている状況だ。

「こら、ユリアス」

「これは楽しいです！　王子殿下、もっとステップを速く」

「本気か？　クソやってやる」

　その後、王子殿下は私を足の上に乗せたまま一曲踊りきった。

　王子殿下の足から下りると私はドレスをつまんで頭を下げた。

　王子殿下は疲れた顔を隠かくしもせずに一言呟つぶやくように言った。

「楽しかったか？」

「はい。とっても」

「そうか、またやってやるから、また踊ろう」

　そういって、王子殿下が私に笑顔を向けたから、私もそれにこたえるように笑顔を向けた。

　こうして、私の長かった婚約破棄の計画が幕を閉じたのだった。





ＥＮＤ
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　はじめましてｓｏｙと申します。

『勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！』を手に取っていただき、ありがとうございます！

　Ｗｅｂ投稿サイトで妄もう想そう全開に私の趣しゆ味み丸出しで書かせていただいていた本作を書籍化していただいたビーズログ文庫様は神様だと思っています。




　私が小説を書き始めたのは小学生の頃で、姉の影えい響きようでした。

　姉がノートに書いていた小説を読ませてもらい、それに感化されたのが始まりです。

　姉の真ま似ねをして一番最初に書いた作品は、姉にこっそり読まれていたことが判明し、恥はずかしくて死にそうになり火をつけて燃やしました（良い子は真似しちゃいけません）。

　本当に黒歴史とはこのことです。

　ちなみに私、姉が三人居まして、四姉妹です。

　一番上の姉は漫画や小説、イラストなどが全般的に好きな人物で、二番目の姉はゲーム全般が好きでよく一緒に乙女おとめゲームをしてくれました。

　三番目の姉は芸能に詳くわしくライブに行ったり、お笑い芸人さんの出待ちをしたりしていました。

　こんな濃い姉達に一通り付き合っていた私もかなり濃い人間になってしまったのは運命なのでしょうか？　認めたくはないですがね。

　四姉妹全員嫁よめにいってるのですが、一番上の姉に久しぶりに会った時にＷｅｂ投稿サイトで小説を書いていると報告してみたんです。

　そしたら、姉も同じサイトで小説を書いていると言われました。

　しかも、知らず知らずにお互いの作品を読んでいたことが判明しました。

　小学生の頃の黒歴史がフラッシュバックし、作品を燃やしたくなったのはトラウマです。

　まあ、いろいろな経験が小説のネタになるのだと思えばトラウマも悪くないのかと思います（自己暗示）。




　本作のイラストを書いて下さったｍ／ｇ様、本当にありがとうございます。

　私の作品の容姿の表現がフワッとしていたがために本当にご迷めい惑わくをおかけしました。

　ラフを初めて見せていただいた時、鼻血が出るかと思うほど素晴らしくて悶もだえました。

　担当様が私が萌もえて見えなくなっていたものを全て指し摘てきしてくださったことに感謝感謝です。

　刊行に当たりまして、本作に携たずさわってくださった皆々様に厚あつく御おん礼れい申し上げます。

　そして、ここまで読んで下さった皆様も本当にありがとうございます！

　また、お会いできる機会がありますようにお祈り申し上げております！





ｓｏｙ












[image: ]




　私の名前はルナール、庶しよ民みん棟とうの一年生です！

　私は庶民棟の中でもお洒しや落れ好きで知られてます。

　ある日、氷の女め神がみと陰かげで呼ばれている貴族棟のノッガー様の靴くつを見て思わず声をかけてしまったの。

　赤茶色のピカピカな靴は私が余よ所そ行ゆき用に買ったお気に入りの靴と一いつ緒しよだったから。

　そんな私にノッガー様は嫌いやがるそぶりも見せず凜りんとした笑え顔がおで会話してくれた。

　普ふ通つうの貴族は私達庶民に話しかけられるのを嫌きらう人がほとんどなので、私も話しかけたことを後こう悔かいしていたから嬉うれしくて！

　本当に気さくな方で庶民棟の皆もすぐにノッガー様を大好きになったんだ。

　しかも、私の意見や親友のグリンティアの意見もちゃんと聞いてくれてとっても可か愛わいい靴を作って見せてくれたの。

　あの時の感動っていったらなかった。

　後々知ったんだけど、私も友達も大好きな庶民の間で有名なブランド『アリアド』は、ノッガー様のお店だったんだって。

　テンション上がる!!

　それなのにノッガー様には信じらんないぐらい嫌な婚こん約やく者しやがいて、さらに浮うわ気きまでしていることが解わかって庶民棟の皆で絶句したんだ！

　ノッガー様はそんな二人を気にしたふうでもなくあしらっていたけど……。

　浮気相手のバナッシュ伯はく爵しやく令れい嬢じようは明らかにノッガー様にイジメられてるふりをしているし、私達庶民を見下してるみたいで貴族がいない時なら私達に近寄るなだとか、私達とは生きる世界が違うのだから話かけるなだとか酷ひどい言葉を投げつけてくる。自分だって元庶民なのに。

　だからこそ、あんなあからさまな噓うそを全面的に信じてノッガー様を罵ののしる婚約者のラモール様は顔はいいかもしれないけどマジで信じらんない。

　本当に見る目なさすぎ。

　ノッガー様が早く婚約破は棄きしたらいいのに！

　私達は皆そう思ってるの。

　それからしばらくして、ノッガー様の周りに王子様がよく現れるようになった。

　ノッガー様とお友達になったらしい。

　王子様の前ではノッガー様も子供っぽい顔になったりしてこれがまた本当に可愛いのなんのって！

　あぁ、ノッガー様と王子様がくっつけばいいのに！

　本当にお似合いなんだから!!

　私も友達も庶民棟の皆も、王子様とノッガー様がくっつくように願ってるんだよ！

「ノッガー様、王子様とくっついてくださいよ！」

「私と王子殿でん下かじゃ身分が違ちがいすぎますわ」

「そんなことはありません！　それに身分なんて関係ないですって！　この小説だって……」

　私は気に入って読んでいる小説の大好きな一節をノッガー様に開いて見せた。







〝「身分違いの恋こいは罪ですか？」

　私は王子様に思わず相談してしまった。

「君は伯爵令嬢だろ？　伯爵令嬢は王族とだって結けつ婚こんできる」

「それでも、私は元々庶民だったし」

　私が不安をぶちまけると、王子様は呆あきれたような顔をして私の頭をポンポンと優やさしく叩たたいたの。

「君の好きな人は身分が高いんだな」

「……はい」

「君に選ばれる男は幸せだな……僕から言えることは一つ」

　王子様はニコッと笑って言った。

「君が誰だれを好きになっても罪にはならない。君らしく恋をすればいい」

　その時の王子様の笑顔に私は心臓がすっごくドキドキしたのです。〟







　ノッガー様はそのページを少し読むと微ほほ笑えんだ。

「この小説はお好きですか？」

　ノッガー様が私の大好きな小説に興味を持ってくれたのが嬉しくて前のめりで私は言った。

「はい。次に出る新刊できっとヒロインは王子様とくっつくと思うんです！　私もう楽しみで楽しみで」

　私の言葉にノッガー様は申し訳なさそうな顔をした。

「あの……それ、主人公は王子と結ばれないんですのよ」

　私は驚おどろいてしまった。

　この小説、主人公と王子様がくっつかないの？

　なんでよ!!

「えぇ～」

　私が不満な顔をするとノッガー様は困ったように教えてくれた。

「ですが王子様は真実の愛に気づき幸せになるんですよ」

「なんで知ってるんですか？」

「……作者と知り合いでして」

　な、なんと！

「サインください！」

　ノッガー様は可愛らしく笑った。

「フフフ、いいですよ。その代わり、可愛い服のデザインを考えてきてくださる？」

「いいですよ！　約束です！」

「はい、勿もち論ろん」

　ノッガー様が笑ってくれた。

　なんて綺き麗れいな人なんだ！

　それから数日後、ノッガー様は本当にサインを持ってきてくれた。

　ノッガー様は神様じゃないだろうか？

　私はそのサインを大事に部屋に飾かざっているんだけど、それを見ながら服のデザインを何枚も描いた。

　私の将来の夢は服のデザイナーだ。

　その予行練習というか……ぶっちゃけここでノッガー様に気に入られて『アリアド』のデザイナーになれたら……助手でもいいから雇やとってもらえるように私は気合いを入れてデザイン画を何枚も描いているのだ。

　まあ、そんなことより私は早くノッガー様が幸せになることを願わずにいられないのだけど。
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　私がお嬢じよう様さまと出会ったのは偶ぐう然ぜんのことでした。

　当時のお嬢様はまだまだ小さく本当に作り物のように可か愛わいらしく見えました。

　とはいえ私はその時、暗殺を生なり業わいとする俗ぞく物ぶつでしたので人形のような伯はく爵しやく令れい嬢じようがいるという噂うわさを聞く程度でした。

　そんなある日舞まい込んだ依い頼らいはノッガー伯爵の暗殺。

　弟とその依頼を遂すい行こうするために赴おもむけば、番犬だらけの庭に罠わなだらけの屋根裏。

　私も弟もボロボロになりやっとの思いで逃にげ込んだのはお嬢様のお部屋でした。

「命が惜おしければ黙だまっていろ」

　私がそう脅おどすと、お嬢様はコクコクと頷うなずき私と弟の傷の手当てをしてくださいました。

　そして小さな子供とは思えないほど上手に包帯を巻き終えると、満足そうに微ほほ笑えまれました。

　その顔を未いまだに思い出したりもいたします。

「なぜ手当てなんかするんだ？　俺達はお前の父ちゃんを殺しに来たんだぞ？」

　お嬢様は身み振ぶり手て振ぶりで声を出してもいいかたずねてきて可愛らしかったです。

「喋しやべっていいぞ。その代わり大声を出したら殺す」

　お嬢様はまたコクコクと頷かれました。

「私が手当てしたのは貴方あなた方がたがお強いからですわ」

　理解ができず首を傾かしげる私と弟にお嬢様はおっしゃいました。

「この部屋までたどりつけた方は貴方方がはじめてです。ですので、貴方方には一度死んでいただきたいのです」

　あの時、私も弟も『ああ、ここで俺達は死ぬんだ』と本気で思ってしまったのは懐なつかしい話です。

「私、貴方方を雇やといたいのですわ。何もかもを捨て去って新しい名前と仕事を差し上げますから私に雇われてくださらない？」

　私と弟は何を言われているのかまるっきり解わからずキョトンとしてしまいました。

「嫌いやかしら？　支し払はらいは固定給プラス歩ぶ合あい。お父様の護衛兼けん執しつ事じをしてほしいのだけれどいかが？　断るなら、このまま騎き士し団だんの方達に引ひき渡わたさなければいけなくなるとは思うけど」

　お嬢様の言葉と同時に私と弟は床ゆかに倒たおされておりました。

　当時の執事長が音もなく現れ私達を押さえつけているのだと気がついたのはしばらくたってからでした。

「お嬢様、お怪け我がはございませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。それより、彼らを雇いたいのですが執事長はどう思いますか？」

「お嬢様が欲しいとおっしゃるのでしたら、私が教育いたしましょう」

「二人が家で働いてもいいって言ってからですけれどね」

　お嬢様は選せん択たくを私達に求めたようでしたが、拒きよ否ひ権けんがないことは私も弟もよく解っていたので頷くことしかできませんでした。

　その後、暗殺をしていた時よりも厳しい、血ち反へ吐どを吐はくような武術の特訓とマナーを叩たたき込まれて執事と名乗ることを許された頃ころに、伯爵家に入った賊ぞくが二人殺され、首しゆ謀ぼう者しやの男だん爵しやく家けがいつの間にか夜よ逃にげして国を出ていたことを知り、私と弟はノッガー伯爵家を敵にまわす恐おそろしさを知ったのでした。

　今や私は執事長になり、弟はお嬢様の宝物の一つである店の店長をしています。

　ちなみに、私の名前のバルガスと弟のオルガの名前をつけてくれたのはお嬢様で私と弟の宝物になりました。

　こんな感じで、元暗殺者の自分達の他にもお嬢様が気に入る人間は一ひと癖くせも二ふた癖くせもある人間ばかりでした。

　人殺しと噂される四十代の庭師長に異国の逃とう亡ぼう者しやで褐かつ色しよくの肌はだを持つ夫ふう婦ふは料理長とメイド長だったりするのですが、皆お嬢様に一目で気に入られ実力以上の成果を上げています。

　まあ、実力以上の成果を上げられるのはアイディアを出すお嬢様の力だと私は思って疑わないのですが。

　お嬢様に拾われた我々はお嬢様の期待を裏切ることはあり得ません。

　いや、お嬢様の期待に応えたいのです。

　庭師長はホウキグサという植物をクマやウサギの形にカットしお嬢様の店に置いているし、料理長はお嬢様の望むお菓か子しを開発する。

　メイド長や我々は鬼おにの前執事長に叩き込まれた情報収集能力を活かし、ノッガー伯爵家に有利になるように陰かげで動く。

　そんな私達の尊敬するお嬢様が侯こう爵しやく家けの息むす子こと婚こん約やくした日、我々は秘ひ密みつ裏りに暗殺計画を立てていました。

　そしてお嬢様が結けつ婚こんした後、彼には心臓発ほつ作さで死んでもらう予定でした。

　お嬢様が汚けがされる前に殺そうと弟とメイド長と料理長と庭師長とで話し合っていたのです。その後、どのように処分されてもかまわない覚悟でした。

　結局お嬢様が侯爵家の息子に価値がないと判断したようで書類を揃そろえるだけでよくなってしまったことには驚おどろきましたが、同時に安あん堵どもいたしました。

　我々の勝手のせいでお嬢様が悲しい思いをするかもしれないと少しの不安もあったからなのですが、それは杞き憂ゆうに終わりました。

　それはお嬢様が婚約破は棄きをしようと決意してくださったからです。

　それはつまり、ノッガー伯爵家の皆様を不快にさせていた侯爵家の人間に、死よりも辛つらい苦痛を与あたえることができるということ。

　手加減など不要だということなのです。

　婚約破棄をしたことによってお嬢様が傷物と呼ばれる苦痛を考えれば手加減などという言葉は浮かんですらこないのです。

　支し度たく金きんだとか言って旦だん那な様さまからむしり取った金を持ち帰る侯爵の後を追いかけていき殺してしまいたい気持ちを押おし殺ころし、旦那様に塩をまこうと提案すれば、窓の外を睨にらんでいたメイド長がクスクスと笑いました。

　いつもなら塩なんてまけば植物に悪あく影えい響きようだと言う庭師長と、塩は高価だから無む駄だ使づかいなどしたらお嬢様が悲しむと言う料理長がすでに塩をまいていたらしいのです。

　いつの間にそんなに仲良しになったのでしょうか？　謎なぞです。

　まあ、我々のお嬢様を思う気持ちは一いつ緒しよと言っていいでしょう。

　これからのことを思い、笑えみを浮かべた私と旦那様とメイド長の心も一つで間ま違ちがいないと自負しております。

　先ほどまで旦那様の向かいに座すわっていたアホな侯爵を地じ獄ごくの底に突き落とすということ。

　ノッガー伯爵を敵にまわす恐ろしさをとくとご覧いただこうと思います。

　私はそんなことを思いながら、旦那様がメイド長の淹いれ直したお茶を口にするのを見届けたのでした。
















電子書籍特典　キャララフ＆書き下ろし短編「現実　バナッシュ目線」





























































　私の名前はジュリー・バナッシュ。

　学園の嫌われ者である。

　なぜ私が嫌われ者かというと、この世界が私の大好きな『ドキドキ♡　貴族になっても頑張っちゃうもんね！』という小説の中で、この小説のヒロインは私だと思い込んでいた痛い電波女だったからだ。

　だって、小説の中のヒロインと同じ伯爵家にひきとられるという境遇とか容姿の説明とか、出会ったイケメンが小説と一緒の性格や容姿だったから、私がこの世界のヒロインだって疑わなかったの。

　でも、馬鹿なことをしたって今なら解る。

　この世界の本当のヒロインは小説の中では悪役令嬢だったユリアス・ノッガーって人。

　彼女を敵にまわすってことが、どんなことを意味するのか理解していなかったの。

　彼女は庶民だろうが王族だろうが、すぐに仲良しになれるコミュニケーション能力の持ち主。

　だから、彼女を敵にまわした私は学園一の嫌われ者になったの。

　今の私の心の支えは、婚約者になったラモール様。

　私はラモール様と結婚するつもりはないって言ったのに、それでも私を好きだって言ってくれた。

　真実の愛を教えてくれた人。

　ラモール様と幸せになるために、私は今絶賛勉強中なの。

　学園一の嫌われ者でも、勉強を頑張ってラモール様の侯爵家を再建させるつもり！

　明るい未来のためになら私何でもする！

　ラモール様も私のお父さんと一緒に領主の勉強を頑張っているから、私も領地の発展の力になれるようにしなきゃ。

　ラモール様は、最初すごい浪費家で贅沢することしか考えてなかった。

　それじゃあ駄目！　領民を大事にできないとバナッシュ伯爵家まで没落しちゃう。

　だから、私はラモール様に言ったの。

「ラモール様、私はドレスも宝石もいらないの。ラモール様が私を好きでさえいてくれれば、それだけで充分なんだよ」

「ジュリー!!」

　感激したラモール様に抱きしめられた。

　すごく嬉しい。

　私はラモール様にしがみついて言ったの。

「ラモール様、領民の気持ちが解るように領民の仕事を手伝ってみない？　それに実際にお話ししたらラモール様の素晴らしさを領民も解ってくれると思うの」

「ジュリー、君は天才だ！」

　最近、ラモール様のこの単純なところも可愛いって思っちゃうんだ。

　でも、それって本当に大変なことだった。

　領民っていうか、庶民の中にはユリアスさんを大好きな人がいっぱいいて、仕事を手伝わせてもらう以前に石を投げられることも多く、ラモール様はボロボロになって帰ってきたの。

　一体どうしたらいいの？

　途方にくれたある日、領民の対応が嫌々に見えるけど軟化したの。

　驚いて、こっそり聞いたらユリアスさんが助言してくれたんだって。

『まあ、ラモール様が仕事をしたいと言っているのに、貴方方はそれに石を投げつけるのですか？』

　領民は皆、ユリアスさんの反応に驚いたんだって！

　私も驚いたけどね。

『貴方方のために頑張ろうとしている人なのだから皆様協力してあげてくださいませ』

　領民の皆はそんなユリアスさんが女神様に見えたんだって。

　私はあんなお金にがめつい女神様なんていないと思うけど。

『それに、私との婚約破棄のけじめのためにも残りの慰謝料をきっちり払っていただかないと。皆様、私のためと思ってラモール様のお手伝いをしてくださいませんか？』

　ユリアスさんにそそのかされて領民達はラモール様に仕事をお願いすることに決めたみたい。

　これ幸いとラモール様にはお仕事を通して領民達と仲良くなってもらい、私はユリアスさんに負けないぐらいの守銭奴になると心に決めた。

　幸い学園の貴族棟は領主に必要な技術や心構えから商売の仕方にいたるまで私に必要な知識を教えてくれる場所だったからボッチでも大丈夫…………のはず。







　次の日、食堂で経済学の教科書を見ながらランチしていると周りがザワザワし始めた。

　何かと思って教科書から視線を外すと私の目の前の席にユリアスさんが座って私を見つめていたのだ。

「キャッ！」

　思わず声をあげてしまったのは、許して欲しい。

「ねぇ、バナッシュさん。今、お話してもいいかしら？」

　背中を冷たい汗が流れた気がした。

　この学園の頂点を牛ぎゆう耳じる……いや、この国を牛耳るといっても過言じゃないユリアスさんが私に何の用があるっていうのよ！

「あ、あの……ごめんなさい」

「あら、なぜ謝ったりなんてするのかしら？　何かやましいことでも？」

　脂汗が滝のように流れ落ちる。

　これが俗にいう『蛇に睨まれた蛙』ってやつなの？

「わ、私は今や、学園一の嫌われ者で真面目に勉強に励むことしかできないただの小娘なのよ！　そんな私からまだ何か奪うつもり!?」

　私が必死に叫ぶとユリアスさんはクスクスと笑った。

　魔女…………なのかも知れないって本気で思った。

「奪うだなんて滅相もない」

　ユリアスさんはニコニコしながら私の手を握った。

　魂が、取られる！

　咄とつ嗟さ思ってしまったのは仕方のないことでしょ。

「私、バナッシュさんには才能があると思ってますの」

「は、はぁ？」

　私の間抜けな声を無視してユリアスさんは続けた。

「貴女は今、ラモール様と侯爵家を再建するために頑張ってらっしゃるのでしょう？」

「何が言いたいのよ！」

「私にはラモール様のやる気を引き出すことはできなかった……というか、出させるつもりもなかったんですが」

　ど、どういうことか解らないよ！　誰か助けて！

　私が周りを見渡しても皆、目を合わせようともしない。

「どうやってあの浪費家を更生させ働き者にしたのですか？」

「そ、それは……」

「いえ、今は言わなくて大丈夫です」

「はぁ？」

　その瞬間、ユリアスさんは私に手紙を手渡した。

　中を確認してみると、マチルダって人に会うための紹介状のようなものが入っていた。

「何これ？」

「バナッシュさんには小説家として私と契約してほしいの。題名は『駄目な男を更生させ、幸せを摑む百の方法』なんてどうかしら？」

　啞然とする中、ユリアスさんは契約書を取り出し私の目の前に差し出した。

「さあ、納得したら契約書にサインを」

「ち、ちょっと待ってよ！　私、小説なんて書いたことないし！」

　私が慌てて断ろうとしたら、ユリアスさんは口元をニヤリと歪めた。

「バナッシュさん。婚約している時に片方が浮気をした場合、浮気した本人と浮気相手の両方に慰謝料を請求できるこてを知ってらっしゃるかしら？」

　私はヒュッと小さく息を吸った。

「私、それを知っていて貴女には慰謝料を請求しなかったの。なぜだか解る？」

　血の気が引いていくのが解った。

　私がプルプルと震えるように首を横に振ると、ユリアスさんはさも可お笑かしいというように笑う。

「だってバナッシュさんに才能があると思ったんですもの！」

　あ、悪魔に目をつけられてしまった。

　私の人生終わった！

　得体の知れない恐怖に、ガタガタと震えた。

「貴女には才能がある。小説を書いて売れれば借金の返済が早くできるでしょ？　ああ、それと私に忠誠を誓うのであれば借金を減らしてもいいと思っているの」

　えっ？　借金減らしてくれるの？　これって、もしかして……チャンス？

「さあ、ここにサインを」

　私は躊躇ためらいなく悪魔との契約書にサインをしてしまった。

　後悔しかないけど、サインしていなかったら借金を上乗せされていたと思う。

「売れなくても、借金は減らしてもらうからね」

　私が絞り出すように言うとユリアスさんはへにゃりと可愛く笑った。

「絶対売れます。ちなみに先程お渡しした紹介状は『ドキ♡貴き族ぞ』の作者宛です。バナッシュさんには彼女の元で数週間修行してもらってから作品に取りかかっていただきます。宜しいですか？」

　ユリアスさんの言葉に、私は膝から崩れ落ちそうになった。

　私が憧れてやまない『ドキ♡貴族』の作者に弟子入りするって言った？　えっ？　噓、夢じゃないのだろうか？

　私は思いっきり自分のほっぺたをつねった。

　痛い！　夢じゃない!!

「ユリアスさん、あの……」

「私、才能がある人は大好きよ。私もできる限りのサポートしますから頑張りましょうね」

　その時のユリアスさんの笑顔は女神様のようだった。

　私、この人のために頑張ろう！　一生この人のために働こう！

「一生ついていきます！」

　私はユリアスさんの手を力強く握りしめて叫んだ。

「こうやって、ユリアスの信者が増えていくんだな……恐ろしい」

　いつの間にかユリアスさんの後ろに立っていた王子様が呆れ顔で何かを呟いていたようだけど、今の私には興奮していて聞こえなかった。




　こうして、私は悪魔じゃなくて女神様と素晴らしい契約を交わしたのだった。
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５月19日生まれ。埼玉県在住。

二児の母で17歳年上の旦那様が居ます。

家事に仕事に執筆に忙しい主婦です。

心穏やかに暮らしたい今日この頃のメンタル豆腐ですが、頑張っていきたいと思っています。
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